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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
欧
州
連
合
（European U

nion

、
以

下
Ｅ
Ｕ
）の
一
一
カ
国
間
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た「
Ｅ

Ｕ
金
融
取
引
税
（EU

 Financial T
ransaction T

ax: EU
 FT

T

）」
の

政
治
過
程
を
分
析
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
も
は
や
一
国
で
は
制
御
不
可
能

な
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
が
も
た
ら
す
問
題
に
対
す
る
、
課
税
を
通
じ
た

国
家
間
の
取
り
組
み
の
可
能
性
と
限
界
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
は
、
複
数
国
家
が
共
同
で
金
融
取
引
に
課
税
す
る
史

上
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
画
期
的
な
決
定
に
至
る
ま
で
の
道
の
り

は
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
経
済
学
者
Ｊ
・
ト
ー

ビ
ン
（Jam

es T
obin

）
は
国
際
金
融
市
場
の
「
車
輪
」
に
「
砂
」
を
投

げ
込
み
、
そ
の
過
剰
な
流
動
性
を
抑
え
る
施
策
と
し
て
、
異
な
る
通
貨
間

取
引
へ
低
率
の
税
を
課
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
税
構
想
は
、
か
つ
て

二
〇
世
紀
末
に
発
生
し
た
世
界
的
な
通
貨
危
機
を
背
景
に
政
治
化
し
、
広

範
な
議
論
と
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
当
時
、
国
際
的
な
導
入
に

は
至
ら
ず
「
車
輪
に
砂
」
を
ま
く
理
念
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理

念
が
再
度
思
い
起
こ
さ
れ
、
金
融
取
引
税
と
し
て
議
論
さ
れ
る
契
機
と

な
っ
た
の
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
金
融
危
機
と
ユ
ー
ロ

危
機
で
あ
る
。
当
初
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
導
入
が
目
指
さ
れ
た
が
、
広
範
な

論
争
と
国
家
間
対
立
の
末
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
含
む
ユ
ー
ロ
圏
一
一

カ
国
間
の
み
で
実
施
に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
実
施
法
策
定
を
め
ぐ
り
一
一
カ
国
間
の
協
議
は

難
航
し
て
い
る
。
危
機
に
伴
う
困
難
の
な
か
、
ど
の
よ
う
に
実
施
に
向
け

た
決
定
に
到
達
し
た
の
か
。
参
加
国
を
限
定
し
て
も
な
お
実
施
法
を
め
ぐ

る
国
家
間
合
意
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
Ｅ
Ｕ
金
融

取
引
税
の
一
連
の
政
治
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
本
稿
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
ポ
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
課
税
を
め
ぐ
る
政
治
的
含

意
と
理
論
的
課
題
を
提
示
す
る
。

序
章　

問
題
の
所
在

　

二
〇
一
一
年
九
月
二
八
日
、
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
委
員
会
（European 

Com
m

ission

）
委
員
長
で
あ
っ
た
バ
ロ
ー
ゾ
（José M

anuel Barros （
１
）

o

）

は
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
法
案
の
発
表
に
あ
た
り
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
過
去
三
年
間
、加
盟
国
は
金
融
セ
ク
タ
ー
に
対
し
四
兆
六
〇
〇
〇
億
ユ
ー

ロ
の
資
金
援
助
と
保
証
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
金
融
セ
ク
タ
ー
は
社
会
に

貢
献
す
る
と
き
が
来（

２
）た

」。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
前
年
か
ら
深
刻
化
し

た
債
務
危
機
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ー
ロ
危
機
の
最
中
に
あ
っ
た
。
法
案
発
表
の

ま
さ
に
そ
の
日
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
回
避
に
向
け
た
融
資
の
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検
討
の
た
め
に
、「
ト
ロ
イ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
機
関
─
─
欧
州
委

員
会
、
欧
州
中
央
銀
行
（European Central Bank

、
以
下
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）、

国
際
通
貨
基
金
（International M

onetary Fund

、
以
下
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

─
─
が
ア
テ
ネ
に
調
査
に
入
っ
て
い（

３
）た

。
危
機
に
よ
る
社
会
・
経
済
的
混

乱
の
な
か
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
で
金
融
取
引
に
税
を
課
す
政
策
が
企
図
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

金
融
取
引
税
と
は
一
般
に
、
株
式
や
債
券
、
外
国
為
替
、
金
融
派
生
商

品
（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
）
と
い
っ
た
金
融
取
引
の
す
べ
て
、
あ
る
い
は
ど
れ

か
一
部
取
引
へ
税
を
課
す
政
策
を
指
す
。
一
国
の
税
政
策
と
し
て
は
決
し

て
め
ず
ら
し
く
は
な
い
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
複
数
国
家
間
で
実
現
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
史
上
初
め
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
間
で
実
現
し
よ
う
と
提

案
さ
れ
た
の
が
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
法
案
で
あ
る
。
こ
の
施
策
は
、
主
に

二
つ
の
目
的
を
も
つ
。
一
つ
は
、
バ
ロ
ー
ゾ
委
員
長
が
述
べ
た
よ
う
に
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
世
界
金
融
危
機
以
降
、
公
的
資
金

の
注
入
を
通
じ
て
破
た
ん
危
機
を
救
済
さ
れ
て
き
た
金
融
セ
ク
タ
ー
に
財

政
的
な
貢
献
を
求
め
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
市
場
を
不
安
定
化
さ
せ
た

金
融
セ
ク
タ
ー
の
過
剰
な
金
融
取
引
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
は
、
危
機
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
今
後
の
危
機
を
未
然

に
防
ぐ
施
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

　

国
際
的
な
金
融
取
引
へ
税
を
課
す
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
は
新
し
い

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
源
流
に
は
、「
ト
ー
ビ
ン
税
（T

obin T
ax

）」
と

呼
ば
れ
る
税
構
想
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
経
済
学
者
Ｊ
・
ト
ー
ビ
ン

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
通
貨
取
引
税
構
想
で
あ（

４
）る

。
提
唱
か
ら
約
四
〇
年

を
経
て
、
よ
う
や
く
具
体
的
な
国
家
間
の
取
り
組
み
と
し
て
検
討
が
進
ん

で
い
る
の
が
、Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
な
の
で
あ
る
。
こ
の「
ト
ー
ビ
ン
税
史
」

の
な
か
に
こ
そ
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
り
究
明
す
べ
き
政
治
的
な
問

い
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
歴
史
的
経
緯
を
概
観
し
た
う

え
で
、
本
稿
の
問
題
設
定
を
行
う
。

　

ト
ー
ビ
ン
は
、
一
九
七
〇
年
前
半
頃
、
国
家
・
通
貨
間
の
資
本
移
動
が

増
大
し
金
融
市
場
が
過
剰
に
流
動
的
と
な
り
、
国
家
の
自
律
的
な
経
済
政

策
決
定
が
阻
害
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
た
。
そ
こ
で
、
過
剰
な

取
引
を
抑
制
し
国
家
の
自
律
性
を
取
り
戻
す
目
的
で
、
通
貨
取
引
へ
低
率

の
税
を
課
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
税
の
特
徴
は
、
取
引
の
往
復
頻
度

が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
─
─
た
と
え
ば
投
機
を
代
表
と
す
る
短
期
的
取
引

や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
っ
た
高
頻
度
取
引
に
は
─

─
税
が
累
積
的
に
課
さ
れ
る
一
方
で
、
投
資
活
動
な
ど
の
長
期
的
な
取
引

は
低
率
の
税
に
留
ま
る
点
に
あ
る
。
ト
ー
ビ
ン
の
よ
く
引
用
さ
れ
る
言
葉

を
用
い
れ
ば
、「
た
っ
ぷ
り
油
が
さ
さ
れ
た
」
過
剰
に
流
動
的
な
国
際
金

融
の
「
車
輪
」
に
、
低
率
の
税
と
い
う
多
少
の
「
砂
」
を
ま
く
こ
と
で
、

過
剰
な
取
引
を
抑
制
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ（

５
）る

。
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し
か
し
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ト
ー
ビ
ン
の
問
題
意
識
と
は
真
逆
に
、

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
っ
た
。
新
た
な
金
融
商
品

の
開
発
や
、
そ
れ
を
支
え
る
金
融
工
学
や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
、
金
利
規
制

の
撤
廃
と
い
っ
た
「
金
融
革
命
」
を
通
じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
は
そ

れ
ま
で
と
は
桁
違
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
し
て
い
っ
た
。
車
輪
に
砂
を
ま

く
の
で
は
な
く
、
そ
の
車
輪
の
回
転
が
ま
す
ま
す
潤
滑
と
な
る
よ
う
油
が

さ
さ
れ
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
理
念
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

ト
ー
ビ
ン
の
提
案
が
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九

〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
の
株
式
市
場
の
世

界
同
時
崩
落
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
」
に
よ
っ
て
、
金
融

市
場
の
不
安
定
性
は
世
界
的
に
派
生
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
一
部
の
経
済

学
者
は
ト
ー
ビ
ン
に
示
唆
を
受
け
、
市
場
の
過
度
な
変
動
を
抑
制
す
る
証

券
取
引
税
構
想
を
論
じ（

６
）た

。
九
二
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
欧
州
通
貨
制
度

（European M
onetary System

: EM
S

）
が
投
機
筋
に
攻
撃
さ
れ
通
貨

危
機
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ト
ー
ビ
ン
は
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ

イ
ム
ズ
紙
に
「
投
機
家
に
課
税
せ
よ
」
と
題
し
た
記
事
を
寄
稿
し
、
か
つ

て
自
身
が
提
唱
し
た
通
貨
取
引
へ
の
課
税
が
一
つ
の
解
決
策
に
な
り
う
る

と
論
じ（

７
）た

。
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ト
ー
ビ
ン
税
が
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ（

８
）た

。

　

一
九
七
〇
年
代
、
一
日
あ
た
り

0

0

0

0

0

の
世
界
の
為
替
取
引
高
は
一
八
〇
億
ド

ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
代
半
ば
に
は
一
兆
三
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
、

約
七
〇
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ（

９
）た

。
そ
し
て
九
〇
年
代
の
一
連
の
通
貨
危
機

─
─
九
四
年
の
メ
キ
シ
コ
・
ペ
ソ
通
貨
危
機
、九
七
年
に
タ
イ
か
ら
始
ま
っ

た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
九
九
年
以
降
の
ロ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
危
機
の

連
鎖
─
─
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
の
不
安
定
性
へ
の
危
機
感

は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
こ
こ
で
い
よ
い
よ
ト
ー
ビ
ン
税
が
一
部
諸
国
で
検

討
さ
れ
始
め
る
。
さ
ら
に
当
時
、
ト
ー
ビ
ン
税
は
そ
の
税
収
に
も
関
心
が

向
け
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
先
進
国
や
Ｉ

Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
か
ら
の
借
款
に
よ
る
債
務
を
抱
え
て
い
た
途
上
国
は
、

深
刻
な
累
積
債
務
問
題
に
陥
っ
て
い
た
。
ま
た
、
不
足
す
る
国
連
財
源
の

拡
充
や
、
冷
戦
終
結
を
受
け
て
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
政
府
開
発
援
助
に
代

わ
る
財
源
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
新
た
な
財
源
調
達
手
段
の
候
補

に
ト
ー
ビ
ン
税
が
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
関
心
が
合
流
し
た
こ
と
に
勢
い
を
得
て
、
ト
ー
ビ

ン
税
は
国
境
を
超
え
て
政
治
化
し

（
（1
（

た
。
市
民
運
動
の
展
開
、
国
際
会
議
や

各
国
議
会
で
一
定
の
協
議
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
で
は
通
貨
取

引
へ
の
課
税
を
規
定
す
る
国
内
法
の
制
定
に
ま
で
結
実
し
た
。
し
か
し
当

時
、
ト
ー
ビ
ン
税
を
擁
護
す
る
論
調
は
大
多
数
で
は
な
か
っ
た
。
課
税
を

通
じ
た
介
入
に
よ
り
市
場
の
効
率
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

も
そ
も
市
場
の
変
動
や
投
機
を
抑
制
す
る
経
済
的
効
用
は
得
ら
れ
な
い
の
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で
は
な
い
か
、
課
税
逃
れ
に
よ
っ
て
そ
の
実
効
性
は
担
保
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
義
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
論
や
疑

義
を
克
服
す
る
た
め
の
改
善
案
も
提
示
さ
れ
、
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
る
広

範
な
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
済
学
的
な
論
争
も
去
る
こ
と
な
が
ら
、
最
大
の
問
題
は
、

ト
ー
ビ
ン
税
の
政
治
的
実
現
可
能
性
で
あ
っ
た
。
資
本
流
出
や
課
税
逃
れ

を
起
こ
さ
ず
に
国
境
を
越
え
る
取
引
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

課
税
の
国
際
的
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
主
要
な
国
際
金
融
セ
ン

タ
ー
を
も
つ
金
融
大
国
の
参
加
な
く
し
て
抑
制
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
や
シ
テ
ィ
と
い
う
巨
大
な
金
融
街
を
擁

す
る
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
金
融
産
業
を

規
制
す
る
税
構
想
に
強
く
反
発
し

（
（1
（

た
。
国
内
法
を
制
定
し
た
フ
ラ
ン
ス
や

ベ
ル
ギ
ー
も
、
そ
の
他
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
共
同
実
施
を
施
行
条
件
と
し

て
い
た
た
め
、結
局
ト
ー
ビ
ン
税
の
国
際
的
な
導
入
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
ト
ー
ビ
ン
税
は
長
ら
く
「
夢
物
語
」
と
思
わ
れ

て
き

（
（1
（

た
。「
車
輪
に
砂
」
と
い
う
理
念
の
実
現
に
は
、
高
度
に
政
治
的
な

問
題
が
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
て
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
金
融
危
機

を
き
っ
か
け
に
「
夢
物
語
」
の
税
構
想
は
再
浮
上
し
た
。
今
回
は
、
課
税

対
象
が
通
貨
取
引
か
ら
よ
り
広
範
な
金
融
商
品
の
取
引
へ
変
化
し
た
。
そ

れ
は
、
世
界
金
融
危
機
が
単
に
過
度
な
通
貨
取
引
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
複

雑
な
契
約
形
態
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
取
引
を
通
じ
た
過
度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
、

透
明
性
の
欠
如
、シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
金
融
シ
ョ
ッ
ク
の
伝
播
力
」と
い
っ

た
要
因
か
ら
起
こ
っ
た
た
め
で
あ

（
（1
（

る
。
つ
ま
り
、通
貨
市
場
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
金
融
市
場
と
い
う
車
輪
に
も
砂
を
ま
く
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

金
融
取
引
税
が
争
点
化
す
る
と
同
時
に
、
経
済
的
効
用
や
実
効
性
を
め

ぐ
る
論
争
も
ま
た
再
燃
し
た
。
そ
う
し
た
疑
義
を
根
拠
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
特

に
イ
ギ
リ
ス
が
、
さ
ら
に
多
国
籍
に
事
業
を
展
開
す
る
金
融
機
関
が
強
く

抵
抗
し
た
。
Ｅ
Ｕ
の
条
約
上
、
金
融
取
引
税
の
実
施
合
意
に
は
加
盟
国
の

全
会
一
致
が
必
要
な
た
め
、そ
の
実
現
は
不
可
能
に
も
思
わ
れ
た
が
、ユ
ー

ロ
圏
の
一
一
カ
国
が
行
動
に
出
た
。
全
加
盟
国
で
は
な
く
、
一
部
加
盟
国

間
で
の
実
施
法
制
定
を
可
能
と
す
る
法
的
枠
組
み
、「
先
行
統
合

（Enhanced Cooperation

）」
を
活
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
正
式
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
立
法
化
さ
れ
た
「
決

定
（decision

）」
で
あ
る
点
で
、
一
定
の
拘
束
力
を
も
つ
。
そ
れ
ま
で

の
ト
ー
ビ
ン
税
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ま
さ
に
画
期
的
な
決
定

で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
そ
の
画
期
は
一
つ
の
通
過
点
で
し
か
な
い
。
今
後
は
「
先
行

統
合
」
の
枠
組
み
に
も
と
づ
き
実
施
法
（「
指
令
（directive

）」）
を
Ｅ
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Ｕ
法
と
し
て
可
決
さ
せ
、そ
れ
を
各
参
加
国
が
立
法
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
具
体
的
な
課
税
対
象
や
税
率
に
関
す
る
一
一
カ
国
間
の
す
り
合

わ
せ
は
難
航
し
、
当
初
二
〇
一
四
年
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
運
用
開
始
は

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
従
来
か
ら
の
金
融
取
引
税
へ
の
疑
義
は

ま
す
ま
す
声
高
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
夢
物
語
の
ま
ま
潰
え
る
の
か
、
史

上
初
め
て
の
実
現
を
果
た
す
の
か
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
は
い
ま
重
要
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
を
と
り
ま
く
状
況
に
対
し

二
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ま
で
夢
物
語
と
考
え
ら
れ
て
き

た
税
構
想
を
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
の
一
一
カ
国
間
で
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
決
定

が
下
さ
れ
た
の
か
。
い
か
な
る
要
因
が
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論
を
進
展
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、一
一
カ
国
間
の
決
定
に
ま
で
到
達
し
た
の
ち
、

な
ぜ
そ
れ
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
が
停
滞
し
て
い
る
の
か
。
実
施
法
の
採
決
に

は
、
強
行
に
反
対
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
な
ど
一
一
カ
国
以
外
の
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
は
参
加
し
な
い
。一
般
的
に
は
、参
加
国
を
限
定
す
る
こ
と
で
メ
ン
バ
ー

間
の
合
意
形
成
は
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

（
（1
（

る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
一
カ
国
間
の
協
議
は
難
航
し
て
い
る
。
何
が
議
論
を
停
滞

さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
一
一
カ
国
間
の
決
定
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
下
さ
れ
た
の
か
と
い
う
、
現
実
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
が
求

め
ら
れ
る
。
誰
が
、
い
か
な
る
思
惑
や
目
的
の
も
と
、
何
を
達
成
し
よ
う

と
し
た
の
か
。
そ
の
と
き
、
い
か
な
る
問
題
や
対
立
に
直
面
し
、
ど
の
よ

う
な
戦
略
や
妥
協
の
も
と
乗
り
越
え
、
決
定
に
至
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た

現
実
政
治
の
力
学
や
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
「
進
展
」
要
因

や
、
す
で
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
「
停
滞
」
要
因
を
究
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
も
つ
政
治
的
含

意
─
─
可
能
性
と
限
界
─
─
を
、
奥
行
き
の
あ
る
か
た
ち
で
導
き
出
す
こ

と
へ
と
つ
な
が
る
。

　

一
一
カ
国
間
の
決
定
が
も
つ
含
意
は
、
特
に
二
つ
の
文
脈
で
重
要
な
意

味
を
も
つ
。
一
つ
は
、
今
後
の
現
実
政
治
に
対
す
る
示
唆
で
あ
る
。
本
稿

を
執
筆
し
て
い
る
現
段
階
（
二
〇
一
六
年
二
月
）
で
は
、
二
〇
一
六
年
六

月
ま
で
に
実
施
法
策
定
協
議
の
最
終
合
意
に
到
達
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
計
画
通
り
に
進
む
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
幾
度

と
な
く
導
入
目
標
が
設
定
さ
れ
て
は
延
期
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
五
年
一

二
月
に
は
部
分
合
意
が
発
表
さ
れ
一
定
の
進
展
は
あ
っ
た
が
、
未
確
定
事

項
も
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
一
カ
国
グ
ル
ー
プ
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
が
一

時
離
脱
を
表
明
し
た
。
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
か
は
未
知
数

だ
が
、
一
一
カ
国
間
の
実
施
を
承
認
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
決
定
に
依
拠
し
て
協
議
が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
そ
の
政
治
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
現
実
政
治
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の
展
開
や
帰
結
を
評
価
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
基
盤
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
の
示
唆
は
、
従
来
の
ト
ー
ビ
ン
税
研
究
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
。
次
章
で
先
行
研
究
を
概
観
す
る
が
、ト
ー
ビ
ン
税
研
究
史
に
お
い
て
、

現
実
政
治
の
諸
相
が
分
析
対
象
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
が
現
実
政
治
の
ア
リ
ー
ナ
で
ほ
と
ん
ど
具
体
化
し
て

こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
主
と
し
て
「
車
輪
に
砂
」
と

い
う
「
理
念
」
上
の
問
題
を
検
討
し
た
り
、
実
現
シ
ナ
リ
オ
を
「
構
想
」

し
た
り
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
金
融

取
引
税
と
い
う
政
治
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ま
や
「
現
実
」
政
治
を
検
証
す
る
段
階
に
進
む
べ
き
だ
ろ
う
。
政
治
過

程
の
分
析
は
、「
理
念
」
と
「
現
実
」
と
を
架
橋
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

そ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
み
な
ら
ず
、
国
境
を
越
え
る
課
税
の
新
た

な
「
構
想
」
を
練
る
上
で
も
、
重
要
な
礎
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
は
、
よ
り
理
論
的
な
文
脈
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
密
接
に
関
わ
る
理
論
的

な
主
題
と
し
て
は
、「
国
家
と
市
場
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
車
輪
に
砂
」
を

言
い
換
え
れ
ば
、「
車
輪
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
」
に
「
砂
＝
諸
国
家

に
よ
る
課
税
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
領
域
ご
と
に
分

断
さ
れ
た
「
国
家
」
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
連
結
さ
れ
た
「
市
場
」
を
制
御

し
統
治
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
政
治

に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、「
市
場
」
に
対
す
る
「
国
家
」
の
取
り
組
み

と
し
て
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
が
も
つ
二
つ
の
特
性
で
あ
る
。
一
つ
は
、
課
税

と
い
う
国
家
の
「
主
権
的
」
な
施
策
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ

が
国
境
を
越
え
る
と
い
う
「
越
境
的
」
な
側
面
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

　
「
主
権
的
」
な
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
政
治
過
程
に
お
い

て
と
り
わ
け
主
権
国
家
間
（
課
税
主
権
間
）
の
力
学
が
色
濃
く
出
る
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
圧
力
に
よ
り
主
権
国
家
の
自
律
性
が
制
約
を
受
け
る
と
い
う
事

象
（「
主
権
の
ゆ
ら
ぎ
」）
は
、
国
際
課
税
の
分
野
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
諸
国
は
、
多
国
籍
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
に
競
っ
て
法

人
税
率
の
引
き
下
げ
る
と
い
う
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
（「
底
辺
へ
の

競
争
」）。
と
は
い
え
、
課
税
が
国
家
の
も
つ
強
靭
な
「
主
権
的
」
施
策
で

あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
国
際
金
融
規
制
の
分
野
で
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
業
界
内
の
自
主
規
制
と
い
っ
た
「
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
」
と
比
べ
れ
ば
、

課
税
は
そ
の
対
極
の
「
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
」
だ
と
言
え
る
。
本
稿
は
、
課
税

と
金
融
と
い
う
二
つ
の
問
題
領
域
が
交
錯
す
る
政
治
過
程
か
ら
、「
主
権

的
」
施
策
を
め
ぐ
る
「
国
家
と
市
場
」
の
関
係
性
を
観
察
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

も
う
一
方
の
「
越
境
的
」
な
側
面
に
お
い
て
は
、
よ
り
規
範
的
な
課
題
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を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。「
代
表
な
く
し
て
課
税
な
し
」
と
い
う
歴
史
的

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
税
制
は
近
代
以
降
の
市
民
革
命

を
促
し
、
国
民
国
家
の
民
主
主
義
を
支
え
て
き
た
根
幹
の
制
度
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
金
融
取
引
税
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
諸
国
家
の
課
税
主
権
は
超
国
家
機
関
の
共
通
ル
ー
ル
に

あ
る
程
度
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
国
民
国
家
の
領
域
内
で

完
結
す
る
伝
統
的
な
徴
税
と
は
異
な
る
課
税
制
度
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
世
界
政
府
─
─
あ
る
い
は
世
界
租
税
機
構
─
─
が
存
在
し
な
い
主

家
国
家
か
ら
成
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
特
性
を
も
つ
課
税
は

民
主
的
施
策
た
り
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
施
策
を
実
施
す
る
正

統
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
規
範
的
課
題
が
政
治
過
程
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
の
か
を
あ
ぶ
り
だ
す
こ
と
で
、
本
稿
は
、
ポ
ス

ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
も
呼
べ
る
課
税
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
可
能
性
や
限
界
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
の
問
題
設
定
に
も
と
づ
き
、
本
稿
は
、
以
下
の
よ
う
に
議
論
を
展

開
す
る
。

　

最
初
に
、
本
稿
の
分
析
枠
組
み
を
確
立
す
る
（
第
一
章　

分
析
視
角
の

提
示
）。
ま
ず
、
ト
ー
ビ
ン
税
か
ら
連
な
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
Ｅ
Ｕ

金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
に
は
い
く
つ
か
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
に
、
政
治
過
程
の
全
体
構
造
を
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
次
に
、
求
め
ら
れ
る
分
析
視
角
を
「
国
際

レ
ベ
ル
」
と
「
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。
第
一
に
、

国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
国
家
と
市
場
」
と
い
う
主
題
に
深
く
か
か
わ

る
政
策
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、「
国
家
─
市
場
」
関
係
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
た
め
の
枠
組
み
を
検
討
す
る
。
第
二
に
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
形
成
過
程
を
分

析
す
る
た
め
の
着
眼
点
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
の
分
析
の
範
囲
と

手
法
を
明
示
す
る
。

　

続
い
て
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
論

じ
る
。

　

第
一
の
段
階
で
は
、
金
融
取
引
税
が
国
際
社
会
で
争
点
化
し
た
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
に
お
け
る
議
論
と
そ
の
帰
結
を
分
析
す
る
（
第
二
章　

Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
に
お
け
る
争
点
化
：
二
〇
〇
九
～
一
〇
年
）。
ま
ず
、
金
融
取
引

税
を
め
ぐ
る
問
題
背
景
を
整
理
し
た
う
え
で
、
争
点
化
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
議
論
を
概
観
す
る
。
次
に
、
第
三
回
サ
ミ
ッ
ト

で
金
融
取
引
税
を
含
む
「
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
」
が
議
題
に
あ
が
り
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
に
よ
る
調
査
報
告
書
の
作
成
が
「
決
定
」
さ
れ
た
が
、第
四
回
サ
ミ
ッ

ト
に
て
国
家
間
の
取
り
決
め
は
「
非
決
定
」
に
終
わ
っ
た
経
緯
を
検
証
す

る
。特
に
非
決
定
と
い
う
結
果
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

金
融
取
引
税
を
実
施
し
た
い
諸
国
の
課
税
主
権
が
著
し
く
制
約
を
受
け
て
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い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　

第
二
の
段
階
で
は
、
検
討
の
場
が
Ｅ
Ｕ
へ
と
シ
フ
ト
し
、
欧
州
委
員
会

が
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
法
案
を
発
表
す
る
ま
で
の
過
程
を
分
析
す
る
（
第
三

章　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
題
設
定
：
二
〇
一
〇
～
一
一
年
）。
焦
点
と
な
る

の
は
、
当
初
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
実
施
が
志
向
さ
れ
て
い
た
金
融
取
引
税

が
、
な
ぜ
「
Ｅ
Ｕ
」
の
施
策
と
し
て
提
案
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
経
緯
を
時
系
列
で
概
観
し
、
着
目
す
べ
き
二
つ
の
分
析
対
象

を
明
確
に
す
る
。
第
一
に
、
法
案
提
出
権
を
も
つ
欧
州
委
員
会
が
い
か
な

る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
第
二
に
、
欧
州
委
員
会
以
外
の

主
体
が
い
か
な
る
影
響
力
を
も
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
本
章

の
ま
と
め
と
し
て
、
法
案
提
出
と
い
う
一
つ
の
重
要
な
契
機
が
、
政
治
過

程
上
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
三
の
段
階
で
は
、
法
案
発
表
後
、
Ｅ
Ｕ
全
加
盟
国
で
の
全
会
一
致
採

択
が
断
念
さ
れ
、
一
一
カ
国
間
の
「
先
行
統
合
」
手
続
き
が
承
認
さ
れ
る

ま
で
の
過
程
を
分
析
す
る
（
第
四
章　

対
立
と
分
裂
：
二
〇
一
一
～
一
三

年
）。
前
章
と
同
様
に
、
ま
ず
は
議
論
の
経
緯
を
整
理
し
た
う
え
で
、
二

つ
の
観
点
か
ら
分
析
を
進
め
る
。
第
一
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
協
議
に
焦
点

を
当
て
、
ど
の
よ
う
に
全
加
盟
国
間
の
採
決
の
断
念
が
決
定
さ
れ
た
の
か

を
分
析
し
、
そ
の
な
か
で
先
行
統
合
手
続
き
の
活
用
に
向
け
戦
略
的
な
行

動
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、一
一
カ
国
の「
有

志
連
合
」
の
形
成
を
牽
引
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
国
内
の
政
治
動
向

に
着
目
し
、
迅
速
に
先
行
統
合
手
続
き
が
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
を

探
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
先
行
統
合
手
続
き
承
認
の
あ
と
実
施
法
策
定
が

難
航
し
て
い
る
様
相
を
論
じ
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
主
た
る
分
析
範
囲
で
は

な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
政
治
過
程
の
帰
結
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
表
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
点
で
欠
か
せ
な
い
。

　

終
章
で
は
、
本
稿
の
ま
と
め
と
結
論
を
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
本
稿
の
結
論
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
Ｅ
Ｕ
金

融
取
引
税
の
政
治
過
程
は
、
取
引
税
の
実
施
を
妨
げ
る
金
融
権
力
の
構
造

的
な
制
約
が
あ
る
こ
と
と
、
推
進
派
主
体
が
Ｅ
Ｕ
の
制
度
上
の
機
会
を
戦

略
的
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
で
金
融
取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
題
設
定
が
阻
ま
れ
た
背
景
に

は
、
同
税
の
国
際
協
調
を
阻
む
よ
う
作
用
し
た
金
融
権
力
の
存
在
が
あ
っ

た
。
金
融
権
力
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
資
本
の
流
動
性
や
効
率
性
を
擁

護
す
る
論
理
と
、
課
税
し
な
い
と
判
断
を
下
す
こ
と
が
出
来
る
消
極
的
な

課
税
主
権
の
論
理
と
が
相
互
に
強
化
し
合
う
よ
う
な
か
た
ち
で
、
取
引
税

を
導
入
し
た
い
国
々
の
課
税
主
権
を
著
し
く
制
約
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
同
税
の
導
入
に
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
見
出
し
た
欧
州
委
員
会
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
思
惑
が
交
錯
し
た
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
金
融
取
引

税
の
法
案
発
表
へ
と
結
実
し
た
。
そ
れ
は
Ｇ
20
レ
ベ
ル
で
失
敗
し
た
議
論
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を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
的
な
選
択
だ
っ
た
。
同
様
に
、
そ
の
後
一
一

カ
国
間
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
も
、
制
度
上
の
機
会
の

利
用
が
あ
っ
た
。
全
会
一
致
採
択
が
必
要
な
Ｅ
Ｕ
法
案
を
め
ぐ
る
議
論
の

デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
先
行
統
合

手
続
を
活
用
す
る
た
め
の
「
有
志
連
合
」
形
成
を
戦
略
的
に
進
め
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
制
度
上
の
機
会
の
も
と
議
論
は
進
ん
だ
が
、
そ
れ
は
反
対

派
の
説
得
や
賛
成
派
内
の
意
見
調
整
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
一
一
カ
国
間
の
実
施
法
制
定
が
難
航
し
て
い
る
の
は
、

戦
略
的
行
動
の
帰
結
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
議
論
の
進
展
を
従
前
に
食

い
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
金
融
権
力
が
、
今
度
は
む
し
ろ
効
果
的

に
Ｅ
Ｕ
の
制
度
を
活
用
し
、
一
一
カ
国
間
の
実
施
法
を
骨
抜
き
に
す
る
よ

う
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
。
一
一
カ
国
間
で
取
り
組
み
を
進
め
よ
う

と
い
う
決
定
が
下
さ
れ
た
こ
と
は
、
金
融
権
力
が
課
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制

約
を
克
服
す
る
た
め
の
一
つ
の
打
開
策
を
示
し
た
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
連
結
さ
れ
た
市
場
の
「
車
輪
」
に

税
と
い
う
「
砂
」
を
ま
く
た
め
に
は
多
く
の
課
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
。

　

終
章
で
は
、
結
論
か
ら
導
か
れ
る
含
意
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
Ｅ
Ｕ
金

融
取
引
税
の
政
治
過
程
に
は
、多
く
の
理
論
的
な
示
唆
が
内
在
し
て
い
る
。

ま
ず
、
課
税
と
金
融
と
い
う
二
つ
の
政
策
領
域
が
交
錯
す
る
事
例
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
従
来
の
国
際
金
融
規
制
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
は
異
な
る
国
際
政
治

経
済
の
力
学
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
金
融
権
力
と
課
税
主
権
と
の

衝
突
が
見
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
共
通
の
ル
ー
ル
化
と
い
う
一
定

の
し
ば
り
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
金
融
権
力
の
構
造
的
な
制
約
に
対
し

課
税
政
策
の
自
律
性
を
共
同
で
取
り
戻
す
と
い
う
、
新
た
な
課
税
主
権
の

可
能
性
─
─
ポ
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
課
税
の
あ
り
方
─
─
が
指
し
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
示
唆
と
し
て
、
課
税

と
い
う
伝
統
的
に
は
領
域
内
的
に
完
結
す
る
施
策
を
、
国
境
を
超
え
て
実

施
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
、
課
税
主
権
や
税
制
の
民
主
性
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
税
収
の

再
分
配
と
い
っ
た
規
範
的
側
面
を
ポ
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
観
点
か
ら
再

構
築
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
と
い
う
史
上

初
め
て
の
取
り
組
み
が
始
動
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
境
を
超
え
る
課
税
を

理
論
的
に
位
置
づ
け
る
包
括
的
な
枠
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。第

一
章　

分
析
視
角
の
提
示

第
一
節�　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
：
ト
ー
ビ
ン
税
か
ら
Ｅ
Ｕ

金
融
取
引
税
へ
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金
融
取
引
税
に
関
す
る
研
究
は
、
世
界
金
融
危
機
後
に
政
治
的
争
点
と

な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
驚

く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
っ
て
も
、
か
つ
て
研
究
が

飛
躍
的
に
増
大
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
一
九
九
五
年
頃
の
こ
と
で
、

当
時
は
ち
ょ
う
ど
ト
ー
ビ
ン
税
が
争
点
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

ト
ー
ビ
ン
税
と
金
融
取
引
税
は
、
通
貨
取
引
か
広
範
な
金
融
商
品
か
と

い
う
課
税
対
象
が
異
な
る
と
は
い
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
で
取
引

さ
れ
る
商
品
に
低
率
の
税
を
課
す
と
い
う
共
通
の
税
構
想
で
あ
る
。
そ
の

証
左
に
、金
融
取
引
税
は
し
ば
し
ば
ト
ー
ビ
ン
税
と
称
さ
れ
る
。し
た
が
っ

て
金
融
取
引
税
の
先
行
研
究
を
よ
り
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
二
〇
一

〇
年
以
降
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ト
ー

ビ
ン
税
研
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
実
際
、
金
融
取
引
税
を

め
ぐ
る
多
く
の
争
点
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
る
論
争
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
他
方
で
、
二
〇
一
〇
年
以
降
は
新
た
な
論
点
も
出
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
本
節
は
、ト
ー
ビ
ン
税
か
ら
金
融
取
引
税
へ
連
な
る
取
引
税
構
想（
以

下
、
総
称
す
る
場
合
に
は
「
取
引
税
」
と
呼
ぶ
）
に
関
す
る
研
究
を
論
点

別
に
整
理
し
、こ
れ
ま
で
何
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
示
す
る
。

そ
し
て
、
先
行
研
究
が
税
構
想
そ
の
も
の
に
対
す
る
豊
か
な
示
唆
を
提
示

し
て
き
た
一
方
で
、
税
構
想
を
め
ぐ
る
現
実
政
治
の
分
析
に
着
手
し
た
研

究
は
ま
だ
少
な
く
、
政
治
過
程
の
全
体
構
造
を
ふ
ま
え
た
視
座
が
欠
落
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、
取
引
税
構
想
の
経
済
的
効
用
と
い
う
、
も
っ
と
も
根
本
的
な
論

点
を
め
ぐ
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
る
。
前
述
の
と
お
り
、
ト
ー
ビ
ン
は
国

家
の
経
済
政
策
決
定
に
関
す
る
自
律
性
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
過
剰
に
流

動
的
な
資
本
取
引
を
抑
制
す
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
し
て
通
貨
取
引
へ
の

課
税
を
提
起
し
た
。
こ
の
取
引
抑
制
の
効
用
を
め
ぐ
り
、
一
九
九
〇
年
代

半
ば
頃
か
ら
広
範
な
学
術
的
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
ま
ず
、
国
境
を
超

え
て
飛
び
交
う
資
本
取
引
を
国
家
租
税
当
局
が
つ
ぶ
さ
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
困
難
を
極
め
る
こ
と
か
ら
、
税
の
実
効
性
が
疑
問
視
さ
れ
た
。
ま
た
、

取
引
税
が
市
場
に
深
刻
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
指
摘
さ
れ

（
（1
（

た
。
た
と

え
ば
一
国
、
あ
る
い
は
一
部
地
域
の
諸
国
間
で
取
引
税
を
実
施
し
て
も
、

ト
レ
ー
ダ
ー
は
そ
の
国
・
地
域
の
市
場
で
の
取
引
を
や
め
、
取
引
を
そ
の

他
地
域
の
市
場
へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
課
税
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
結
果
、
取
引
税
を
実
施
す
る
国
々
で
は
深
刻
な
資
本
流
出
が
見
込
ま

れ
る
（「
市
場
移
転
（m

arket m
igration

）」
の
問
題
）。
さ
ら
に
は
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
複
数
の
金
融
取
引
を
組
み
合
わ
せ
た
金
融

商
品
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
税
対
象
と
な
る
取
引
を
避
け
る
こ
と
は
容

易
に
可
能
で
あ
り
、
取
引
抑
制
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

（「
資
産
置
換
（asset substitution

）」
の
問
題
）。
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こ
れ
ら
問
題
提
起
に
対
し
、
適
切
な
制
度
設
計
の
考
案
を
通
じ
て
取
引

抑
制
の
効
果
を
擁
護
す
る
論
考
も
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
詳
細
は
次
の
論

点
で
論
じ
る
が
、
経
済
的
効
用
を
め
ぐ
る
重
要
な
側
面
と
し
て
、
ト
ー
ビ

ン
税
へ
の
賛
否
と
は
、
究
極
的
に
は
経
済
学
説
間
の
対
立
、
あ
る
い
は
立

脚
す
る
経
済
思
想
の
相
違
に
帰
着
す
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

過
度
な
変
動
性
を
抑
制
し
う
る
と
い
う
結
論
は
、
市
場
の
流
動
性
こ
そ
適

切
な
価
格
形
成
を
促
す
と
い
う
学
説
的
見
地
か
ら
は
支
持
さ
れ
得
な

（
（1
（

い
。

つ
ま
り
、
市
場
の
効
率
性
を
重
視
し
政
府
介
入
を
否
定
す
る
か
、
あ
る
い

は
市
場
の
欠
陥
を
認
識
し
一
定
の
市
場
介
入
を
是
と
す
る
か
と
い
う
見
解

の
相
違
に
よ
っ
て
、
取
引
税
に
対
す
る
評
価
は
真
っ
二
つ
に
割
れ

（
（1
（

る
。

　

経
済
的
効
用
に
関
す
る
論
争
は
二
〇
一
〇
年
以
降
も
金
融
取
引
税
を
め

ぐ
る
議
論
の
な
か
で
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。
取

引
税
構
想
を
め
ぐ
る
賛
否
は
今
も
な
お
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
広
範
な
論

争
の
渦
中
に
あ

（
（1
（

る
。

　

二
つ
目
の
論
点
は
、
経
済
学
的
効
用
に
関
す
る
論
争
に
部
分
的
に
関
連

す
る
。
取
引
抑
制
の
機
能
を
担
保
す
る
た
め
、
ま
た
課
税
逃
れ
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
制
度
設
計
を
通
じ
た
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
税
構
想
の
技
術
的
実
現
可
能
性
（technical feasibility

）
が
一

つ
の
争
点
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
徴
税
方
法
、
税
率
、
実
施
参
加
国
の

範
囲
、
課
税
対
象
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
克
服
策
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
捕
捉
が

困
難
と
指
摘
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
へ
の
課
税
の
実
効
性
に
つ
い

て
は
、
為
替
契
約
の
決
済
が
集
中
的
に
行
わ
れ
る
電
子
支
払
い
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
構
想
が
提
示
さ
れ

（
（1
（

た
。
次
に
、
当
初
ト
ー
ビ
ン
が
通
貨
取
引

の
直
物
（
ス
ポ
ッ
ト
）
取
引
に
限
っ
た
課
税
を
提
案
し
た
の
に
対
し
、
先

物
（
フ
ォ
ワ
ー
ド
）
や
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に
も
課
税
す
る
こ
と
で
資
産
置
換

の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
提
案
が
な
さ
れ

（
（2
（

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
で

租
税
回
避
や
市
場
移
行
の
問
題
が
完
全
に
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
Ｐ
・
Ｂ
・
ケ
ネ
ン
（Peter B. K

enen

）
は
、
租
税
回
避
行

為
へ
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
一
つ
の
対
策
と
し
て
提
示
し
つ
つ
も
、

世
界
の
通
貨
取
引
の
大
半
は
ロ
ン
ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
東
京
と
い
っ

た
一
部
の
市
場
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
要
な
金
融
大
国
が
共
同

で
ト
ー
ビ
ン
税
を
導
入
す
れ
ば
十
分
に
取
引
抑
制
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と

し
て
、
望
ま
し
い
実
施
参
加
国
の
範
囲
を
提
示
し

（
（2
（

た
。

　

さ
ら
に
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
改
良
案
も
提
示
さ
れ
た
。
Ｐ
・
Ｂ
・
シ
ュ

パ
ー
ン
（Paul Bernd Sphan

）
に
よ
る
「
二
段
階
課
税
」
構
想
で
あ
る
。

彼
は
当
初
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
取
引
抑
制
効
果
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
を

示
し
て
い
た
。
し
か
し
後
に
、
彼
は
同
様
の
批
判
的
視
座
に
基
づ
き
な
が

ら
も
、
金
融
安
定
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
選
択
肢
は
少
な
い
と
し
て
、
改

良
案
を
考
案
し

（
（2
（

た
。「
二
段
階
課
税
」
と
は
、
金
融
市
場
が
投
機
に
よ
っ
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て
不
安
定
化
し
た
際
に
は
、
通
常
の
低
率
（
た
と
え
ば
〇
．
一
％
）
の
税

か
ら
懲
罰
的
な
高
率
課
税
（
た
と
え
ば
八
〇
％
）
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、
投
機
抑
制
効
果
を
狙
う
構
想
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
考
は
、
一
九
九
〇
年
代
当
時
の
政
治
的
議
論
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
議
会
で
ト
ー
ビ
ン
税
法
案
が
可
決
さ
れ
た
ベ
ル

ギ
ー
で
は
、
シ
ュ
パ
ー
ン
方
式
の
二
段
階
課
税
が
採
用
さ
れ

（
（2
（

た
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
以
降
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
功
績
を
継

承
・
発
展
さ
せ
る
か
た
ち
で
金
融
取
引
税
の
技
術
的
実
現
可
能
性
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
諸
富
は
「
今
世
紀
に
入
っ
て
国
際
的
に
デ
フ
ァ

ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
国
際
的
な
外
為
決
済
機
構
が
確
立
」
し
た

こ
と
、
ま
た
「
そ
れ
を
支
え
る
情
報
伝
達
サ
ー
ビ
ス
も
成
立
」
し
た
こ
と

を
指
摘
し
、「
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
れ
ば
、
金
融
取
引
税
を
実

行
す
る
上
で
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
技
術
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
は
容

易
」
だ
と
論
じ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術
的
発
展
に
よ
っ
て
こ
そ
「
Ｅ

Ｕ
が
金
融
取
引
税
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」
と
も
指

摘
し
て
い

（
（2
（

る
。

　

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
実
施
法
で
決
済
・
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
か
ど
う
か
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
税
率
や
課
税
対
象
に

つ
い
て
も
審
議
中
で
、
参
加
国
も
一
一
カ
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
引
抑

制
の
効
果
や
市
場
移
転
、
資
産
置
換
の
リ
ス
ク
は
ま
す
ま
す
問
題
視
さ
れ

て
い

（
（2
（

る
。
実
際
に
策
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
政
策
と
、
技
術
的
実
現
可

能
性
に
関
す
る
提
案
の
間
に
は
、一
定
の
乖
離
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

三
つ
目
の
論
点
は
、取
引
税
が
も
た
ら
す
税
収
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

税
率
や
実
施
参
加
国
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
税
収
額
が
異
な
る
と
い
う
制

度
設
計
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
よ
り
重

要
な
側
面
と
し
て
、
税
収
を
何
に
使
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
提
唱
者

ト
ー
ビ
ン
に
と
っ
て
税
収
は
あ
く
ま
で
二
次
的
な
も
の
で
あ
り
、「
Ｉ
Ｍ

Ｆ
ま
た
は
世
界
銀
行
に
支
払
わ
れ
る
の
が
妥
当
」
と
し
か
言
及
さ
れ
て
い

な
か
っ

（
（2
（

た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
政
治
化
を
後
押
し

し
た
一
つ
の
重
要
な
背
景
は
、
開
発
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
立
役
者
と
な
っ
た
の
は
、
国
連
開
発
計

画
（U

nited N
ations of D

evelopm
ent Program

m
e

、
以
下
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
一
九
九
四
年
に
発
行
し
た
報
告
書
『
人
間
開

発
報
告
』
に
お
い
て
、
開
発
の
た
め
の
「
新
た
な
資
金
源
」
と
し
て
「
グ

ロ
ー
バ
ル
外
国
為
替
移
動
へ
の
課
税
」
を
提
案
し

（
（2
（

た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
新
た
な
研
究
領
域
が
発
展

し
た
。
そ
れ
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
税
収
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
再
分
配
す
る
理

論
的
正
当
性
を
論
じ
る
研
究
で
あ
る
。
代
表
的
な
論
者
に
、
Ｈ
・
パ
ト
マ

キ
（H

eikki Patom
äki

）
と
Ｂ
・
ジ
ュ
タ
ン
（Bruno Jutin

）
が
い
る
。

彼
ら
は
、
開
発
財
源
不
足
を
背
景
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
金
調
達
の
必
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要
性
は
も
と
よ
り
、
累
積
債
務
の
増
大
や
通
貨
危
機
に
よ
る
混
乱
を
引
き

起
こ
す
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
の
覇
権
下
に
発
展
途
上
国
が
従
属
さ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
問
題
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
覇
権
を
正
し
、
諸
国
家
が

自
立
す
る
た
め
に
は
、
取
引
抑
制
の
機
能
を
も
ち
、
か
つ
多
大
な
税
収
を

も
た
ら
す
ト
ー
ビ
ン
税
が
正
当
に
求
め
ら
れ
る
と
主
張
す

（
（2
（

る
。
ま
た
上
村

は
、
課
税
対
象
や
税
収
使
途
が
一
国
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
一
連
の
税
構
想

を
包
含
す
る
概
念
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
」
を
定
義
し
、
そ

れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
よ
り
公
正
で
透
明
に
す
る
可
能
性
を

論
じ
て
い

（
（2
（

る
。

　

税
収
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
再
分
配
す
る
と
い
う
問
題
関
心
は
、
二
〇
一
〇

年
以
降
の
金
融
取
引
税
研
究
に
お
い
て
も
一
部
で
継
承
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
金
融
の
も
た
ら
す
社
会
・
経
済
的
な
問
題
へ
対
応
す
る
た
め
の

金
融
規
制
策
と
し
て
、
そ
の
理
論
的
正
当
性
を
論
じ
る
も
の
も
あ

（
（3
（

る
。
ま

た
、
開
発
や
環
境
問
題
の
資
金
調
達
手
段
と
し
て
金
融
取
引
税
を
導
入
す

べ
き
だ
と
い
う
声
も
実
際
に
上
が
っ
て
い
る
。

　

最
後
の
論
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
点
す
べ
て
に
関
連
す
る
、
も
っ
と
も

重
要
な
問
題
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
取
引
税
の
政
治
的
実
現
可
能
性

（political feasibility

）
で
あ
る
。
取
引
抑
制
の
効
果
、
技
術
的
設
計
、

税
収
再
分
配
と
い
っ
た
問
題
は
、
す
べ
て
、
取
引
税
を
国
際
社
会
で
い
か

に
実
現
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
ト
ー
ビ
ン
も
、
提
案
当
初
か
ら
自

身
の
構
想
は
「
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
税
」
と
し
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
と
述
べ
て
い

（
（3
（

た
。
国
境
を
越
え
る
取
引
へ
の
課
税
の
実
現
に
は
、

国
境
を
越
え
た
協
調
や
政
治
的
合
意
が
求
め
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
一

部
の
国
・
地
域
が
そ
の
実
現
を
希
求
し
て
も
、
そ
れ
に
反
対
す
る
国
、
と

り
わ
け
主
要
な
金
融
市
場
を
抱
え
る
国
家
が
反
対
す
れ
ば
、
国
際
的
な
実

現
は
容
易
に
阻
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

国
際
社
会
で
取
引
税
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い

う
構
想
は
、
技
術
的
実
現
可
能
性
に
関
す
る
論
考
で
い
く
つ
か
提
示
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
国
が
ト
ー
ビ
ン
税
を
導
入
し
な

く
と
も
、
主
要
な
金
融
セ
ン
タ
ー
を
も
つ
国
々
が
共
同
で
実
施
す
れ
ば
十

分
に
取
引
抑
制
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加

え
、
税
収
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
再
分
配
す
る
必
要
性
を
論
じ
た
研
究
か
ら
、

税
収
再
分
配
を
担
う
新
た
な
国
際
機
構
の
設
立
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
パ
ト
マ
キ
は
、
通
貨
市
場
の
二
〇
％
以
上
を
占
有
す
る
諸
国
家
が

集
ま
れ
ば
ト
ー
ビ
ン
税
は
十
分
に
取
引
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
る
と
し
、
そ

れ
ら
諸
国
家
が
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
、
そ
し
て
条
約
に
て
税
収
を
民
主

的
に
管
理
し
グ
ロ
ー
バ
ル
に
再
配
分
す
る
た
め
の
「
ト
ー
ビ
ン
税
機
構

（T
obin T

ax O
rganization: T

T
O

）」
を
設
立
す
る
構
想
を
論
じ

（
（3
（

た
。

こ
れ
ら
の
構
想
を
参
照
し
な
が
ら
、
ジ
ュ
タ
ン
も
税
収
を
管
理
・
再
配
分

す
る
た
め
の
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
連
帯
基
金
（Founds de 
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solidarité pour le dévelopm
ent durable: FSD

D

）」
の
創
設
を
提

案
し
て
い

（
（3
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
構
想
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
実
現
、
と
り
わ
け
税
収
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
再
分
配
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
実
現
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
点

で
、
重
要
な
理
論
的
貢
献
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き

は
、
パ
ト
マ
キ
や
ジ
ュ
タ
ン
は
構
想
を
提
示
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
ト
ー
ビ
ン
税
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
争
点
化
し
、
各
国
議
会

や
国
際
会
議
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
ト
ー
ビ
ン
税
を
求

め
る
市
民
運
動
が
広
範
に
展
開
さ
れ
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と

で
あ

（
（3
（

る
。
経
済
的
効
用
や
技
術
的
実
現
可
能
性
を
論
じ
る
研
究
で
は
、
現

実
政
治
の
過
程
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
の
政
治
的
議

論
の
様
相
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点
で
も
、
パ
ト
マ
キ

や
ジ
ュ
タ
ン
の
論
考
は
非
常
に
重
要
な
功
績
を
残
し
て
い
る
と
高
く
評
価

で
き

（
（3
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
政
治
機
構
の
構
想
も
、
諸
国
間
の
合
意
形

成
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
実
的
か
つ
根
本
的
な
問
題
を
克
服
す
る
こ
と

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
困
難
性
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
に
金
融

取
引
税
と
し
て
議
論
が
再
燃
し
た
な
か
で
も
引
き
続
き
議
論
さ
れ
て

い
（
（3
（

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
合
意
が
な
く
と
も
Ｅ
Ｕ
で
の
実
施
が
模
索

さ
れ
始
め
た
こ
と
で
、
現
実
政
治
の
な
か
か
ら
政
治
的
実
現
へ
の
道
が
切

り
開
か
れ
た
が
、
そ
れ
は
新
機
構
の
設
立
と
い
う
実
現
モ
デ
ル
に
沿
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
技
術
的
問
題
に
対
す
る
克
服
策
と
現
実
の
政
策
策
定
に

一
定
の
乖
離
が
あ
る
よ
う
に
、
政
治
的
実
現
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
も
、
理

論
と
現
実
の
間
に
は
齟
齬
と
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
ト
ー
ビ
ン
税
か
ら
金
融
取
引
税
に
至
る
継
続
的
な
論
点
を
概
観

し
た
。
次
に
、二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
浮
上
し
た
新
た
な
論
点
を
見
て
い
く
。

大
別
す
る
と
、
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
複
数
の
「
金
融
セ
ク

タ
ー
課
税
（Finanial Sector T

axation

）」
構
想
の
な
か
に
金
融
取
引

税
が
位
置
付
け
ら
れ
、
税
構
想
間
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
と
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
多
く
の
金

融
機
関
が
公
的
資
金
の
注
入
に
よ
っ
て
救
済
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
金
融

セ
ク
タ
ー
が
社
会
的
・
財
政
的
貢
献
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う
問
題
関
心

か
ら
生
じ
た
複
数
の
課
税
構
想
を
指
す
。
純
粋
に
金
融
機
関
が
納
税
を
通

じ
て
資
金
を
拠
出
す
る
構
想
も
あ
れ
ば
、
市
場
を
不
安
定
化
さ
せ
る
要
因

を
つ
く
っ
た
金
融
セ
ク
タ
ー
の
活
動
を
規
制
す
べ
き
と
の
問
題
意
識
か
ら

提
起
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
金
融
取
引
税
は
双
方
の
問
題
関
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
後
者
の
問
題
関
心
が
強
い
。
当
然
、
こ
れ
ら
一

連
の
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
へ
の
評
価
は
一
様
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
Ｅ
Ｕ
で
の
法
制
化
の
検
討
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
夢
物
語
で
し

か
な
か
っ
た
取
引
税
の
実
現
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
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て
、
金
融
取
引
税
の
意
義
や
画
期
性
を
歴
史
上
の
文
脈
に
意
味
付
け
る
論

考
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
（3
（

た
。
た
と
え
ば
諸
富
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
の
意

義
を
近
代
市
民
革
命
以
降
の
租
税
思
想
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
う
え

で
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
が
「
租
税
史
上
、
新
た
な
画
期
と
な
る
に
ち
が
い

な
い
」
と
評
価
し
て
い

（
（3
（

る
。

　

第
三
に
、
法
制
化
に
あ
た
り
考
え
う
る
法
的
課
題
が
検
討
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
域
内
市
場
の
自
由
化
を
規
定
す
る
Ｅ
Ｕ
基
本
条
約
と
の
整
合

性
が
と
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
Ｅ
Ｕ
法
上
の
問

（
（4
（

題
、
さ
ら
に
は
国
際
租
税

法
の
観
点
か
ら
基
本
的
な
国
際
課
税
の
所
得
税
の
考
え
方
と
Ｅ
Ｕ
金
融
取

引
法
案
に
お
け
る
課
税
原
則
の
違
い
が
検
討
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
り
広
範
な
論
争
を
繰

り
広
げ
な
が
ら
も
、一
定
の
克
服
策
や
新
た
な
構
想
を
多
面
的
に
追
究
し
、

さ
ら
に
は
最
新
動
向
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
論
点
も
検
討
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
税
構
想
そ
の
も
の
の
検
証
に
力
点

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
政
策
の
機
能

や
効
用
、
そ
の
意
義
や
課
題
、
実
現
シ
ナ
リ
オ
の
探
求
に
注
力
し
て
い
る

も
の
の
、
実
際
の
現
実
政
治
の
な
か
で
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
政

策
を
検
討
し
練
り
上
げ
て
き
た
の
か
、
い
か
な
る
権
力
作
用
や
制
度
的
環

境
の
も
と
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
察
さ
れ
て

い
な
い
。
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
る
現
実
政
治
の
様
相
も
、
一
部
の
論
考
を

除
き
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
の
傾

向
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
研
究
に
も
概
ね
当
て
は
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、

Ｅ
Ｕ
で
検
討
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
政
治
的
側
面
に
も
関
心
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
研
究

の
背
景
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
政
治
過
程
を
論
じ
る
こ
と
が
主
目
的
で
は
な
い
も
の
の
、
Ｅ

Ｕ
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
議
論
の
経
緯
を
政
治
力
学
的
に
把
握
し
論
じ
て

い
る
研
究
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
法
案
提
出
ま
で
の
経
緯

を
比
較
的
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
が
、
Ｂ
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
（Bart 

V
an V

ooren

）
と
諸
富
で
あ
る
。
ま
ず
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
は
、
Ｅ

Ｕ
金
融
取
引
税
法
案
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
導
入
に
向
け
た
第
一
歩
」
と
し

て
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
Ｅ
Ｕ
法
制
化
を
通
じ
た
新
た
な
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
の
可
能
性
や
限
界
を
検
討
し
て
い

（
（4
（

る
。
こ
こ
で

ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
は
、
法
案
内
容
の
検
討
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
文

脈
も
ふ
ま
え
た
現
実
的
な
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
当
初
議
論
が
展
開
さ

れ
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
内
で
の
検
討
に
お
い
て
、
国
家
間
や

Ｅ
Ｕ
機
関
内
に
広
範
な
立
場
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
「
Ｅ
Ｕ
」
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
と
い
っ
て
も
、
Ｅ
Ｕ

内
で
完
結
し
な
い
、
よ
り
広
範
な
国
際
レ
ベ
ル
の
政
治
に
も
着
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
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国
際
レ
ベ
ル
の
議
論
か
ら
最
終
的
に
は
ど
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
法
案
提
出
へ
つ

な
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、「
政
治
的
対
応
」
だ
っ
た
と
言
及
さ
れ
る

に
と
ど
ま
り
、
立
ち
入
っ
て
考
察
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

そ
の
「
政
治
的
対
応
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
が
諸
富
で
あ
る
。

な
ぜ
欧
州
委
員
会
が
Ｅ
Ｕ
法
案
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
諸
富

は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す

（
（4
（

る
。
ま
ず
、
背
景
と
し
て
「
欧
州
市
民
が
投
機

的
金
融
活
動
に
対
し
て
投
げ
か
け
る
厳
し
い
視
線
と
、
投
機
の
抑
制
を
求

め
る
市
民
の
声
が
き
わ
め
て
強
い
と
い
う
事
情
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
広
範

な
市
民
の
声
が
、
民
主
的
な
経
路
を
通
じ
て
、
欧
州
委
員
会
の
方
針
を
転

換
さ
せ
る
圧
力
と
な
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
「
優
秀
な
官
僚
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
て
も
欧
州
市
民
と
直
接
向
き
合
う
こ
と
は
な
い
欧
州
委
員
会
」
よ

り
も
、
Ｅ
Ｕ
市
民
か
ら
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
か
ら
成
る
欧

州
議
会
や
、
国
政
選
挙
で
選
ば
れ
た
各
首
脳
の
方
が
「
民
主
的
な
選
出
プ

ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
分
だ
け
、
市
民
の
声
を
反
映
す
る
傾
向
が
あ
る
」

た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
欧
州
の
政
治
指
導
者
が
主
導
権
を
握
り
、

金
融
取
引
税
に
慎
重
な
欧
州
委
員
会
を
説
き
伏
せ
て
金
融
取
引
税
の
導
入

可
能
性
に
関
す
る
真
剣
な
検
討
を
行
わ
せ
、
そ
の
詳
細
な
制
度
設
計
を
行

わ
せ
た
」
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
と
諸
富
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
Ｕ
法
案

提
出
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
対
立
や
市
民
か
ら
の
圧
力
と
い
っ

た
主
体
間
関
係
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
法
案

提
出
後
、
全
加
盟
国
で
は
な
く
一
一
カ
国
間
の
み
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・

ヴ
ォ
ー
レ
ン
は
、
あ
く
ま
で
Ｅ
Ｕ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
タ
ー
と
し
て
推

進
す
べ
き
施
策
と
し
て
金
融
取
引
税
に
着
目
し
て
い
る
た
め
、
一
一
カ
国

間
の
決
定
は
「
せ
い
ぜ
い
最
低
限
」
の
も
の
と
し
か
評
価
さ
れ
て
い

な
（
（4
（

い
。
諸
富
も
、
一
一
カ
国
が
参
集
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
「
そ
れ
な
り

の
曲
折
」
と
し
て
概
略
が
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま

（
（4
（

る
。

　

一
一
カ
国
間
の
決
定
も
含
め
、
政
治
過
程
を
よ
り
体
系
的
に
論
じ
て
い

る
の
が
Ｓ
・
シ
ュ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
（Stephan Schulm

eister

）
で
あ
る
。

彼
は
、
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
論
争
に
経
済
学
上
の
見
解
対
立
が
見
出
さ

れ
る
と
い
う
主
張
を
も
と
に
、
そ
の
政
治
過
程
を
三
つ
の
段
階
に
整
理
す

る
。
第
一
は
、
金
融
危
機
の
「
シ
ョ
ッ
ク
効
果
」
を
背
景
に
、
金
融
取
引

税
の
支
持
者
、
特
に
市
民
団
体
が
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
た
段
階
で
、

Ｅ
Ｕ
法
案
提
出
に
よ
り
「
暫
定
的
な
勝
利
」 

を
収
め
た
。
第
二
に
、
Ｅ
Ｕ

一
一
カ
国
に
よ
る
実
施
法
案
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
段
階
で
は
、
Ｅ
Ｕ
全

加
盟
国
か
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
か
と
い
う
参
加
国
の
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
導

入
方
法
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
第
三
に
、ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
や
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
機
関
に
よ

る
反
撃
が
展
開
さ
れ
た
段
階
で
は
、一
一
カ
国
間
の
対
立
が
深
刻
化
し
た
。
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最
終
的
に
は
、そ
の
効
果
的
な
反
撃
に
よ
り
今
後
法
案
は
骨
抜
き
に
さ
れ
、

包
括
的
な
金
融
取
引
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
近
い
将
来
な
い
だ
ろ
う
と

結
論
づ
け

（
（4
（

る
。
Ｇ
20
レ
ベ
ル
の
展
開
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
い
く
つ

か
の
問
題
は
あ
る
が
、
シ
ュ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
説
明
は
も
っ
と
も
政
治
過

程
を
体
系
的
に
説
明
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
金
融
セ
ク
タ
ー
と

い
う
強
大
な
抵
抗
勢
力
に
迫
っ
て
い
る
点
で
も
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
が
抵
抗
勢
力
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
法

案
提
出
と
い
う
「
暫
定
的
な
勝
利
」
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ

の
要
因
に
つ
い
て
は
立
ち
入
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
「
暫
定
的
な
勝
利
」
の
要
因
を
ロ
ビ
ー
活
動
の
分
析
か
ら
検
討
し

て
い
る
の
が
Ｌ
・
カ
ス
ト
ナ
ー
（Lisa K

astner
）
で
あ

（
（4
（

る
。
彼
女
は
、

強
大
な
影
響
力
を
も
つ
金
融
業
界
と
て
危
機
の
直
後
は
そ
の
責
任
が
問
わ

れ
る
立
場
で
あ
っ
た
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
や
各
国
の
権
威
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
き
取
り
調
査
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
市
民
団
体
は
用
意
周
到
に
推
進
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活

動
を
展
開
し
た
た
め
、
金
融
取
引
税
を
政
策
決
定
者
の
優
先
的
な
検
討
事

項
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
考
察
す
る
。
ま
た
、
そ
の
あ
と
Ｅ
Ｕ
金
融

取
引
税
の
実
施
法
を
検
討
す
る
段
階
で
金
融
業
界
が
反
対
ロ
ビ
ー
活
動
を

強
化
し
協
議
の
行
方
を
左
右
す
る
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
規
制
当
局
が
結
果
と
し
て
被
規
制
主
体
で
あ
る
利
益
団
体

な
ど
を
擁
護
す
る
よ
う
な
政
策
を
実
施
す
る
「
捕
虜
理
論
（capture 

theory

）」
に
ひ
き
付
け
、
推
進
派
の
市
民
団
体
は
金
融
業
界
の
影
響
力

を
後
に
遅
ら
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
（
遅
れ
て
き
た
業
界
の
虜

（delayed industry capture

））
と
結
論
づ
け
る
。

　

以
上
の
論
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
部
分
的
な
検
討
と
は
い
え
、
政
治
過
程

に
対
す
る
豊
富
な
示
唆
を
も
つ
。
総
合
す
れ
ば
、
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る

政
治
と
は
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
─
─
国
際
、
Ｅ
Ｕ
、
国
内
レ
ベ
ル
─
─
に
展
開

さ
れ
、
多
様
な
主
体
が
介
在
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
主
体
の
立
場
は
広
範
に
異
な
り
、
非
常
に
対
立
的
で
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
主
体
間
関
係
だ
け
で
は
、「
対
立
」

と
「
決
定
」
と
の
関
連
性
を
う
ま
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
対
立

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
法
案
提
出
や
一
一
カ
国
間
の
決

定
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
か
。
た
と
え
ば
諸
富
が
説
明
し
た
Ｅ
Ｕ
法
案
提
出
に

つ
な
が
っ
た
市
民
か
ら
の
圧
力
は
、
主
体
間
の
対
立
を
克
服
し
た
結
果
だ

と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
施
法
策
定
の
協
議
が
難
航
し
、
決
定
の
あ
と

対
立
が
ふ
た
た
び
先
鋭
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
対
立
関

係
は
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
一
一
カ
国
間

の
「
決
定
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

よ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
部
分
的
な
局
面
に
着
目
す
る
か
た
ち
で
Ｅ
Ｕ
金
融
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取
引
税
の
政
治
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
全
体
像
に
迫

ろ
う
と
す
る
も
の
は
ま
だ
な
く
、
謎
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
一

一
カ
国
間
の
決
定
に
至
っ
た
経
緯
や
要
因
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
提
唱
以
来
の
「
画
期
的
」
決
定
に
至
っ

た
経
緯
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
「
画
期
」

を
評
価
す
る
た
め
に
も
、
な
ぜ
一
一
カ
国
間
の
決
定
が
下
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
か
、
そ
の
政
治
的
帰
結
を
生
じ
さ
せ
た
政
治
過
程
の
全
体
構
造
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
の
全
体
像
に
接
近
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
こ
で
は
政
治

過
程
の
「
場
（
ア
リ
ー
ナ
）」
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。
政

治
過
程
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、政
治
が
展
開
さ
れ
る
「
場
」
を
特
定
し
、

さ
ら
に
は
そ
の
性
質
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
場
」

に
よ
っ
て
政
治
過
程
に
関
わ
る
主
体
も
異
な
れ
ば
、「
場
」
の
制
度
や
構

造
に
よ
っ
て
主
体
の
行
動
パ
タ
ー
ン
も
変
わ
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
場
」
と
は
分
析
「
レ
ベ
ル
」
で
も
あ
り
、
着
目
す
べ
き
「
構
造
」

や
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
も
あ
る
。

　

一
一
カ
国
間
の
決
定
に
至
っ
た
過
程
を
分
析
す
る
た
め
に
、
真
っ
先
に

「
場
」
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
ヴ
ァ
ン
・

ヴ
ォ
ー
レ
ン
が
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
着
目
し
て
い
た
よ
う
に
、「
国
際
レ
ベ

ル
」
へ
の
着
目
も
重
要
で
あ
る
。
ト
ー
ビ
ン
税
の
提
唱
以
降
、
取
引
税
構

想
に
は
常
に
国
際
レ
ベ
ル
の
政
治
的
実
現
可
能
性
と
い
う
問
題
が
つ
き
ま

と
っ
て
き
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
金
融
取
引
税
が
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
争
点

化
し
た
こ
と
も
ふ
ま
え
れ
ば
、
政
治
過
程
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
国
際
レ
ベ
ル
と
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
双
方
に
着
目
す
る
こ
と
が
不
可
欠

と
な
る
。

　

分
析
レ
ベ
ル
と
し
て
の
「
場
」
を
特
定
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
「
場
」

特
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ふ
ま
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。政
治
と
い
う「
舞

台
」
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
演
じ
る
「
役
者
」、
す
な
わ
ち
政
治
的
主
体

の
み
な
ら
ず
、「
政
治
制
度
や
文
化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
さ
ら
に
は
権
力

の
資
源
」
と
い
う
「
舞
台
装
置
」
が
「
政
治
の
進
行
に
一
定
の
型
を
提
供
」

し
、
安
定
や
停
滞
、
混
乱
と
い
う
結
果
を
生
み
出

（
（4
（

す
。
こ
う
し
た
視
点
が

な
け
れ
ば
、
主
体
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
構
造
的
・
制
度
的
要
因
を
見

逃
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
ら
四
人
の
論
者
は
、

主
体
間
の
対
立
や
関
係
性
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、「
舞
台
装
置
」
の
も

つ
特
性
を
明
示
的
に
は
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
国
際
レ

ベ
ル
と
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
的
・
制
度
的
な
特
性
を
分
析
視
角

と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
主
体
間
関
係
を
規
定
す
る
よ
う
な
影
響
力
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
い
て
は
、
対
立
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
決
定
」
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
因
果
関
係
が
明



「車輪に砂」（１）

北法66（6・121）1865

ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
国
際
シ
ス
テ
ム
の
性
質
を
検
討
す
る
こ
と
と
は
、

「
車
輪
に
砂
」
の
理
念
の
実
現
を
阻
み
続
け
て
き
た
要
因
に
接
近
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。ま
た
Ｅ
Ｕ
の
制
度
的
環
境
を
加
味
す
る
こ
と
で
、

国
際
レ
ベ
ル
で
の
実
現
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ト
ー
ビ
ン
税
が
、

な
ぜ
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
う
し
た
「
場
」
の
観
点
だ
け
が
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
。

先
行
研
究
が
着
目
し
て
き
た
主
体
間
関
係
、
と
く
に
そ
の
対
立
関
係
へ
の

分
析
は
、
政
治
過
程
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
。

そ
こ
で
次
節
か
ら
は
、国
際
シ
ス
テ
ム
と
Ｅ
Ｕ
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の「
場
」

が
も
つ
性
質
を
中
心
に
論
じ
な
が
ら
、
着
目
す
べ
き
主
体
や
行
動
パ
タ
ー

ン
に
関
す
る
仮
説
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
二
つ
の
「
場
」
と
主
体
間
関

係
へ
の
視
座
を
総
合
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
の
全

体
構
造
を
浮
き
彫
り
に
す
る
分
析
枠
組
み
が
確
立
さ
れ
よ
う
。
以
下
、
第

二
節
で
は
国
際
レ
ベ
ル
、
第
三
節
で
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
二
節�　

国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
要
因 

：「
国
家-

市
場
」

関
係
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

国
際
シ
ス
テ
ム
の
性
質
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
に
幅
広
く
、
こ
こ
で
は
分

析
視
角
を
模
索
す
る
う
え
で
何
ら
か
の
し
ば
り
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で

本
節
で
は
「
国
家
と
市
場
」
と
い
う
観
点
か
ら
そ
れ
に
迫
っ
て
い
く
。
序

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
車
輪
」
に
「
砂
」
を
ま
く
施
策
と
は
「
市
場
」

を「
国
家
」が
制
御
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
以
下
、「
国
家-

市
場
」

関
係
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
着
眼
点
を
検
討
し
、
金
融
取
引
税
を
め

ぐ
る
国
際
レ
ベ
ル
の
分
析
視
角
を
提
示
す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
金
融
商
品
の
売
買
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統
合
さ
れ
た
金
融
市

場
を
通
じ
て
、
縦
横
無
尽
に
飛
び
交
っ
て
い
る
。
金
融
市
場
の
規
模
は
、

も
は
や
実
体
経
済
の
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
。
国
際
決
済
銀
行

（Bank for International Settlem
ents: BIS

）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一

三
年
の
為
替
取
引
市
場
に
お
け
る
一
日
あ
た
り

0

0

0

0

0

の
平
均
取
引
高
は
五
兆
三

〇
〇
〇
億
ド
ル（
約
五
三
〇
兆
四
八
〇
〇
億
円
）に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
膨
大
な
規
模
の
金
融
市
場
は
、
戦
後
世
界
経
済
秩
序
で
あ
っ
た
ブ
レ

ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
時
代
か
ら
成
長
し
て
き
た
。一
九
六
〇
年
代
の
ユ
ー

ロ
・
ダ
ラ
ー
市
場
の
興
隆
や
七
〇
年
代
か
ら
進
ん
だ
金
融
規
制
緩
和
は
、

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
合
を
促
進
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
固
定
相
場

制
の
終
焉
や
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
世
界
経
済
を
混
乱
に
落
と
し
入
れ
、
ブ
レ

ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
の
戦
後
レ
ジ
ー
ム
は
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
を

皮
切
り
に
、八
〇
年
代
以
降
、グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
が
桁
違
い
の
ス
ピ
ー
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ド
で
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
序
章
の
ト
ー
ビ
ン
税
史
で
紹
介
し
た
と

お
り
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
の
ま
す
ま
す
の
統
合
に
よ
り
、
市
場
が
国
家
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
ブ
レ
ト

ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
下
に
お
い
て
、
富
の
分
配
は
国
内
と
国
際
と
の
二
つ
の

分
け
ら
れ
た
経
済
領
域
で
解
決
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、賃
金
、雇
用
、

景
気
等
に
関
わ
る
経
済
政
策
は
国
内
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
資
本
主
義
先

進
諸
国
は
福
祉
国
家
政
策
に
邁
進
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｒ
・
ギ
ル
ピ
ン

（Robert Gilpin

）
は
、「
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
国
家
の
自
律
性

0

0

0

0

0

0

の
問
題

が
主
要
経
済
大
国
間
で
実
際
に
生
じ
る
事
は
な
か
っ
た
」と
指
摘
す
る（
強

調
点
は
原
著
の
ま

（
（4
（

ま
）。
経
済
的
相
互
依
存
が
急
速
に
深
ま
る
な
か
、
国

際
経
済
か
ら
切
り
離
さ
れ
国
内
で
完
結
す
る
経
済
政
策
は
、
戦
後
数
年
の

う
ち
に
通
用
し
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
主
権
の
ゆ
ら
ぎ
」
に
関
す
る
問
題
で
、
多
く
の
学

問
的
関
心
を
集
め
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
相
互
依
存
論
や
国
際

政
治
経
済
学
と
い
っ
た
学
術
領
域
が
切
り
拓
か
れ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
下
の
国
家
間
関
係
が
分
析
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
金
融
市
場
の

問
題
性
質
を
的
確
に
も
「
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
」
と
表
現
し
た
こ
と
で
有
名

な
Ｓ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
（Susan Strange

）
は
、
市
場
の
権
威
が
台
頭
し
、

伝
統
的
な
国
家
の
権
威
が
失
墜
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

「
金
融
、
産
業
、
貿
易
の
領
域
で
、
戦
後
を
通
じ
て
私
企
業
に
よ
っ

て
統
合
さ
れ
て
き
た
世
界
市
場
と
い
う
非
人
格
的
な
勢
力
が
、社
会
・

経
済
へ
の
究
極
の
政
治
的
権
威
が
属
す
る
と
想
定
さ
れ
て
き
た
国
家

よ
り
も
、
今
で
は
よ
り
強
力
に
な
っ
て
い

（
（5
（

る
。」

　

こ
の
指
摘
は
、
課
税
を
め
ぐ
る
国
家
の
権
威
に
つ
い
て
も
と
り
わ
け
当

て
は
ま
る
。
ス
ト
レ
ン
ジ
も
、
国
際
的
な
資
本
移
動
が
国
家
の
課
税
権
に

対
す
る
最
大
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
国
際
課
税
の
た

め
の
何
ら
か
の
国
際
的
な
制
度
化
が
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
各
国
政
府
は
共

通
の
課
税
レ
ジ
ー
ム
を
つ
く
り
出
せ
ず
に
い
る
こ
と
を
指
摘
す

（
（5
（

る
。

　

国
家-

市
場
間
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
起
き
て
い
る
と
す
れ

ば
、
国
際
政
治
の
分
析
方
法
も
必
然
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
ス
ト
レ
ン
ジ
の
主
張
で
あ
る
。
伝
統
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
が
扱
っ

て
き
た
国
家
主
体
へ
の
着
目
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
市
場
そ
の
も
の

や
市
場
の
参
加
者
も
含
め
た
権
威
的
主
体
の
織
り
成
す
権
力
作
用
に
着
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
家
以
外
の
主
体
へ
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
は
何
も
新
し

い
も
の
で
は
な
い

（
（5
（

が
、「
非
人
格
的
」
あ
る
い
は
「
意
図
せ
ず
に
」
行
使
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さ
れ
る
権
力
と
い
う
ス
ト
レ
ン
ジ
の
権
力
観
は
、
伝
統
的
な
そ
れ
と
は
異

な
る
。
こ
れ
を
ス
ト
レ
ン
ジ
は
「
構
造
的
権
力
（structural pow

er

）」

と
呼
ぶ
。
構
造
的
権
力
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
経
済
の
構
造
や
枠
組
み

を
形
成
す
る
こ
と
で
結
果
を
規
定
す
る
よ
う
な
影
響
力
を
指
す
。こ
れ
は
、

あ
る
主
体
が
他
の
主
体
に
何
か
を
さ
せ
る
た
め
に
直
接
的
に
影
響
力
を
行

使
す
る
「
関
係
的
権
力
（relational pow

er

）」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ス

ト
レ
ン
ジ
は
、
国
家
間
や
企
業
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
が
ま
す
ま

す
増
え
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
当
時
、
も
は
や
関
係
的
権
力
よ
り
も
構
造

的
権
力
の
ほ
う
が
国
際
政
治
経
済
の
権
力
作
用
を
よ
く
説
明
す
る
と
考

え
（
（5
（

た
。

　

構
造
的
権
力
と
い
う
概
念
そ
れ
自
体
は
、
ス
ト
レ
ン
ジ
よ
り
も
前
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
階
級
（class

）」
概
念
や
Ａ
・
グ
ラ
ム
シ
（A

ntonio 

Gram
sci

）
の
「
覇
権
（hegem

ony

）」
概
念
を
国
際
関
係
に
当
て
は
め
、

そ
れ
ま
で
の
権
力
観
を
批
判
的
・
急
進
的
立
場
か
ら
再
検
討
す
る
論
考
で

使
わ
れ
て
き

（
（5
（

た
。
ス
ト
レ
ン
ジ
も
、
そ
れ
ら
の
立
場
と
同
様
に
、
伝
統
的

な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
権
力
観
を
批
判
し
な
が
ら
構
造
的
権
力
の
重
要
性
を
説

明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
構
造
的
権
力
と
い
う
概
念
に
統
一
的
な
説
明
が

共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
ス
ト
レ
ン
ジ
は
、
非
国
家

的
権
威
の
関
与
や
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
直
視
す
る

「
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
」
が
必
要
だ
と
い
う
主
張
の
も
と
、
構
造
的
権
力

の
視
点
を
重
視
す

（
（5
（

る
。
以
下
で
は
ス
ト
レ
ン
ジ
の
議
論
を
中
心
に
据
え
つ

つ
、
別
の
説
明
に
つ
い
て
も
補
足
し
な
が
ら
構
造
的
権
力
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

ス
ト
レ
ン
ジ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
権
力
（
パ
ワ
ー
）
は
主
に
国
家
の

資
源
や
意
志
と
い
っ
た
能
力
（capability

）
と
し
て
、
国
家
か
ら
行
使

さ
れ
る
権
力
（pow

er from

）
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
で

は
意
図
的
・
明
示
的
で
な
く
と
も
結
果
を
左
右
す
る
権
力
（pow

er 

over

）
を
見
逃
し
て
し
ま
う
と
い

（
（5
（

う
。
ス
ト
レ
ン
ジ
が
特
に
重
視
し
た
の

は
、
構
造
的
権
力
を
通
じ
て
、
国
家
以
外
の
権
威
に
よ
っ
て
も
行
使
さ
れ

う
る
権
力
作
用
の
「
源
泉
」
を
追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
国
際
政
治
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
結
果
は
国
家
間
の
明
示
的
な
取
り
決
め

─
─
ル
ー
ル
や
規
範
、
レ
ジ
ー
ム
な
ど
─
─
だ
け
か
ら
生
じ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、「
非
レ
ジ
ー
ム
」
や
「
非
決
定
」、「
決
定
の
失
敗
」
か
ら
も

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

（
（5
（

る
。

　

他
方
で
、
他
の
主
体
に
対
す
る
権
力
作
用
（pow

er over

）
を
明
示

的
な
も
の
と
暗
示
的
な
も
の
の
二
つ
に
分
け
た
う
え
で
、
そ
れ
と
は
別
に

構
造
的
権
力
を
定
置
す
る
論
者
も
い
る
。そ
の
場
合
に
構
造
的
権
力
と
は
、

シ
ス
テ
ム
上
つ
く
ら
れ
た
誘
因
や
制
約
の
パ
タ
ー
ン
が
、
主
体
間
関
係
を

規
定
す
る
条
件
と
し
て
作
用
す
る
も
の
だ
と
定
義
さ
れ

（
（5
（

る
。
こ
こ
で
グ
ラ

ム
シ
ア
ン
は
、
選
好
や
認
識
へ
の
制
約
を
形
作
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
文
化
、
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
対
抗
勢
力
の
出
現
を
防
ぐ

よ
う
な
力
と
し
て
、
思
想
や
行
動
を
規
定
す
る
枠
組
み
が
埋
め
込
ま
れ
、

覇
権
的
な
構
造
が
で
き
あ
が
る
と
捉
え
ら
れ

（
（5
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ン
ジ
と
そ
の
他
の
論
者
と
の
説
明
に
は
相
違
が

認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
権
力
を
め
ぐ
る
分
析
対
象
を
国
家
か
ら
拡
張

し
、
主
体
の
行
動
や
結
果
を
規
定
す
る
制
約
と
し
て
構
造
的
権
力
を
論
じ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

構
造
的
権
力
は
、「
車
輪
に
砂
」
を
ま
く
こ
と
を
制
約
す
る
要
因
を
分

析
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。
ま
ず
、
金
融
取
引
税
が
最
初
に

争
点
化
し
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
何
ら
国
家
間
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ

ず
「
非
決
定
」
に
終
わ
っ
た
。
こ
こ
に
、
構
造
的
権
力
が
働
い
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
で
一
一
カ
国
間
の
実
施
法
策
定
が

難
航
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
構
造
的
な
制
約
を
受
け
て

い
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

構
造
的
権
力
の「
源
泉
」に
は
た
と
え
ば
何
が
あ
り
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ト
レ
ン
ジ
自
身
は
、
超
国
家
的
に
事
業
を
展
開
す
る
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
や

監
査
法
人
、
さ
ら
に
は
経
済
官
僚
（econocrats

）
と
し
て
の
国
際
機
関

な
ど
を
あ
げ
て
い

（
（6
（

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、「
車
輪
に
砂
」
の
実
現
を
阻

む
よ
う
な
「
金
融
権
力
」
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（6
（

い
。
金
融
取
引
か

ら
最
大
の
利
益
を
得
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を

展
開
す
る
金
融
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
国
家
も
ま
た
、
資
金
の
調
達
や
年

金
基
金
の
運
用
な
ど
を
通
じ
た
重
要
な
市
場
参
加
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
「
金
融
権
力
」
と
は
、
国
家
主
体
か
ら
非
国
家
主
体
ま
で
が
混
在
し
、

構
造
的
な
制
約
を
課
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
権
力
行
使
の

主
体
が
誰
か
と
い
う
よ
り
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
連
結
さ
れ
た
市
場
で
資
本

が
飛
び
交
っ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、「
車
輪
に
砂
」
を
ま
く
こ
と
を

阻
む
構
造
的
権
力
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
全
体
を
通
し
て
「
金
融
取
引
税
の
導
入
を
阻
む

構
造
的
権
力
が
働
い
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
て
い
く
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
課
税
と
い
う
主
権
的
な
施
策
を
め
ぐ
り
、
そ
の
自
律
性
が
金

融
権
力
か
ら
い
か
に
制
約
を
受
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
に
迫
る
こ
と

が
可
能
と
な
ろ
う
。

第
三
節�　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
策
形
成
過
程
：
政
策
分
野
と
段
階

ご
と
の
特
性

　

Ｅ
Ｕ
の
政
策
形
成
過
程
（policy-m

aking process

）
は
、
伝
統
的
な

国
内
政
治
や
国
際
政
治
の
そ
れ
が
複
雑
で
あ
る
以
上
に
混
沌
と
し
て

い
（
（6
（

る
。
最
大
の
特
徴
は
、
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
の
制
度

上
の
規
定
で
あ
る
。
ま
ず
Ｅ
Ｕ
で
は
、
問
題
や
政
策
の
分
野
に
よ
っ
て
Ｅ
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Ｕ
と
加
盟
国
と
の
権
限
配
分
が
異
な
る
。
Ａ
・
ヤ
ン
グ
（A

lasdair 

Y
oung

）
が
「
政
策
が
政
治
を
つ
く
る
（policy m

akes politics

）」
と

表
現
し
て
い
る
よ
う

（
（6
（

に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
治
を
観
察
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
問
題
や
政
策
が
Ｅ
Ｕ
の
制
度
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
政
策
形
成
過
程
の
段
階
ご
と

に
加
盟
国
や
Ｅ
Ｕ
機
関
の
関
わ
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
先
の
権

限
配
分
に
も
部
分
的
に
重
な
る
が
、
法
案
の
提
出
や
採
択
の
手
続
き
に
関

わ
る
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
段
階
が
違

え
ば
主
体
の
影
響
力
行
使
の
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
形

成
過
程
を
見
る
際
に
は
、
段
階
ご
と
に
異
な
る
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め

ら
れ

（
（6
（

る
。

　

以
上
二
つ
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
本
節
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ

ル
の
分
析
視
角
を
検
討
す
る
。
ま
ず
金
融
取
引
税
が
Ｅ
Ｕ
制
度
上
の
ど
の

政
策
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、制
度
上
の
規
定
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
策
形
成
過
程
の
特
性
に
つ
い
て
段
階
ご
と
に
論

じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
る
な
か
で
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
を
分

析
す
る
う
え
で
求
め
ら
れ
る
着
眼
点
や
仮
説
を
提
示
す
る
。

　

ま
ず
政
策
分
野
に
係
る
規
定
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
金
融
取
引
税
は
、

Ｅ
Ｕ
の
機
能
に
関
す
る
条
約
（T

reaty of Functioning of the 

European U
nion: T

FEU

以
下
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
）
第
一
一
三
条
「
間
接

税
等
の
調
和
」
の
政
策
領
域
に
該
当
す
る
。
本
条
項
で
は
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ

の
意
思
決
定
手
続
き
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
加
盟
国
の
閣
僚
か
ら
成
る

閣
僚
理
事
会（Council of European U

nio

（
（6
（n

）と
欧
州
議
会（European 

Parliam
ent

）
と
の
「
共
同
決
定
」
に
よ
る
採
択
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
通

常
立
法
手
続
き
、ordinary legislative procedure

）。
た
だ
し
注
意
す

べ
き
は
、閣
僚
理
事
会
の
採
決
が
全
会
一
致
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
加
盟
国
に
強
力
な
権
限
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
Ｅ

Ｕ
で
は
、
た
と
え
ば
単
一
市
場
に
関
す
る
政
策
は
、
加
盟
国
の
加
重
票
に

よ
る
特
定
多
数
決
（qualified m

ajority voting: Q
M

V

）
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
全
会
一
致
は
、
一
国
で
も
拒
否
権
を
行
使
す
れ

ば
採
択
さ
れ
な
い
。
意
思
決
定
手
続
き
だ
け
切
り
取
れ
ば
、
超
国
家
的

（transnational

）
と
い
う
よ
り
は
、
伝
統
的
な
国
際
機
関
の
政
府
間

（intergovernm
ental

）
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、

加
盟
国
権
限
が
強
い
と
は
い
え
、
欧
州
議
会
と
い
う
Ｅ
Ｕ
市
民
か
ら
直
接

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
か
ら
成
る
超
国
家
的
組
織
と
の
「
共
同
決
定
」
で

あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
採
決
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ

ど
改
め
て
議
論
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
取
引
税
の
政
治
過
程
に
つ
い

て
二
つ
の
一
般
的
傾
向
が
導
か
れ
る
。
第
一
に
、
前
提
と
し
て
、
金
融
取

引
税
の
よ
う
な
政
策
を
Ｅ
Ｕ
で
採
択
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
全
会



研究ノート

北法66（6・126）1870

一
致
と
い
う
制
約
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
前
節
で
み
た
よ
う
な

国
際
シ
ス
テ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
の
構
造
的
な
制
約
を
克
服
す
る
こ
と

は
か
な
り
難
し
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｆ
・
Ｗ
・
シ
ャ
ル
プ

（Fritz W
. Sharpf

）
は
、
企
業
・
資
本
課
税
の
政
策
領
域
に
お
い
て
、

国
家
・
Ｅ
Ｕ
双
方
の
問
題
解
決
能
力
が
著
し
く
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す

（
（6
（

る
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り
越
え
、
Ｅ
Ｕ
共
通
の
税
政

策
が
実
現
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
背
後
や
経
緯
に
何
ら
か
の
動
機
や
誘
因
、

あ
る
い
は
戦
略
的
行
動
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
行
動
パ

タ
ー
ン
に
よ
っ
て
政
策
が
結
実
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
政
策
形
成
過

程
の
段
階
ご
と
の
特
性
を
論
じ
る
な
か
で
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

ヤ
ン
グ
は
Ｅ
Ｕ
の
政
策
決
定
過
程
を
「
段
階
モ
デ
ル
（stages 

heuristic m
odel

）」
を
用
い
て
論
じ
て
い

（
（6
（

る
。
段
階
モ
デ
ル
と
は
、
政

策
過
程
論
に
お
け
る
古
典
的
な
分
析
モ
デ
ル
で
、
概
し
て
五
つ
の
段
階
─

─
議
題
設
定
、
政
策
形
成
、
意
思
決
定
、
政
策
実
施
、
政
策
評
価
─
─
か

ら
政
策
の
前
進
を
説
明
す

（
（6
（

る
。
段
階
モ
デ
ル
に
は
批
判
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
一
連
の
過
程
を
単
に
い
く
つ
か
分
節
化
す
る
だ
け
の
「
教
科
書
ア
プ

ロ
ー
チ
」
で
し
か
な
く
、
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
の
有
用
性
が
低
い
と
指
摘

さ
れ

（
（6
（

る
。
他
方
で
、
段
階
モ
デ
ル
は
、
政
策
過
程
を
動
態
的
に
見
る
視
座

と
し
て
、
あ
る
い
は
異
な
る
政
策
過
程
を
比
較
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
で
き
る
と
い
う
指
摘
も
あ

（
（7
（

る
。
実
際
、
ヤ
ン
グ
が
段
階
モ
デ
ル
を

用
い
た
の
も
、
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
策
形

成
過
程
の
特
性
─
─
条
約
上
規
定
さ
れ
る
ル
ー
ル
や
手
続
き
、
Ｅ
Ｕ
各
機

関
の
役
割
な
ど
─
─
を
、
国
内
政
治
や
国
際
政
治
の
過
程
と
比
較
可
能
な

か
た
ち
で
特
定
す
る
た
め
で
あ
っ

（
（7
（

た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ヤ
ン
グ
の
整

理
を
も
と
に
、
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
の
制
度
上
の
特
性
や
制
度
的

要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
分
析
視
角
を
段
階
ご
と
に
探
る
。
一
一
カ

国
間
で
の
実
施
法
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
現
段

階
は
、
政
策
形
成
と
意
思
決
定
の
間
の
段
階
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
議
題
設

定
、
政
策
形
成
、
意
思
決
定
の
三
つ
の
段
階
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
定
義

を
概
観
し
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
制
度
上
の
規
定
や
特
性
を
論
じ
た
う
え
で
、

分
析
の
仮
説
や
着
眼
点
を
提
示
す
る
。

　

政
策
の
検
討
は
、
政
策
に
関
わ
る
主
体
が
社
会
の
問
題
を
認
識
し
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。「
議
題
設
定

（agenda-setting

）」
の
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、

公
衆
や
メ
デ
ィ
ア
、利
益
団
体
や
専
門
家
と
い
っ
た
様
々
な
主
体
が
、各
々

の
関
心
、
目
的
、
思
惑
か
ら
問
題
を
認
識
す
る
。
そ
う
し
た
一
連
の
問
題

群
は
、
通
常
「
政
策
主
体
の
能
力
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
」
た
め
、「
す

べ
て
の
問
題
が
政
策
プ
ロ
セ
ス
の
議
題
に
設
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

（
（7
（

い
」。

そ
こ
で
、
問
題
の
う
ち
公
的
な
対
処
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
課
題
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
問
題
の
認
識
（problem

 recognition

）」
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か
ら「
課
題
の
選
択（issue selection

）」と
い
う
一
連
の
過
程
を
経
て
、

公
的
機
関
が
正
式
に
検
討
す
る
「
議
題
」
が
設
定
さ
れ

（
（7
（

る
。

　
「
問
題
の
認
識
」
主
体
が
多
様
で
あ
る
以
上
に
、「
課
題
の
選
択
」
に
は

多
様
な
主
体
の
利
害
が
交
錯
す
る
。
た
と
え
ば
、
多
大
な
資
金
源
を
も
ち

強
力
な
影
響
力
を
も
つ
利
益
団
体
と
い
っ
た
政
治
的
主
体
は
「
自
ら
の
好

む
問
題
を
議
題
に
設
定
し
た
り
、
好
ま
な
い
問
題
が
議
題
に
入
る
事
を
妨

げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

（
（7
（

る
」。
こ
う
し
た
影
響
力
行
使
に
つ
い
て
は
、

し
ば
し
ば
「
課
題
の
形
成
（fram

ing / issue form
ation

）」
と
称
さ

れ
（
（7
（

る
。「
課
題
の
形
成
」
を
通
じ
た
主
体
の
権
力
闘
争
は
、
議
題
設
定
を

左
右
す
る
重
要
な
因
果
的
要
因
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
専
門
家
が
大
き
な

影
響
力
を
も
つ
場
合
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
分
析
枠
組
み
は
Ｐ
・
ハ
ー

ス
（Peter H

aas

）
が
提
唱
し
た
「
認
識
共
同
体
（epistem

ic 

com
m

unity

）」
で
あ
る
。
ハ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
認
識
共
同
体
と
は
特
定

の
政
策
分
野
に
関
す
る
知
識
を
も
つ
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
自
ら

の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
よ
う
な
主
体
と
は
異
な
り
、
政
策
決
定
者
が

計
り
知
れ
な
い
事
態
（uncertainity

）
に
直
面
し
た
と
き
に
助
言
す
る

こ
と
で
政
策
を
前
進
さ
せ
た
り
誘
導
し
た
り
す
る
役
割
を
も

（
（7
（

つ
。

　

そ
の
他
に
も
、
制
度
上
の
制
約
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
社

会
・
経
済
的
要
因
、
さ
ら
に
は
過
去
に
同
様
の
問
題
や
課
題
と
し
て
存
在

し
た
か
と
い
う
歴
史
的
経
緯
な
ど
が
、
議
題
設
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
変
数

と
し
て
考
え
ら
れ

（
（7
（

る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
題
設
定
の
特
性
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
「
行
政
上
の

優
越
（executive dom

inance

）」
と
「
多
元
主
義
（pluralism

）」
の

組
み
合
わ
せ
で
あ

（
（7
（

る
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
で
は
基
本
的
に
法
案
提
出
権
を
独

占
す
る
欧
州
委
員
会
が
議
題
設
定
の
主
導
権
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
一
方

で
、し
ば
し
ば
欧
州
委
員
会
は
そ
の
他
の
主
体
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
る「
主

要
な
聴
き
手
」で
し
か
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
聴
き
手
」

で
あ
る
場
合
に
は
、
欧
州
委
員
会
は
そ
の
他
の
Ｅ
Ｕ
機
関
、
た
と
え
ば
加

盟
国
の
閣
僚
か
ら
成
る
閣
僚
理
事
会
や
、
Ｅ
Ｕ
市
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で

選
ば
れ
た
議
員
か
ら
成
る
欧
州
議
会
と
い
っ
た
主
体
か
ら
行
動
を
要
請
さ

れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
国
内
主
体
が
自
国
内
の
反
対

を
克
服
す
る
た
め
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
レ
ベ
ル
の
課
題
形
成
を
行
お
う
と

試
み
る
場
合
も
あ

（
（7
（

る
。
し
た
が
っ
て
Ｅ
Ｕ
で
は
、
国
家
か
ら
非
国
家
主
体

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
多
様
な
経
路
を
通
じ
て
政
策
決
定
者
に
特
定
の

問
題
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
、
早
い
段
階
か
ら

よ
り
多
く
の
政
策
選
択
肢
─
─
良
い
も
の
か
ら
悪
い
も
の
も
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
施
策
─
─
が
議
論
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

（
（8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
議
題
設
定
の
段

階
に
対
し
、
二
つ
の
仮
説
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
立
法

権
を
も
つ
欧
州
委
員
会
が
、
そ
の
権
限
を
利
用
し
て
「
政
策
起
業
家
」
と
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し
て
議
題
設
定
を
行
っ
た
と
い
う
仮
説
、
も
う
一
つ
は
多
元
的
な
主
体
が

多
様
な
経
路
を
利
用
し
、
欧
州
委
員
会
を
突
き
動
か
す
か
た
ち
で
法
案
提

出
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
仮
説
を
念
頭
に
お
き
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る

議
題
設
定
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
委
員
会
が
Ｅ
Ｕ

金
融
取
引
税
法
案
を
発
表
し
た
二
〇
一
一
年
九
月
を
議
題
設
定
の
区
切
り

と
し
て
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
議
題
設
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
検

証
す
る
。

　

次
に
「
政
策
形
成
（policy form

ulation
）」
の
段
階
を
検
討
す
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
ま
ず
政
策
目
的
が
決
定
さ
れ
る
。
次
に
、
目
的
達
成
に

対
し
複
数
の
施
策
が
検
討
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
初
か
ら
一
つ
の
解
決
策

が
想
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
代
替
案
が
検
討
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
解
決
策
の
リ
ス
ト
か
ら
一
つ
の
政
策
が
選
択
さ
れ

（
（8
（

る
。

　

政
策
形
成
に
お
い
て
ま
ず
重
要
な
の
は
、
誰
が
立
案
す
る
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
立
案
権
限
は
政
府
や
省
庁
と
い
っ
た
権
威

に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
立
案
者
は
必
ず
し
も
合
理
的
な
選
択
を
行

う
わ
け
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
自
分
自
身
の
、
あ
る
い
は
自
分
が
所
属
す

る
機
関
の
利
害
の
も
と
に
選
択
肢
を
提
示
す
る
。

　

ま
た
、
立
案
者
の
ほ
か
に
政
策
形
成
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
主
体
が

大
き
く
分
け
て
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
利
益
団
体
や
非
政
府
組
織
と

い
っ
た
主
体
が
、
自
身
の
利
害
や
思
惑
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
立
案
さ
れ
る

よ
う
行
動
す
る
。
次
に
、学
者
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
い
っ
た
専
門
家
集
団
、

す
な
わ
ち
「
認
識
共
同
体
」
が
、
科
学
的
・
技
術
的
な
知
識
を
提
供
す
る

こ
と
で
検
討
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ

（
（8
（

る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
策
形
成
の
段
階
は
、
か
な
り
多
様
で
流
動
的
な
過
程

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
後
の
議
題
設
定
や
意
思
決
定
の
段
階
と
す
っ
き

り
と
分
け
て
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。法
案
を
作
成
す
る
欧
州
委
員
会
は
、

政
策
目
的
を
設
定
し
、
代
替
案
を
検
討
し
、
一
つ
の
提
案
を
ま
と
め
あ
げ

る
と
い
う
役
割
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
政
策
形
成
の
段
階
に
お
い
て
も
重
要

な
主
体
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
影
響
力
は
多
く
の
場
合
、
議
題
設
定
の
と

き
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
多
く
の
政
策
領
域
で
は
、
後
の
意
思
決
定

の
段
階
で
欧
州
委
員
会
の
関
与
度
合
い
が
低
く
な
る
か
ら
で
あ

（
（8
（

る
。一
方
、

Ｅ
Ｕ
各
加
盟
国
は
、
自
国
の
利
害
に
基
づ
き
相
対
的
に
自
由
に
行
動
で

き
（
（8
（

る
。
前
述
の
と
お
り
、
各
国
は
議
題
設
定
の
段
階
で
も
内
的
要
因
に
も

と
づ
き
行
動
し
、
影
響
力
を
行
使
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
政
策
形

成
の
段
階
で
は
、
各
国
は
欧
州
委
員
会
の
提
案
に
対
し
、
議
論
の
方
向
性

を
修
正
し
た
り
、
議
論
そ
れ
自
体
を
阻
止
し
た
り
す
る
こ
と
で
よ
り
実
質

的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
各
国
間
の
力
学
が
相
対
的
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
た
め
、
Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
政
策
形
成
の
段
階
は
一
般
的
に
対
立
的
と
な
る
。
意
見
を
異
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に
す
る
グ
ル
ー
プ
が
容
易
に
共
通
見
解
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
（
（8
（

い
。
し
た
が
っ
て
政
策
形
成
の
段
階
で
は
、
い
か
な
る
対
立
が
あ
り
、

そ
の
対
立
を
克
服
す
る
た
め
の
す
り
合
わ
せ
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の

か
、
あ
る
い
は
失
敗
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

最
後
に「
意
思
決
定（decision-m

aking

）」の
段
階
に
つ
い
て
論
じ
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
統
治
機
構
内
の
公
的
機
関
が
特
定
の
政
策
の
実
施
を
決

定
す
る
。
意
思
決
定
を
左
右
す
る
因
果
的
要
因
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
政
策
を
実
施
す
る
際
に
必
要
な
経
済
的
な
資
源
の
問
題
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
し
、
政
策
を
実
施
す
る
コ
ス

ト
に
見
合
っ
た
政
策
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
意
思
決
定
が
下
さ
れ

る
。
も
う
一
つ
は
政
治
的
な
支
持
調
達
の
問
題
で
、
意
思
決
定
者
の
行
動

は
有
権
者
や
政
党
、
利
益
団
体
な
ど
に
よ
る
政
治
的
行
動
に
大
き
く
左
右

さ
れ

（
（8
（

る
。

　

意
思
決
定
の
一
般
的
な
形
態
に
は
、
法
的
承
認
の
ほ
か
、
行
政
上
の
承

認
、
利
益
団
体
へ
の
諮
問
を
通
じ
た
同
意
取
り
付
け
、
国
民
投
票
な
ど
が

あ
り
得

（
（8
（

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
の
は
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
権
限

配
分
の
問
題
で
あ

（
（8
（

る
。
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
意
思
決
定
を
下
す
の

か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
法
的
・
制
度
的
要

因
が
、
意
思
決
定
の
あ
り
方
や
結
果
に
影
響
を
与
え
る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
意
思
決
定
の
権
限
配
分
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
節
の

は
じ
め
に
金
融
取
引
税
の
政
策
分
野
に
ひ
き
つ
け
て
論
じ
た
。
以
下
、
い

く
つ
か
付
け
加
え
て
論
じ
よ
う
。
ま
ず
、
欧
州
議
会
と
閣
僚
理
事
会
に
よ

る
共
同
決
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
欧
州
委
員
会
に
よ
る
提
案
を
修
正
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
採
択
の
際
に
は
同
一
の
法
案
を
採
択
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
と
並
行
し
て
機
構
間
（
欧

州
委
員
会-

欧
州
議
会-

閣
僚
理
事
会
）
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
る
。

　

閣
僚
理
事
会
は
Ｅ
Ｕ
法
上
、
単
一
の
機
構
だ
が
、
実
質
的
に
は
政
策
活

動
領
域
ご
と
に
特
化
し
た
会
合
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
会
合
に
は
関

連
政
策
領
域
を
担
当
す
る
各
国
の
大
臣
が
協
議
に
参
加
す
る
。
金
融
取
引

税
に
つ
い
て
言
え
ば
、
経
済
・
財
務
相
会
合
（Council of Econom

ic 

and Financial A
ffairs: ECO

FIN

）で
加
盟
国
間
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

　

閣
僚
理
事
会
会
合
は
通
常
、
月
に
一
度
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
に
会

合
の
準
備
を
行
う
の
が
理
事
会
下
に
設
立
さ
れ
て
い
る
委
員
会

（com
m

ittee

）
や
作
業
部
会
（w

orking group / w
orking party

）

で
あ
る
。
委
員
会
の
う
ち
、
各
加
盟
国
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
派
遣
さ
れ

た
国
家
代
表
が
交
渉
を
行
う
代
表
的
な
も
の
は
常
駐
代
表
委
員
会

（Com
m

ittee of Perm
anent Representatives: Coreper

）で
あ
る
。

作
業
部
会
は
二
五
〇
ほ
ど
存
在
す
る
と
い
わ
れ
、
詳
細
な
政
策
交
渉
・
調

整
を
担
う
。
一
般
的
に
は
、
ま
ず
作
業
部
会
で
の
検
討
で
法
案
の
七
〇
％
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が
合
意
さ
れ
、
残
り
の
一
〇
～
一
五
％
が
常
駐
代
表
委
員
会
な
ど
の
上
級

委
員
会
で
、
最
後
の
一
〇
～
一
五
％
が
閣
僚
理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
と

い
っ
た
具
合
で
進

（
（8
（

む
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
策
形
成
か
ら
意
思
決
定
の
一
連
の
過
程
で
は
、
主
要

な
意
思
決
定
者
間
で
合
意
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
「
連
合
（coalition

）」

を
形
成
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
因
果
的
要
因
と
な

（
（9
（

る
。
こ
れ
は
、
Ｅ

Ｕ
金
融
取
引
税
が
一
一
カ
国
間
で
の
み
実
施
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
示

唆
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
四
章
で
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
一
一
カ
国
の

「
連
合
」
が
形
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
現
在
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引

税
は
一
一
カ
国
間
の
実
施
法
策
定
の
検
討
段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
策

形
成
と
意
思
決
定
の
は
ざ
ま
の
段
階
に
あ
る
が
、
政
策
形
成
の
段
階
は
先

に
述
べ
た
よ
う
に
か
な
り
流
動
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
段
階
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。し
た
が
っ
て
第
四
章
で
は「
連

合
」
形
成
過
程
の
全
体
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
政
治

的
帰
結
に
対
す
る
考
察
を
行
う
。

第
四
節　

分
析
の
範
囲
と
方
法

　

以
上
の
分
析
枠
組
み
に
も
と
づ
き
、
本
稿
は
、
金
融
取
引
税
が
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
で
争
点
化
し
た
二
〇
〇
九
年
か
ら
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
Ｅ
Ｕ
一

一
カ
国
間
の
先
行
統
合
手
続
き
が
承
認
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
分
析
対
象

と
す
る
。
手
続
き
承
認
以
降
の
最
新
の
展
開
は
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
過
程

の
帰
結
と
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
二
〇
一
三
年
二
月
以
降
、

本
稿
の
執
筆
時
点
ま
で
実
施
法
策
定
の
協
議
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
分
析
期
間
と
し
て
は
一
一
カ
国
の
手
続
き
承
認
と
い
う
決
定
が
下

さ
れ
た
段
階
で
区
切
る
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え
る
。

　

分
析
方
法
と
し
て
、
本
稿
は
公
的
機
関
が
発
表
し
て
い
る
一
次
資
料
を

最
大
限
に
活
用
す
る
。
特
に
重
視
し
た
の
は
Ｅ
Ｕ
の
公
的
資
料
で
あ
る
。

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
形
成
過
程
で
は
段
階
に
応

じ
て
議
論
の
場
や
介
在
す
る
主
体
が
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
た
め
、
複
数
の

Ｅ
Ｕ
機
関
を
ま
た
い
で
資
料
を
渉
猟
す
る
必
要
が
あ
る
。
立
案
を
行
っ
た

欧
州
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
で
あ
る
税
制
・
関
税
同
盟
総
局
が

公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
（T

axation of 

the financial secto

（
（9
（r

）」
を
通
じ
て
、
法
案
、
調
査
報
告
書
、
意
見
公
募

の
結
果
な
ど
の
主
要
な
文
書
を
入
手
し
た
。
法
案
で
は
必
ず
提
案
の
背
景

が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
に
関
連
す
る
公
的
資
料
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
用
資
料
の
文
書
番
号
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
他

の
Ｅ
Ｕ
機
関
の
資
料
、
た
と
え
ば
欧
州
議
会
の
決
議
、
閣
僚
理
事
会
会
合

の
議
事
録
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
サ
ミ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
Ｅ
Ｕ
各
首
脳
が
集
ま

る
欧
州
理
事
会
（European Council

）
の
声
明
文
書
を
収
集
し
た
。
こ
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れ
ら
各
機
関
の
文
書
に
も
さ
ら
な
る
関
連
文
書
、
た
と
え
ば
各
組
織
下
に

あ
る
委
員
会
の
審
議
文
書
や
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
と
い
っ
た
資
料
が
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
を
丁
寧
に
あ
た
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
、
各
国
の
財
務
省
や
Ｅ
Ｕ
代

表
部
な
ど
公
的
機
関
の
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
か
ら
情
報
を
集
め
た
。
こ
れ

ら
膨
大
な
資
料
を
機
関
ご
と
、
時
系
列
ご
と
に
整
理
し
、
分
析
に
活
用
し

た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
公
的
文
書
の
多
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
公
開
文
書
と
い
う
性
格
上
、
議
論
の
仔
細
な
様
子
が
す
べ
て
記
述

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
閣
僚
理
事
会
会
合
の
議
事
録
に

は
、
議
論
の
テ
ー
マ
や
現
状
、
決
定
し
た
内
容
や
今
後
の
予
定
な
ど
が
数

行
で
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
争
点
や
各
加
盟
国
の
立
場
、

見
解
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
閣
僚
理
事

会
の
準
備
を
行
う
作
業
部
会
な
ど
の
審
議
は
、
原
則
非
公
開
の
も
の
も
少

な
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
限
界
を
超
え
、政
治
過
程
の
実
態
に
よ
り
接
近
す
る
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、
法
案
作
成
や
審

議
過
程
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
法
案
の
作
成
に
携
わ
っ
た
欧

州
委
員
会
税
制
担
当
部
局
の
政
策
担
当
官
へ
の
聞
き
取
り
を
二
度
実
施
し

た
。
ま
た
、
論
争
的
な
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
り
非
国
家
主
体
が
政
策
決
定

者
に
い
か
な
る
影
響
力
を
も
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、賛
成
・

反
対
の
異
な
る
立
場
を
と
る
組
織
の
担
当
者
か
ら
、
ロ
ビ
ー
活
動
や
そ
の

戦
略
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
。
賛
成
派
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
団
体
、

反
対
派
は
金
融
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
ら
調
査
に
よ
っ
て
、
公
的
資
料

か
ら
は
把
握
し
き
れ
な
い
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
有
用
な
資
料
と
な
る
の
が
報
道
記
事
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
論
争
的
な
金
融
取
引
税
を
め
ぐ
る
政
治
動
向
へ
の
関
心
は
高

く
、
多
く
の
記
事
か
ら
議
論
の
様
相
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
な
媒
体
と
し
て
は
、
ま
ず
、
著
名
な
国
際
租
税
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ

る
『International T

ax Review

』
誌
を
通
読
し
、
関
連
記
事
や
論
考

を
網
羅
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
す
る
ユ
ー
ロ
ア
ク

テ
ィ
ブ
（EurA

ctiv

）
と
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
を
中
心
に
、

そ
の
他
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
や
テ
レ
グ
ラ
フ
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
紙
、
リ
ベ
ラ
シ

オ
ン
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
紙
や
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
、
ロ
イ
タ
ー
な
ど
通
信

社
の
報
道
か
ら
資
料
を
集
め
た
。

　

そ
の
他
、
金
融
取
引
税
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
る
市
民
団
体
、
反
対
の

立
場
に
あ
る
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
行
し
て
い
る
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー

ス
や
意
見
書
が
、議
論
の
様
相
や
争
点
を
つ
か
む
た
め
の
資
料
と
し
て
も
、

政
治
過
程
に
介
在
す
る
主
体
の
行
動
を
知
る
上
で
も
有
用
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
二
次
資
料
を
、
公
的
資
料
と
の
整
合
性
を
確
認
し
な
が
ら
活
用
す
る
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こ
と
で
、
政
治
過
程
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章　

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
争
点
化
：

二
〇
〇
九
～
一
〇
年

第
一
節�　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
問
題
提
起
：
世
界
金
融
危
機
と

金
融
セ
ク
タ
ー
課
税

　

二
〇
〇
八
年
九
月
一
五
日
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
た
ん
を

き
っ
か
け
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
連
結
さ
れ
た
金
融
市
場
は
瞬
く
間
に
不
安

定
化
し
、
世
界
金
融
危
機
が
起
き
た
。
危
機
を
収
束
さ
せ
る
た
め
、
ま
た

今
後
の
危
機
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
際
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
と
検

討
が
進
む
な
か
、
一
つ
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
金
融
取
引
税
が
浮
上

す
る
。
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
金
融
取
引
税
が
争
点
化
し
た
の
か
。

本
章
は
、「
Ｅ
Ｕ
」
金
融
取
引
税
の
検
討
が
本
格
化
す
る
前
に
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
」
金
融
取
引
税
が
検
討
さ
れ
た
段
階
と
し
て
、
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
お

け
る
議
論
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論
は
、
Ｅ
Ｕ
で
の
検
討
が
本
格
化
す
る
契
機
と

し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
と
詳
し
く
見
て
い
く
よ
う
に
、

も
と
も
と
金
融
取
引
税
を
Ｇ
20
で
協
議
し
よ
う
と
い
う
声
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
Ｇ
20
諸
国
間
で
の
取
り
決
め

は
何
ら
行
わ
れ
ず
、
検
討
の
場
が
Ｅ
Ｕ
へ
シ
フ
ト
す
る
。
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引

税
の
政
治
過
程
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

で
争
点
化
し
た
経
緯
と
そ
の
帰
結
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

本
節
で
は
、金
融
取
引
税
が
第
三
回
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
検
討
課
題
に「
決

定
」
さ
れ
る
前
ま
で
の
経
緯
を
整
理
し
、
そ
の
背
景
や
問
題
認
識
、
各
主

体
の
立
場
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
受
け
、
次
節
で
は
第
四
回

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
分
析
し
、
国
家
間
の
取
り
決
め
が

な
さ
れ
ず
「
非
決
定
」
に
終
わ
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

金
融
取
引
税
は
「
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
」
構
想
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇

〇
九
年
頃
か
ら
議
論
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
議
論
は
主
に
二
つ
の
問
題
認
識

に
も
と
づ
く
。
一
つ
は
、
危
機
に
瀕
し
た
金
融
機
関
を
救
済
す
る
べ
く
膨

大
な
規
模
の
公
的
資
金
を
注
入
し
た
こ
と
に
対
し
、
金
融
セ
ク
タ
ー
へ
税

を
課
す
こ
と
で「
資
金
拠
出
」を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
多
く
の
銀
行
が
破
た
ん
危
機
に
瀕
し
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
の
様
相
を
呈
し
た
混
乱
の
広
が
り
を
食
い
止
め
る
べ
く
、
各
国
政
府
は

あ
ら
ゆ
る
金
融
機
関
の
救
済
策
を
講
じ
た
。
た
と
え
ば
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
破
た
ん
の
翌
日
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
連
邦
準
備
銀
行
（Federal 

Reserve Bank: FRB

）
と
と
も
に
、
倒
産
し
た
保
険
会
社
Ａ
Ｉ
Ｇ
へ
八
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〇
〇
〇
億
ド
ル
も
の
緊
急
融
資
枠
を
設
定
し
救
済
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
、二
〇
〇
八
年
九
月
中
に
イ
ギ
リ
ス
、ベ
ル
ギ
ー
、ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、

オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

金
融
機
関
が
破
た
ん
危
機
に
直
面
し
、
各
国
政
府
を
中
心
に
金
融
機
関
の

国
有
化
や
預
金
保
証
、
公
的
資
金
の
投
入
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
救
済
措
置

が
と
ら
れ

（
（9
（

た
。
北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
政
府
に
よ
る
直
接
支
援
は
平

均
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
～
五
％
、
政
府
保
証
な
ど
そ
の
他
の
間
接
的
措
置
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
七
％
に
も
相
当
す
る
と
い

（
（9
（

う
。

　

こ
れ
ら
膨
大
な
金
融
機
関
の
救
済
は
、
一
般
に
「
大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ

な
い
（too big to fail

）」
問
題
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、

破
た
ん
処
理
機
構
の
設
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
が
考
案
・
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
に
課
税
政
策
が
浮
上
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
ず
、
政
府

に
と
っ
て
公
的
資
金
の
注
入
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
国
庫
を
う
る
お
す
こ
と

が
で
き
る
課
税
は
、
一
つ
の
魅
力
的
な
選
択
肢
と
な
る
。
ま
た
、
今
回
の

危
機
で
投
入
さ
れ
た
資
金
を
ま
か
な
う
だ
け
で
な
く
、
今
後
起
こ
り
う
る

危
機
に
向
け
て
、
た
と
え
ば
破
た
ん
処
理
基
金
と
い
っ
た
か
た
ち
で
財
源

を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
欧
米
の

市
民
も
、
金
融
機
関
の
破
た
ん
危
機
が
「
血
税
」
で
救
済
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
た
た
め
、金
融
セ
ク
タ
ー
の
「
資
金
拠
出
」
に
は
強
い
関
心
を
も
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
採
用
し
て
い
た
緊
縮
財
政
で
あ
っ
た
。
医
療
、
教
育
、
社
会
福
祉
と

い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
国
民
は
不
満

を
募
ら
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
金
融
機
関
こ
そ
が

何
ら
か
の
財
政
的
貢
献
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
の
で
あ

る
。

　

金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
を
め
ぐ
る
二
つ
目
の
問
題
認
識
は
、「
資
金
拠
出
」

を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
な
る
規
制
策
が
必
要
と
考
え
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
的
資
金
の
注
入
と
い
う
結
果
に
対
す
る
責
任

の
み
な
ら
ず
、
金
融
市
場
を
不
安
定
化
さ
せ
た
金
融
セ
ク
タ
ー
の
活
動
に

つ
い
て
の
責
任
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ
さ
な
が
ら
の
リ
ス
ク
の

高
い
商
品
の
売
買
や
レ
バ
レ
ッ
ジ
取
引
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
代
表
と
す
る

複
雑
で
不
透
明
な
金
融
商
品
の
売
買
、
投
機
を
は
じ
め
と
す
る
短
期
的
取

引
と
い
っ
た
諸
要
因
が
、今
回
の
金
融
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の
成
功
報
酬
や
ボ
ー
ナ
ス
体
系
が
ハ
イ
リ
ス
ク
商

品
の
取
引
を
行
う
誘
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。そ
こ
で
、

市
場
を
安
定
化
さ
せ
る
「
取
引
抑
制
」
や
「
報
酬
規
制
」
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
取
引
抑
制
」
の
目
的
を
も
つ
も
の
が
金
融
取
引
税
で

あ
る
が
、
そ
の
争
点
化
の
背
景
に
は
「
資
金
拠
出
」
と
い
う
問
題
認
識
も

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

危
機
に
伴
い
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
、
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
は
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必
ず
し
も
唯
一
の
解
決
策
で
は
な
い
。
実
際
、
国
際
社
会
で
は
、
金
融
市

場
の
安
定
化
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
協
議
は
さ

ま
ざ
ま
な
多
国
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
主
要
な
舞
台

の
一
つ
が
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会

合
」、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
あ

（
（9
（

る
。
混
乱
の
続
く
二
〇
〇
八
年
一

一
月
一
五
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
首

脳
声
明
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）
で
は
、
各
国
政
府
や
当
局
が
今
後
取
り
組
む
べ

き
あ
ら
ゆ
る
措
置
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
と
同
時
に
、
金
融
機
関
も
実
質

的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

（
（9
（

た
。
た
っ
た
一
つ
の
文

言
で
は
あ
る
が
、
当
時
金
融
セ
ク
タ
ー
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
問
題
認

識
の
高
さ
が
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
か
ら
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
の
検
討
を
求

め
る
ま
で
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
の
が
、
翌
年
の
第
三
回
Ｇ
20
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

な
ぜ
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
が
議
題
に
上
が
っ
た
の

か
。
そ
れ
に
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
起
こ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
議
論

が
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。

　

議
論
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
金
融
機
関
の
監

督
を
行
っ
て
い
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（Financial Services 

A
uthority

）
の
Ａ
・
タ
ー
ナ
ー
局
長
（A

dair T
urner

）
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
八
月
二
七
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
て
、
タ
ー
ナ
ー
は
以

下
の
よ
う
に
論
じ
た
。

「〔
…
〕
も
し
肥
大
し
た
金
融
セ
ク
タ
ー
の
給
与
体
系
の
行
き
過
ぎ

に
歯
止
め
を
か
け
た
い
の
な
ら
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の
規
模
を
縮
小
す

る
か
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
前
の
利
益
に
特
別
の
課
税
を
適
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
り
高
い
資
本
規
制
要
件
を
取
引
活
動
に
対
し

設
定
す
る
こ
と
が
、
過
剰
な
取
引
活
動
や
利
益
追
求
を
抑
制
す
る
た

め
の
も
っ
と
も
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
資

本
規
制
が
不
十
分
な
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
喜
ん
で
金
融
取
引
へ
の
課

税
、
す
な
わ
ち
ト
ー
ビ
ン
税
を
、
経
済
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ

ン
に
な
ら
っ
て
検
討
し
た
い
。〔
…
〕
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
合
意

を
取
り
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
金
融
セ
ク
タ
ー

課
税
を
提
案
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
資
本
規
制
の
強
化
に
加

え
、
過
剰
な
利
益
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
、
何
ら
か
の
施
策
に
取

り
組
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ

（
（9
（

う
。」

　

こ
こ
に
は
タ
ー
ナ
ー
の
問
題
認
識
と
、
金
融
取
引
税
の
位
置
付
け
が
よ

く
表
れ
て
い
る
。
多
大
な
公
的
資
金
が
注
入
さ
れ
た
と
い
う
問
題
や
、
そ

れ
に
対
し
金
融
セ
ク
タ
ー
が
「
資
金
拠
出
」
を
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
は

さ
れ
て
い
な
い
。
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
金
融
セ
ク
タ
ー
の
活
動
そ
の
も
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の
を
問
題
視
し
、「
取
引
抑
制
」
や
「
報
酬
規
制
」
の
施
策
が
求
め
ら
れ

る
と
し
て
、
金
融
取
引
税
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
タ
ー
ナ
ー
発
言
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
国
で

驚
き
を
持
っ
て
報
道
さ
れ

（
（9
（

た
。
と
い
う
の
も
、
金
融
街
シ
テ
ィ
を
抱
え
る

イ
ギ
リ
ス
の
高
官
は
一
般
に
ト
ー
ビ
ン
税
に
否
定
的
で
あ
り
、
タ
ー
ナ
ー

の
見
解
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
金
融
取
引
税
が
政
治
的
争
点
と
な
っ
て
い
く
。

　

タ
ー
ナ
ー
に
つ
づ
き
声
を
あ
げ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
の
サ
ル
コ

ジ
（N

icolas Sarközy

）
で
あ
っ
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
が

約
一
週
間
後
に
迫
る
二
〇
〇
九
年
九
月
一
六
日
、
Ｅ
Ｕ
の
首
脳
が
集
ま
る

欧
州
理
事
会
に
て
、
サ
ル
コ
ジ
は
金
融
取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
導
入
に

向
け
た
Ｇ
20
で
の
検
討
を
呼
び
か
け

（
（9
（

た
。
な
お
、
サ
ル
コ
ジ
は
金
融
セ
ク

タ
ー
の
責
任
を「
取
引
抑
制
」の
観
点
か
ら
追
及
す
べ
き
だ
と
し
つ
つ
も
、

「
貧
し
い
国
々
の
た
め
の
革
新
的
な
開
発
資
金
調
達
」
手
段
と
し
て
も
金

融
取
引
税
が
必
要
だ
と
述
べ

（
（9
（

た
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
に
ト
ー
ビ
ン
税

が
政
治
化
し
た
一
つ
の
問
題
認
識
で
あ
り
、
ま
た
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
が
主
導
し
て
き
た
「
革
新
的
資
金
調
達
」
の
議
論
に
関
連
し
て

い
る
。
サ
ル
コ
ジ
の
税
収
へ
の
関
心
は
広
く
捉
え
れ
ば
金
融
セ
ク
タ
ー
か

ら
の
「
資
金
拠
出
」
で
あ
る
が
、
使
途
は
大
き
く
異
な
る
。

　
「
サ
ル
コ
ジ
提
案
」は
賛
否
両
論
の
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
最
初
に
、

賛
意
を
表
明
し
た
各
立
場
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
リ
バ

ン
ド
外
務
大
臣
（D

avid M
iliband

）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
外
務
大

臣
は
、「
革
新
的
資
金
調
達
」
の
必
要
性
と
い
う
点
か
ら
サ
ル
コ
ジ
提
案

を
支
持
し

（
（10
（

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ク
シ
ュ
ネ
ー
ル
外
務
大
臣
（Bernard 

K
ouchner

）
は
自
国
首
脳
よ
り
少
し
前
に
、
開
発
資
金
調
達
の
手
段
と

し
て
金
融
取
引
へ
〇
．
〇
〇
五
％
の
低
率
の
税
を
課
す
べ
き
と
主
張
し
て

い
（
（10
（

た
。

　

こ
れ
ら
の
賛
同
に
は
、
政
府
開
発
援
助
を
担
当
す
る
開
発
庁
を
抱
え
る

外
務
省
の
利
害
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
フ

ラ
ン
ス
外
務
省
の
場
合
は
、
か
つ
て
ト
ー
ビ
ン
税
が
争
点
化
し
て
以
降
、

開
発
や
環
境
問
題
に
必
要
な
資
金
を
ど
の
よ
う
に
集
め
る
の
か
と
い
う
国

際
的
な
議
論
を
牽
引
し
て
き
た
経
験
が
深
く
関
わ
っ
て
い

（
（10
（

る
。
フ
ラ
ン
ス

が
組
織
化
を
主
導
し
た
「
開
発
の
た
め
の
革
新
的
資
金
調
達
に
関
す
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー

（
（10
（

プ
」
は
、
ち
ょ
う
ど
同
年
五
月
に
パ
リ
で
開
催

し
た
第
六
回
総
会
に
て
「
金
融
取
引
に
か
か
わ
る
革
新
的
資
金
調
達
に
関

す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
」
を
発
足
し
、
具
体
的
な
検
討
作
業
を
専
門
家
委
員

会
へ
委
託
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

（
（10
（

た
。こ
の
総
会
の
ホ
ス
ト
役
こ
そ
、ク
シ
ュ

ネ
ー
ル
仏
外
務
相
だ
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ウ
ン
首
相
（Gordon Brow

n

）
は
、
当
初
、
サ
ル

コ
ジ
が
提
案
す
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
税
は
実
践
的
で
は
な
い
と
述
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べ
て
い
た
。
し
か
し
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
直
前
に
は
、
金
融
機
関

に
よ
る
過
剰
な
リ
ス
ク
取
引
を
抑
制
す
る
た
め
の
金
融
取
引
税
は
「
検
討

に
値
す
る
」
と
表
明
し

（
（10
（

た
。
現
実
的
な
立
場
を
と
り
つ
つ
も
賛
意
を
示
し

た
ブ
ラ
ウ
ン
の
立
場
は
、
彼
の
か
つ
て
の
経
験
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
に
ト
ー
ビ
ン
税
が
広
範
な
政
治
的
争
点
と

な
っ
た
際
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
財
務
大
臣
と
し
て
そ
の
議
論
に
対
峙
し
、
開
発

資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
ト
ー
ビ
ン
税
の
国
際
的
な
導
入
を
支
持
し
て

い
（
（10
（

た
。
そ
し
て
同
時
に
、
当
時
そ
の
実
現
が
叶
わ
な
か
っ
た
現
実
を
も
目

の
当
た
り
に
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
取
引
税
構
想
の
特
性
や
実
現
に

向
け
た
困
難
性
の
双
方
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
（A

ngela M
erkel
）
は
、「
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
で
一
〇
〇
％
の
合
意
に
到
達
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
ド
イ
ツ
の
立

場
と
し
て
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
推
進
す
る
よ
う
主
張
す
る
」
と
、
慎
重
な

が
ら
も
賛
意
を
表
明
し

（
（10
（

た
。
同
国
の
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
ル
ッ
ク
財
務
大
臣

（Peer Steinbrück

）
は
、
よ
り
積
極
的
か
つ
具
体
的
に
金
融
取
引
税
へ

の
支
持
を
表
明
し
た
。
彼
は
、
金
融
セ
ク
タ
ー
が
公
平
な
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
と
し
て
金
融
取
引
に
〇
．
〇
五
％
の
税
を
課
す
こ
と
を
提
案
し
、

そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
年
間
二
〇
億
ユ
ー
ロ
の
税
収
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
述

べ
（
（10
（

た
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
大
臣
と
は
異
な
り
、
国
家
財
源
の

た
め
の
「
資
金
拠
出
」
を
求
め
た
の
で
あ

（
（10
（

る
。

　

そ
の
他
の
支
持
表
明
と
し
て
は
、
当
時
欧
州
委
員
会
委
員
長
に
再
任
さ

れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
バ
ロ
ー
ゾ
も
金
融
取
引
税
の
導
入
に
賛
意
を
示

し
（
（11
（

た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
首
相
で
ユ
ー
ロ
圏
の
財
務
相
会
合
「
ユ
ー
ロ
グ

ル
ー
プ
（Eurogroup

）」
の
議
長
で
も
あ
っ
た
ユ
ン
カ
ー
（Jean-Claude 

Juncke

（
（11
（r

）
は
、賛
否
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

再
度
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
た
だ
し
彼
は
、
サ

ル
コ
ジ
や
タ
ー
ナ
ー
よ
り
前
に
、
金
融
市
場
の
安
定
化
に
向
け
た
一
つ
の

施
策
と
し
て
金
融
取
引
へ
の
課
税
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
も
し
グ

ロ
ー
バ
ル
な
導
入
合
意
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
支
持
す
る
と
発
言
し
て

い
（
（11
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
賛
同
理
由
や
そ
の
程
度
の
差
は
あ
れ
、
サ
ル
コ
ジ
提
案

に
は
多
く
の
支
持
が
集
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
と
い
う
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
三
大
国
の
首
脳
に

よ
る
支
持
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
う
る
。
そ
し

て
実
際
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
金
融
取
引
税
を
含
む
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
が

争
点
化
し
た
。

　

し
か
し
同
時
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多
く
の
反
対
も
表
明
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
筆
頭
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
首
相
（Fredrik 

Reinfeldt
）
で
あ
っ

（
（11
（

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
自
国
の
経
験
に
も
と
づ
く

明
瞭
な
反
対
理
由
が
あ
る
。
同
国
は
一
九
八
〇
年
代
に
一
国
だ
け
で
証
券
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取
引
へ
の
課
税
を
行
っ
た
が
、
国
内
市
場
か
ら
取
引
活
動
が
流
出
す
る
と

い
う
深
刻
な
市
場
移
転
の
問
題
を
経
験
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
首
脳
が
賛

意
を
表
明
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
疑
義
の
声
は
上
が
っ
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ー
リ
ン
グ
財
務
大
臣
（A

listair D
arling

）
は
、
自

国
の
金
融
規
制
当
局
長
タ
ー
ナ
ー
が
金
融
取
引
税
へ
の
支
持
を
表
明
し
た

こ
と
に
対
し
、「
そ
の
よ
う
な
税
の
検
討
予
定
は
な
い
」
と
述
べ
、
む
し

ろ
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
街
シ
テ
ィ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
を
強
く
牽
引
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
表
明
し
て
い

（
（11
（

た
。
自
国
の
巨
大
な
金
融
産
業
に
制
約
を

課
す
よ
う
な
課
税
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
と
い
う
考
え
が
見
受
け
ら
れ
よ

う
。
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ガ
ル
ド
財
務
大
臣
（Christine  

Lagard

（
（11
（e

）
も
懐
疑
的
な
見
解
を
表
明
し

（
（11
（

た
。
こ
う
し
て
見
れ
ば
、
む
し

ろ
ド
イ
ツ
財
務
相
が
金
融
取
引
税
に
賛
成
し
た
こ
と
が
例
外
的
で
、
概
し

て
財
務
大
臣
は
「
取
引
抑
制
」
効
果
を
も
ち
自
国
の
市
場
や
金
融
産
業
に

打
撃
を
与
え
る
施
策
に
は
賛
成
し
え
な
い
利
害
を
も
っ
て
い
た
。

　

金
融
取
引
税
に
対
す
る
反
意
は
、
金
融
業
界
や
専
門
家
か
ら
も
多
く
提

起
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
業
界
を
代
表
す
る
事
業
団

体
で
あ
る
英
国
銀
行
協
会
（British Bankers' A

ssociation: BBA

）

の
ナ
イ
ト
代
表
（A

ngela K
night

）
は
、雇
用
を
生
み
出
し
、納
税
も
行
っ

て
い
る
金
融
セ
ク
タ
ー
の
経
済
活
動
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
か
ね
な
い
金
融

取
引
税
は
「
間
違
っ
た
類
の
税
や
規
制
」
で
あ
る
と
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト

を
出
し
て
い

（
（11
（

た
。

　

Ｅ
Ｕ
諸
国
間
の
見
解
相
違
を
反
映
し
、
欧
州
理
事
会
で
取
り
決
め
ら
れ

た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
の
Ｅ
Ｕ
の
立
場
を
規
定
す
る
「
合
意
言
語
（agreed 

language

）」
に
金
融
取
引
税
の
推
進
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ

（
（11
（

た
。
し
か
し
重
要
だ
っ
た
の
は
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
の
サ
ル
コ
ジ
、

メ
ル
ケ
ル
、ブ
ラ
ウ
ン
の
三
首
脳
が
賛
成
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
首
脳
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
は
一
つ
の

決
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節�　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
と
ト
ロ
ン
ト
の
帰
結
：
決
定
か
ら
非

決
定
へ

　

二
〇
〇
九
年
九
月
二
四
～
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
Ｇ
20
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、以
下
の
文
言
が
首
脳
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

「
我
々
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
対
し
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
が
銀
行
シ
ス
テ
ム

の
修
復
の
た
め
の
政
府
の
介
入
に
関
係
す
る
い
か
な
る
負
担
に
対
し

公
平
か
つ
実
質
的
な
貢
献

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
ど
の
よ
う
に
な
し
得
る
か
に
つ
い
て
の

各
国
が
と
っ
て
き
た
又
は
と
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
一
連
の
選
択

0

0

0

0

0

肢0

に
関
し
、
我
々
の
次
回
会
合
の
た
め
に
、
報
告
書
を
準
備
す
る
よ
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う
指
示
す

（
（11
（

る
。」（
強
調
点
は
筆
者
に
よ
る
）

「
政
府
の
介
入
に
関
係
す
る
い
か
な
る
負
担
」
と
は
、
欧
米
各
国
政
府
が

膨
大
な
規
模
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
金
融
機
関
へ
の
救
済
を
意
味
す
る
。

そ
れ
に
対
し
、
金
融
セ
ク
タ
ー
が
「
公
平
か
つ
実
質
的
な
貢
献
」
を
す
べ

き
と
し
、
具
体
的
な
措
置
に
関
す
る
「
一
連
の
選
択
肢
」
の
調
査
が
Ｉ
Ｍ

Ｆ
へ
委
託
さ
れ
た
。
一
見
、「
一
連
の
選
択
肢
」
と
い
う
文
言
だ
け
で
は

何
の
措
置
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
サ
ミ
ッ
ト
直
後
の

報
道
か
ら
そ
れ
が
金
融
取
引
税
を
含
む
「
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
」
を
指
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ

（
（12
（

た
。
こ
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
「
決
定
」

は
間
違
い
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
首
脳
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
調
査
委
託
と
い
う
決
定
内
容
の
性
質
か
ら
、
そ

れ
は
積
極
的
な
合
意
と
い
う
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
の
調
査
期
間
を
お
き
次
回

改
め
て
検
討
す
る
と
い
う
妥
協
的
な
意
味
合
い
の
方
が
強
か
っ
た
と
言
う

べ
き
だ
ろ
う
。
賛
意
を
表
明
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
や
メ
ル
ケ
ル
が
サ
ミ
ッ
ト
前

に
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
Ｇ
20
レ
ベ
ル
の
合
意
が
簡
単
に
は
得
ら
れ
な

い
と
い
う
現
実
的
な
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
「
課

税
」
と
い
う
文
言
が
ま
っ
た
く
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｇ
20
諸

国
間
に
は
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
を
め
ぐ
る
見
解
相
違
や
対
立
が
あ
っ
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

実
際
に
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
二
カ
月
後
、
金
融
取
引
税
を

め
ぐ
る
国
家
間
対
立
が
顕
在
化
す
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
ト
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
の
こ

と
で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
七
日
開
催
）。
本
会
合
に
ホ
ス
ト
国

首
脳
と
し
て
参
加
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、「（
金
融
）
セ
ク
タ
ー
の
成
功
に
よ

る
利
益
は
わ
ず
か
な
人
々
に
し
か
享
受
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
失
敗

の
費
用
を
我
々
全
員
が
負
う
の
は
容
認
で
き
な
い
」
と
し
て
、
金
融
取
引

税
の
国
際
的
な
実
施
に
向
け
た
検
討
を
求
め

（
（12
（

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ

カ
の
ガ
イ
ト
ナ
ー
財
務
大
臣
（T

im
othy Geithner

）
を
筆
頭
に
、
カ

ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
か
ら
反
対
が
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
ト
リ
シ
ェ
総
裁

（Jean-Claude T
richet

）
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ス
ト
ラ
ス
カ
ー
ン
専
務
理
事

（D
om

inique Strauss-K
ahn

）
か
ら
疑
義
が
表
明
さ
れ

（
（12
（

た
。
前
節
で
見

た
と
お
り
、
自
国
の
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
財
務
相
も
ブ
ラ
ウ
ン
を
擁
護

す
る
立
場
に
は
な
か
っ

（
（12
（

た
。

　

こ
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
の
会
合
は
、
次
回
サ
ミ
ッ
ト
の
前
哨
戦

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
こ
れ
以
降
、
金
融
取
引
税

や
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
を
め
ぐ
る
立
場
の
違
い
が
次
々
と
表
面
化
し
て
い

く
。

　

こ
こ
で
、
次
回
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
を
先
に
述
べ
て
お
こ
う
。
二
〇
一
〇
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年
六
月
二
六
～
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
Ｇ
20
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ

ト
に
て
採
択
さ
れ
た
首
脳
声
明
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
報
告
書
を
受
け
、

各
国
は
「
金
融
セ
ク
タ
ー
の
公
平
か
つ
実
質
的
な
貢
献
」
の
必
要
性
に
つ

い
て
合
意
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
手
法
に
つ
い
て
は
「
金
融
機
関
へ
の
賦

課
金（a financial levy
）」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
と
る
国
々
が
あ
る
、

と
確
認
さ
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ

（
（12
（

た
。
Ｇ
20
レ
ベ
ル
で
の
金
融
セ
ク
タ
ー

課
税
の
議
論
は
、
国
際
的
な
取
り
決
め
を
何
ら
行
わ
な
い
と
い
う
「
非
決

定
」
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
「
非
決
定
」
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
は
影
響
力
が
な
か
っ
た
の
か
、
抵
抗
勢
力
が
強
か
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
何
ら
か
の
「
構
造
的
権
力
」
に
よ
る
制
約
が
あ
っ
た
の
か
。
以
下
、

ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
の
経
緯
を
検
証
し
、「
非
決
定
」
に
つ
な
が
っ

た
要
因
を
探
る
。

　

ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
首
脳
の

支
持
の
も
と
、
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
検
討
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
複
数
展
開
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
ブ
ラ
ウ
ン
と
サ
ル
コ
ジ
は
、

二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
環
境
問
題
の
た
め
の
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
を
提
案
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
と
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し

（
（12
（

た
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
首
脳
が
会
す
る
欧

州
理
事
会
開
催
中
に
行
わ
れ
た
英
仏
首
脳
独
自
の
取
り
組
み
で
、
同
時
期

に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会

議
（CO
P

）
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
欧
州
理
事

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
も
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
で
調
査
が
委
託
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
対
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取

引
税
」
を
含
め
た
「
選
択
肢
を
最
大
限
に
わ
た
り
」
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
の
で
あ

（
（12
（

る
。
こ
れ
は
、
先
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
で
の
決
裂
、
と

り
わ
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ス
ト
ラ
ス
カ
ー
ン
の
反
対
を
受
け
、ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ

ト
で
提
出
さ
れ
る
予
定
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
報
告
書
の
検
討
か
ら
金
融
取
引
税
を
外

さ
な
い
よ
う
念
押
し
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
欧
州
議
会
が
一
つ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
二
〇

一
〇
年
三
月
、
欧
州
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
受
け
、
金
融
取
引
税

を「
機
能
さ
せ
る（m

aking them
 w

ork

）」と
題
し
た
決
議
を
採
択
し
、

税
の
利
点
や
欠
点
を
調
査
・
検
討
す
る
よ
う
欧
州
委
員
会
と
閣
僚
理
事
会

に
求
め

（
（12
（

た
。
こ
れ
は
、Ｇ
20
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
任
せ
き
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、

Ｅ
Ｕ
で
も
調
査
や
協
議
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
力
強
い
要
請
で

あ
っ
た
。
な
お
本
決
議
に
お
い
て
、
金
融
取
引
税
は
主
に
「
取
引
抑
制
」

や
「
革
新
的
資
金
調
達
」
の
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
、
そ
れ
が
「
Ｅ
Ｕ
予
算
へ
貢
献
す
る
」
可
能
性
も
調
査
す
る
よ

う
求
め
ら
れ

（
（12
（

た
。
つ
ま
り
「
国
家
財
源
」
で
も
「
革
新
的
資
金
源
」
で
も

な
い
、
新
た
な
「
資
金
拠
出
」
先
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
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に
、
Ｅ
Ｕ
内
で
の
検
討
に
お
い
て
政
策
目
的
の
一
つ
と
な
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
首
脳
や
欧
州
議
会
が
金
融
取
引
税
を
支
持
し
た
背

景
に
は
、市
民
団
体
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。一
九
九
〇
年
代
に
ト
ー

ビ
ン
税
が
政
治
化
し
て
以
降
、
そ
の
導
入
を
求
め
活
動
を
続
け
て
き
た
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
の
世
界
金
融
危
機

を
き
っ
か
け
に
運
動
を
再
度
積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
は
そ

れ
ま
で
取
引
税
を
求
め
る
大
規
模
な
運
動
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年

に
は
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
キ
リ
ス
ト
教
系
団
体
が
参
加
す
る
「
貧
困
に
対
す
る

課
税
（Steuer-gegen-A

rm
ut

）」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
そ
の
活

動
規
模
は
瞬
く
間
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

の
党
首
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
金
融
取
引
税
を
支
持
し
た
の
は
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
イ
ェ
ル
ク
・
オ
ル
ト
神
父
（Jörg 

A
lt

）の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ

（
（12
（

る
。
二
〇
一
〇
年
に
入
る
と
、

各
国
の
市
民
運
動
を
組
織
化
す
る
「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
税
（Robin 

H
ood T

ax

）」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

（
（13
（

た
。
伝
説
の
義
賊
の
名
の
と
お

り
、
金
融
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
巨
大
で
強
靭
な
金
融
セ
ン
タ
ー
に
は
税

を
課
し
、
そ
の
税
収
を
国
内
レ
ベ
ル
で
も
国
際
レ
ベ
ル
で
も
再
分
配
す
る

こ
と
で
、
失
業
や
貧
困
に
あ
え
ぐ
弱
き
を
救
う
施
策
と
し
て
金
融
取
引
税

を
求
め
る
運
動
で
あ
る
。本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
国
境
を
超
え
て
展
開
さ
れ
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
広
く
支
持
を
得

（
（13
（

た
。

　

ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
を
約
一
〇
日
後
に
控
え
た
二
〇
一
〇
年
六
月
一

四
日
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
た
れ
た
仏
独
首
脳
会
談
に
て
、
メ
ル
ケ
ル
と

サ
ル
コ
ジ
が
共
同
で
国
際
的
な
金
融
取
引
税
の
実
施
を
Ｇ
20
諸
国
に
求
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
す

（
（13
（

る
。
こ
の
仏
独
首
脳
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
、

二
日
後
に
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
で
は
以
下
の
声
明
が
採
択
さ
れ
た
。

「
Ｅ
Ｕ
は
、
世
界
規
模
の
公
平
な
競
争
の
場
（level playing 

field

）
を
維
持
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
負
担
を
求
め
課
税
す
る
仕

組
み
を
導
入
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
導
す
べ

き
で
あ
り
、こ
の
立
場
を
Ｇ
20
諸
国
と
連
携
し
強
く
擁
護
し
て
い
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
の
導
入
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
さ
ら
に

検
討
・
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（13
（

い
。」

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
に
て
金
融
セ
ク
タ
ー
課

税
、
と
り
わ
け
金
融
取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
実
現
に
向
け
、
Ｇ
20
レ
ベ

ル
で
の
取
り
組
み
を
求
め
る
立
場
を
と
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
声
明
か
ら
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
金
融
取
引
税
に
賛
成

す
る
立
場
へ
収
斂
し
た
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
前
か
ら
反
意
を
表
明
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

一
貫
し
て
そ
の
立
場
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。さ
ら
に
は
ト
ロ
ン
ト
・
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サ
ミ
ッ
ト
の
約
一
ヶ
月
前
、
金
融
取
引
税
の
推
進
派
か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
抜

け
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
の
イ
ギ

リ
ス
総
選
挙
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
率
い
る
労
働
党
は
敗
北
し
、
新
た
に
保
守
・

自
民
党
連
立
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
（D

avid Cam
eron

）
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
は
金
融
取
引
税
反
対
派
へ
転
じ
る
。
し
た
が
っ
て

欧
州
理
事
会
の
声
明
の
裏
に
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
間
の
温
度
差
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

と
は
い
え
Ｅ
Ｕ
は
、
同
声
明
に
も
と
づ
き
Ｇ
20
の
一
参
加
者
と
し
て
、

欧
州
理
事
会
常
任
議
長
の
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
（H

erm
an V

an 

Rom
puy

）
や
バ
ロ
ー
ゾ
欧
州
委
員
会
委
員
長
の
署
名
の
も
と
、
サ
ミ
ッ

ト
主
催
国
の
カ
ナ
ダ
首
相
ハ
ー
パ
ー
（Stephen H

arper

）
に
対
し
グ

ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
の
検
討
を
求
め
る
書
簡
を
出
し
、
Ｇ
20
の
議
論
に

影
響
を
与
え
よ
う
と
行
動
し
た
。
同
様
の
書
簡
は
、
仏
独
首
脳
か
ら
も
送

ら
れ

（
（13
（

た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
」の
要
求
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
首
脳
レ
ベ
ル
か
ら
市
民
レ
ベ
ル
に
わ
た
る
一
定
の
支
持
の
も
と
発
信

さ
れ
た
も
の
で
、
決
し
て
微
弱
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
た

が
っ
て
ト
ロ
ン
ト
で
「
非
決
定
」
と
な
っ
た
要
因
は
、
そ
う
し
た
推
進
力

を
無
力
化
す
る
よ
う
な
力
学
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
権
力
作
用
で
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
ず
着
目
す
べ
き
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
が
与
え
た
影
響
力
で
あ
る
。
ト

ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
の
約
二
カ
月
前
、
報
告
書
を
準
備
し
て
い
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
調
査
内
容
が
事
前
に
明
ら
か
と
な
り
、「
一
連
の
選
択
肢
」
と
し
て
三

つ
の
税
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

（
（13
（

た
。
金
融
安
定
拠
出
金

（Financial Stability Contribution: FSC

）、金
融
活
動
税
（Financial 

A
ctivity T

ax: FA
T

）、
金
融
取
引
税
の
三
つ
で
あ
る
。
金
融
安
定
拠

出
金
と
は
、金
融
機
関
に
対
す
る
救
済
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
目
的
の
も
と
、

各
金
融
機
関
に
単
一
税
率
に
も
と
づ
く
「
資
金
拠
出
」
を
求
め
る
構
想
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
が
国
内
で
提
案
し
て
い
た
金
融
危
機
責

任
料（Financial Crisis Responsibility fee

）が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
金
融
活
動
税
と
は
、
金
融
機
関
の
利
益
や
ボ
ー
ナ
ス
、
報
酬
に
税

を
課
す
構
想
で
、
こ
れ
は
金
融
危
機
後
に
「
報
酬
規
制
」
の
問
題
が
広
く

認
識
さ
れ
、
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
が
ボ
ー
ナ
ス
課
税
を
一
時
的

に
採
用
し
て
い
た
た
め
選
択
肢
と
な
っ
た
。
そ
し
て
金
融
取
引
税
は
、
世

論
や
「
一
部
の
推
進
派
」
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
検
討
対

象
と
な
っ

（
（13
（

た
。「
一
部
の
推
進
派
」
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
そ
の
検
討
を
要
請

し
た
Ｅ
Ｕ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
三
つ
の
税
構
想
の
う
ち
金
融
安
定

拠
出
金
と
金
融
活
動
税
が
適
切
な
選
択
肢
だ
と
結
論
付
け
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
取
引
へ
課
税
し
市
場
活
動
を
抑
制
す
る
「
市
場
修
正
的
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（corrective

）」
機
能
を
も
つ
金
融
取
引
税
は
「
Ｇ
20
の
要
求
に
合
致
し

な
い
」
と
棄
却
し

（
（13
（

た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
求
め
ら
れ
た
金
融
セ
ク
タ
ー
の

「
公
平
か
つ
実
質
的
な
貢
献
」
と
い
う
目
的
は
、あ
く
ま
で
「
資
金
拠
出
」

の
必
要
性
と
解
釈
さ
れ
、
そ
の
目
的
か
ら
逸
れ
る
「
取
引
抑
制
」
の
施
策

は
適
切
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
巧
妙
な
論
理
展
開
が
あ
る
。
本
来
、
い
か
な
る
課

税
も
追
加
的
コ
ス
ト
と
し
て
市
場
活
動
に
歪
み
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
。
実
際
、
一
連
の
税
構
想
に
対
し
、
金
融
業
界
は
い
か
な
る
課
税
も
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
銀
行
協

会
を
会
員
と
す
る
業
界
団
体
、
欧
州
銀
行
連
盟
（European Banking 

Federation: EBF

）
の
ラ
ヴ
ォ
エ
事
務
局
長
（Guido Ravoet

）
は
、

ま
ず
金
融
活
動
税
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
な
ぜ
（
金
融
）
安
定
化
に
貢
献

し
う
る
と
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
金
融
機

関
を
罰
す
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
批
判
し

（
（13
（

た
。
ま
た
、
金
融
安
定
拠
出
金

に
つ
い
て
も
、
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
そ
う
な
と
き
は
「
必
然
的
に
破
た

ん
さ
せ
る
べ
き
」
だ
と
し
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
の
必
要
性
そ
の
も
の

に
対
す
る
疑
義
を
呈
し
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
国
庫
か
ら
の
資
金
注
入

に
対
し
、
そ
の
分
だ
け
の
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
策
、
あ
る
い
は
今
後
の
危

機
に
備
え
る
破
た
ん
基
金
を
強
化
す
る
策
と
し
て
「
資
金
拠
出
」
の
た
め

の
課
税
を
、
さ
ら
に
資
金
が
必
要
な
場
合
は
、
一
時
的
に
金
融
機
関
の
利

益
や
報
酬
へ
課
税
す
る
こ
と
を
是
と
し
た
。
他
方
で
、
日
々
幾
度
も
繰
り

返
さ
れ
る
金
融
商
品
の
売
買
す
べ
て
に
追
加
的
コ
ス
ト
を
課
す
こ
と
は
、

危
機
の
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
と
い
う
目
的
を
超
え
て
い
る
ば
か
り
か
、
自

由
市
場
の
効
率
性
を
妨
げ
か
ね
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
見
解
は
あ
く
ま
で
提
案
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
い
。
し
か
し

選
択
肢
と
し
て
奨
励
し
た
金
融
安
定
拠
出
金
や
金
融
活
動
税
が
ア
メ
リ
カ

や
イ
ギ
リ
ス
で
検
討
あ
る
い
は
実
践
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ

の
提
案
に
は
一
定
の
賛
同
が
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
実
際
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
政
権
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
大
臣
（George O

sborne

）
は
、
ト

ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
直
前
、
翌
年
の
予
算
計
画
と
し
て
、
低
リ
ス
ク
の
資

金
調
達
手
段
を
促
す
こ
と
、
そ
し
て
金
融
セ
ク
タ
ー
が
財
政
に
公
平
な
貢

献
を
す
べ
き
と
い
う
目
的
で
「
銀
行
税
（bank levy

）」
を
導
入
す
る
こ

と
を
発
表
し

（
（13
（

た
。
こ
れ
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
も
同
調
し
、
銀
行
税
を

Ｇ
20
諸
国
の
共
通
課
題
に
す
る
よ
う
要
請
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し

（
（14
（

た
。

つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
は
、
金
融
取
引
税
に
は
反
対
だ
が
、
危
機
の
コ
ス
ト
を

ま
か
な
う
た
め
の
「
資
金
拠
出
」
策
の
国
際
協
調
が
必
要
だ
と
い
う
立
場

を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

銀
行
税
の
国
際
協
調
を
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
自
国
の
金
融
産
業
の

競
争
力
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
く
な
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
と
見
る
べ

き
だ
ろ
う
。「
資
金
拠
出
」
の
目
的
で
あ
ろ
う
と
、課
税
が
金
融
セ
ク
タ
ー
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に
対
す
る
追
加
的
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
。
そ
の
負
担
が
国

際
的
に
普
遍
化
さ
れ
れ
ば
、
銀
行
税
が
自
国
産
業
の
ハ
ン
デ
と
な
る
こ
と

を
回
避
で
き
る
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
提
案
と
良
く

似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
提
案
と
は
、
金
融
大
国
お
よ
び
金

融
セ
ク
タ
ー
の
権
益
を
擁
護
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
。

　

こ
の
文
脈
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に

政
権
か
ら
去
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ウ
ン
元
首
相
も
、
金
融
取
引
税

を
常
に
「
国
際
的
な
取
り
組
み
」
と
し
て
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
賛
成
派
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
も
、
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
主
要
金

融
街
を
擁
す
る
諸
外
国
が
参
加
し
な
い
こ
と
に
は
、
税
を
嫌
っ
て
自
国
か

ら
金
融
取
引
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
問
題
認
識
を
も
っ
て
い
た
。こ
こ
か
ら
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

な
導
入
を
求
め
る
金
融
取
引
税
の
賛
成
派
は
、
資
本
が
飛
び
交
う
グ
ロ
ー

バ
ル
金
融
市
場
に
対
し
、
も
は
や
一
国
で
自
律
的
に
課
税
政
策
を
策
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
構
造
的
な
制
約
を
内
面
化
し
て
行
動
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
金
融
取
引
税
の
国
際
協
調
の
論
理
は
、
市
場

か
ら
制
約
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
に
他
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
「
資
金
拠
出
」
策
の
国
際
協

調
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
国
内
で
は
そ
の
必
要
性
を

認
識
し
提
案
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、「
取
引
抑
制
」
策
に
は
反
対
の
立

場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
同
様
の
認
識
を
共

有
し
て
い
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
や
仏

独
が
求
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
の
検
討
要
請
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
結
ぶ
一
種
の
連
合
〔
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

ア
メ
リ
カ-

イ
ギ
リ

ス
〕
が
抵
抗
勢
力
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
他
多
く
の
Ｇ
20
諸
国
は
、
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
金
融
セ

ク
タ
ー
課
税
の
国
際
協
調
が
不
要
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
た
と
え
ば

ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
の
主
催
国
カ
ナ
ダ
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
比
べ
そ
こ
ま
で
深
刻
な
金
融
機
関
の
救
済
に
直
面
し
な
か
っ
た
と

い
う
事
情
も
あ
り
、
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
財
務
大
臣
（Jim

 Flaherty

）
が
以

下
の
よ
う
に
述
べ
国
際
協
調
を
拒
ん
だ
。「
我
々
は
主
権
国
家
だ
。
我
々

は
自
国
の
銀
行
や
金
融
機
関
を
、
我
々
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
よ
う
規

制
す
る
こ
と
が
で
き

（
（14
（

る
」。

　

こ
れ
ら
反
対
派
諸
国
は
、
Ｅ
Ｕ
の
提
案
を
従
前
に
阻
止
し
た
、
あ
る
い

は
ね
じ
伏
せ
た
と
い
っ
た
よ
う
な
直
接
的
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
な
い
。

む
し
ろ
、
起
こ
す
必
要
も
な
か
っ
た
。
ま
ず
銀
行
税
に
つ
い
て
は
、
国
際

協
調
が
望
ま
し
い
と
は
い
え
、
一
部
諸
国
で
す
で
に
検
討
が
進
ん
で
い
た

よ
う
に
、
各
国
が
自
国
の
金
融
機
関
か
ら
「
資
金
拠
出
」
を
求
め
れ
ば
良

い
。
し
か
し
「
取
引
抑
制
」
は
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
で
き
る
わ
け
で
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は
な
い
。
国
境
を
超
え
て
飛
び
交
う
取
引
に
課
税
す
る
に
は
、
国
家
間
の

協
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
取
引
税
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
実
施
さ
れ
な
け

れ
ば
、
導
入
国
で
資
本
流
出
が
起
き
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
Ｅ
Ｕ
は
金
融
取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
導
入

を
目
指
し
、
Ｇ
20
と
い
う
多
国
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
検
討
す
べ
き
と
主
張
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
導
入
を
阻
止
し
た
い
反
対
派
は
、
た
だ
無

関
心
な
だ
け
で
良
か
っ
た
。
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
財
務
相
が
言
っ
た
よ
う
に
、

各
国
に
は
「
課
税
し
な
い
」
と
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
税
主
権
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
「
非
決
定
」
へ
と
帰

結
し
た
最
大
の
要
因
に
は
、
金
融
取
引
税
や
金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
を
阻
む
よ
う
な
構
造
的
権
力
が
あ
っ
た
と
言
え

る
。
金
融
取
引
税
の
推
進
派
が
求
め
た
課
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
題
設
定

は
、
二
つ
の
論
理
に
よ
っ
て
無
力
化
さ
れ
た
。
第
一
の
論
理
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
の
論
理
」
と
総
称
で
き
る
。
一
国
で
国
際
資
本
取
引
に
課
税
し

て
も
資
本
流
出
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
取
引
へ
の
課
税

が
「
市
場
修
正
的
」
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
境
を
超
え
て
資
本
が

飛
び
交
う
実
態
そ
れ
自
体
が
、
そ
し
て
市
場
の
効
率
性
を
擁
護
す
る
考
え

が
、金
融
取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
た
。

甚
大
な
社
会
・
経
済
的
悪
影
響
を
も
た
ら
し
た
世
界
金
融
危
機
と
い
う
契

機
を
も
っ
て
し
て
も
、
市
場
へ
の
介
入
を
拒
絶
す
る
論
理
は
強
く
、
国
家

は
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
を
と
れ
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
論
理
は

「
課
税
し
な
い
」
と
い
う
意
味
で
の
「
課
税
主
権
の
論
理
」
で
あ
る
。「
課

税
し
た
い
」
立
場
を
「
積
極
的
」
な
課
税
主
権
の
論
理
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
「
消
極
的
」
な
課
税
主
権
の
論
理
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の

論
理
が
互
い
を
強
化
し
合
う
よ
う
に
し
て
、
取
引
税
を
実
施
し
た
い
諸
国

の
「
積
極
的
」
な
課
税
主
権
の
論
理
を
構
造
的
に
制
約
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
論
理
」
と
「
消
極
的
な
課
税
主

権
の
論
理
」
の
組
み
合
わ
せ
こ
そ
が
、「
車
輪
に
砂
」
を
め
ぐ
る
帰
結
を

間
接
的
に
規
定
す
る「
金
融
権
力
」の
構
造
的
権
力
の
源
泉
と
言
え
よ
う
。

そ
の
中
心
に
は
〔
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

ア
メ
リ
カ-

イ
ギ
リ
ス
〕
が
い
た
。
な
お
本

節
で
は
金
融
業
界
の
動
向
に
も
注
意
を
払
っ
た
が
、
反
対
の
声
明
を
出
す

以
上
の
積
極
的
な
活
動
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
活
動

が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
あ
っ
た
と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト

の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
に
金
融

取
引
税
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
題
設
定
が
構
造
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
た

め
、こ
の
段
階
で
は
金
融
セ
ク
タ
ー
が
積
極
的
に
動
く
必
要
も
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
金
融
セ
ク
タ
ー
の
反
対
活
動
は
、
こ
れ
以
降
、
Ｅ
Ｕ
で
の
検
討
が

具
体
化
し
て
い
く
に
つ
れ
顕
在
化
し
て
い
く
。
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強
大
な
金
融
権
力
を
前
に
、
推
進
派
は
無
力
な
ま
ま
だ
ろ
う
か
。
そ
う

と
も
限
ら
な
い
。
推
進
派
に
も
連
合
な
る
も
の
の
萌
芽
が
見
出
さ
れ
た
。

多
く
の
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
声
を
受
け
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
議
題
設
定
を

画
策
し
た
欧
州
議
会
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
は
、
次
章
以
降
の
Ｅ
Ｕ
金
融

取
引
税
の
検
討
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

　

ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
、
Ｅ
Ｕ
の
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
常
任
議

長
は
、
も
し
Ｇ
20
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
の
だ
と
し
て
も
、
金

融
セ
ク
タ
ー
課
税
と
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
の
推
進
を
強
く
求
め
た
欧

州
理
事
会
の
決
定
を
引
き
続
き
主
張
し
て
い
く
と
述
べ
て
い

（
（14
（

た
。
実
際
Ｅ

Ｕ
に
は
、長
引
く
ユ
ー
ロ
危
機
を
背
景
に
、「
資
金
拠
出
」
や
「
取
引
抑
制
」

の
策
を
検
討
し
続
け
る
高
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
検

討
」
の
場
が
Ｅ
Ｕ
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
。
さ
ら

に
は
、「
実
施
」
の
場
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
と
い
う
新
た
な
可
能
性
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。「
Ｅ
Ｕ
」で
金
融
取
引
税
の
法
制
化
が
検
討
さ
れ
る
に
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
検
討
と
そ
の
失
敗
と
い
う
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
プ
ロ
セ

ス
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助

金
）（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）
バ
ロ
ー
ゾ
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
一
月
ま

で
欧
州
委
員
会
委
員
長
を
二
期
務
め
た
。
本
稿
で
は
、
特
段
の
断

り
が
な
い
限
り
、
個
人
の
役
職
は
当
時
の
も
の
を
表
記
す
る
。

（
２
）Jill T

reanor, "O
sborne expected to oppose E

U
's 

proposal for T
obin tax on banks," T

he G
uardian, 28 

Septem
ber, 2011.

（
３
）
ロ
イ
タ
ー
「
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
：
Ｅ
Ｕ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
支
援
条
件
達
成
に

向
け
た
ギ
リ
シ
ャ
の
取
り
組
み
」
二
〇
一
一
年
九
月
二
八
日
。

（
４
）
ト
ー
ビ
ン
の
経
済
学
者
と
し
て
の
功
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
一
九
八
一
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

彼
の
経
歴
や
業
績
に
つ
い
て
は
以
下
が
詳
し
い
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ト
ー
ビ
ン
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ
ン
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ

ト
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
Ｗ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
編
（
佐
藤
隆
三
、
小
川
春
男
、

須
賀
晃
一
訳
）『
経
済
学
を
変
え
た
７
人
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八

八
年
）、
浜
田
宏
一
「
Ｊ
・
ト
ー
ビ
ン
─
華
々
し
い
経
済
論
争
の

展
開
」
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
現
代
経
済
学
の
巨
人
た
ち
─
20
世

紀
の
人
・
時
代
・
思
想
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）。

（
５
）Jam

es T
obin, T

he N
ew

 E
conom

ics O
ne D

ecade O
lder 

(Princeton: Princeton U
niversity Press, 1974), pp.83-92; 

Jam
es T

obin, "A
 Proposal for International M

onetary 
Reform

," E
astern E

conom
ic Journal, V

ol.4, N
o.3-4 (1978), 

pp. 153-159.

　
　
　

通
貨
取
引
へ
税
を
課
す
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
、
着
想
元
が
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あ
っ
た
。
そ
れ
は
ト
ー
ビ
ン
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
経
済
学
の

巨
匠
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
考
察
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は

カ
ジ
ノ
化
し
た
金
融
市
場
の
流
動
性
の
増
大
と
投
機
の
促
進
へ
の

問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
。
情
報
と
噂
に
基
づ
き
投
機
家
が
短
期

的
取
引
志
向
と
な
る
特
性
を
、ケ
イ
ン
ズ
が「
美
人
投
票
の
論
理
」

と
呼
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
主
著
『
雇
用
・
利

子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
の
中
で
、
一
九
二
九
年
の
世
界
大

恐
慌
時
、
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
イ
ギ
リ
ス
で
は
金
融
市
場
の
混
乱
程

度
が
控
え
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
市

場
が
取
引
に
応
じ
た
譲
渡
税
を
課
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

た
。
そ
し
て
証
券
取
引
課
税
を
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る（Jam

es 
T

obin, "T
ax the Speculators," Financial T

im
es, 22 

D
ecem

ber, 1992; 

ブ
リ
ュ
ノ
・
ジ
ュ
タ
ン
（
和
仁
道
郎
訳
、
金

子
文
夫
解
説
）『
ト
ー
ビ
ン
税
入
門
─
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
抗
す
る
た
め
の
国
際
戦
略
』（
社
会
評
論
社
、

二
〇
〇
六
年
）、
二
一-

三
二
頁
）。

（
６
）Law

rence H
. Sum

m
ers &

 V
ictoria P. Sum

m
ers, 

"W
hen Financial M

arkets W
ork T

oo W
ell: A

 Cautious 
C

ase for a Securities T
ransactions T

ax," Journal of 
Financial Services R

esearch, V
ol. 3, N

o. 2-3 (1989), pp. 
163-188; Joseph E. Stiglitz, "U

sing T
ax Policy to Curb 

Speculative Short-T
erm

 T
rading," Journal of Financial 

Services R
esearch V

o.3 (1989), pp. 101-115.

（
７
）T

obin, "T
ax the Speculators."

（
８
）
い
つ
頃
か
ら
「
ト
ー
ビ
ン
税
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九
九
〇
年
前
後
に
は
い
く
つ
か
の
学

術
論
文
で
「
ト
ー
ビ
ン
税
」
が
と
い
う
呼
称
が
登
場
し
始
め
る
。

た
と
え
ば
一
九
九
〇
年
の
あ
る
経
済
学
論
文
は
、
国
際
金
融
取
引

へ
の
課
税
に
つ
い
て
「
ト
ー
ビ
ン
税
（T

obin taxes

）
と
し
て

一
般
的
に
知
ら
れ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
（A

aron T
ornell, 

"Real vs. financial investm
ent: Can T

obin taxes elim
inate 

the irreversibility distortion?," Journal of D
evelopm

ent 
E

conom
ics, V

ol. 32, N
o. 2 (1990), p. 420

）。

（
９
）
吾
郷
健
二
「
い
わ
ゆ
る
ト
ー
ビ
ン
税
に
つ
い
て
」『
西
南
学
院

大
学
経
済
学
論
集
』
第
三
六
号
第
四
巻
（
二
〇
〇
二
年
）、二
頁
。

（
10
）
一
九
九
〇
年
代
中
旬
以
降
、
広
く
政
治
的
争
点
と
な
っ
た
ト
ー

ビ
ン
税
は
「
通
貨
取
引
税
（Currency T

ransaction T
ax: 

CT
T

）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
は
特
段
こ
の
二
つ

の
名
称
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
統
一
し
て
ト
ー
ビ
ン
税
と
表
記

す
る
。

（
11
）
ア
メ
リ
カ
は
取
引
抑
制
の
効
果
に
対
す
る
反
発
の
み
な
ら
ず
、

財
源
調
達
手
段
と
し
て
の
税
構
想
に
対
し
て
も
強
く
反
対
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
歳
出
法
が
国
連
等
の
超
国
家
機
関
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

国
民
へ
の
課
税
を
禁
じ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
ー

ビ
ン
税
も
「
国
連
の
税
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
（
ジ
ュ
タ
ン
『
ト
ー

ビ
ン
税
入
門
』
二
一
七
頁
）。
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（
12
）
上
村
雄
彦
「
金
融
取
引
税
の
可
能
性
：
地
球
規
模
課
題
の
解
決

の
切
り
札
と
し
て
」『
世
界
』
八
四
四
号
（
二
〇
一
三
年
）、
二
五

一
頁
。

（
13
）
知
原
信
良
「
金
融
取
引
税
〈
ト
ー
ビ
ン
税
〉
の
課
題
」
馬
田
啓

一
、
小
野
田
欣
也
、
西
孝
編
『
国
際
関
係
の
論
点
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
』（
文
眞
堂
、
二
〇
一
五
年
）、
一
三
七

-

一
三
八
頁
。

（
14
）K

enneth A
. O

ye, "E
xplaining C

ooperation under 
A

narchy: H
ypotheses and Strategies," W

orld P
olitics, 

V
ol. 38, N

o.1 (O
ct., 1985), pp. 18-21.

（
15
）
取
引
税
が
も
た
ら
し
う
る
経
済
的
な
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
以

下
を
参
照
し
た
。Barry Eichengreen, "T

he T
obin T

ax: W
hat 

H
ave W

ere Learned?," M
. ul H

aq, I. K
aul &

 I. Grunberg 
(eds.), T

he T
obin T

ax: Coping w
ith Financial V

olatility 
(O

xford: O
xford U

niversity Press, 1996), pp. 273-287.

（
16
）Ibid., p. 274.

（
17
）Stephan Schulem

ister, "T
he struggle over the 

financial transactions tax: A
 politico-econom

ic farce," C. 
M

athieu &
 H

. Sterdyniak (eds.), W
hat future for taxation 

in the E
U

? (Revue de l'O
FCE, vol. 141, 2015), pp. 18-20. 

（
18
）
よ
り
広
範
な
経
済
学
説
間
の
論
争
も
、
む
ろ
ん
の
こ
と
収
束
し

て
い
な
い
。
た
と
え
ば
危
機
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
投
機
に
対
し
、
効
率
的
な
市
場
活
動
に
不
可
欠
と

主
張
す
る
立
場
と
混
乱
を
も
た
ら
す
と
見
る
立
場
と
の
論
争
は
一

世
紀
以
上
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・

ス
ワ
ッ
プ
に
代
表
さ
れ
る
一
部
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
、
高
リ

ス
ク
か
つ
複
雑
な
取
引
内
容
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け

て
の
金
融
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
規
制
が

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
リ
ス
ク
の
回
避
や
分
散
の
選
択
肢
と
し
て

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
そ
れ
自
体
が
害
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の

見
解
は
当
然
に
存
在
す
る
（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｊ
・
シ
ラ
ー
（
山
形
浩

生
、
守
岡
桜
訳
）『
そ
れ
で
も
金
融
は
す
ば
ら
し
い
：
人
類
最
強

の
発
明
で
世
界
の
難
問
を
解
く
。』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一

三
年
）
三
二
四
頁
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ト
ー
カ
ー
（
北
村
京
子
訳
）

『
な
ぜ
、１
％
が
金
持
ち
で
、99
％
が
貧
乏
に
な
る
の
か
？
─
─《
グ

ロ
ー
バ
ル
金
融
》
批
判
入
門
』（
作
品
社
、
二
〇
一
二
年
）、
一
二

四-

一
三
一
頁
）。

（
19
）Paul B

. Spahn, "International F
inancial F

low
s and 

T
ransactions T

axes: Survey and O
ptions," IM

F Fiscal 
A

ffairs W
orking Paper 60 (1995), p. 29; Rodney Schm

idt, 
"A

 Feasible Foreign Exchange T
ransactions T

ax," W
. 

Bello, N
. Bullard &

 K
. M

alhotra (eds.), G
lobal Finance: 

N
ew

 T
hinking on R

egulating Speculative C
apital 

M
arkets, (London: Zed Books, 2000).

（
20
）Peter B. K

enen, "T
he Feasibility of T

axing Foreign 
Exchange T

ransactions," M
. ul H

aq et al. (eds.), T
he 
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T
obin T

ax. 
（
21
）Ibid., pp. 119-120.

（
22
）Paul B

. Spahn, "International F
inancial F

low
s and 

T
ransaction T

axes"; Paul B. Spahn, "T
he T

obin tax and 
exchange rate stability," Finance and D

evelopm
ent, V

ol. 
33, N

o. 2 (1996), pp. 26-27. 

（
＝
「
ト
ー
ビ
ン
税
と
為
替
レ
ー

ト
の
安
定
化
」『
日
経
調
資
料
』
九
六
巻
六
号
（
一
九
九
六
年
））

（
23
）
金
子
文
夫
「
解
説 
ト
ー
ビ
ン
税
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
運

動
」
ジ
ュ
タ
ン
『
ト
ー
ビ
ン
税
入
門
』、
二
五
二-

二
五
三
頁
。

（
24
）
諸
富
徹
「
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
制
度
設
計
と
実
行
可
能
性
」
上

村
雄
彦
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
の
構
想
と
射
程
』（
法
律

文
化
社
、
二
〇
一
五
年
）、
五
一
頁
。

（
25
）
た
と
え
ば
シ
ュ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
ら
は
、
金
融
取
引
税
の
実
施
範

囲
が
全
加
盟
国
か
ら
一
一
カ
国
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
生
じ

る
経
済
的
影
響
の
問
題
点
を
考
察
し
て
い
る
（Stephan 

Schulm
eister &

 E
va Sokoll, "Im

plem
entation of a 

Financial T
ransaction T

ax by a Group of EU
 M

em
ber 

States. Estim
ation of Relocation Effects, of the Size and 

D
istribution of R

evenues and of the F
irst-m

over 
A

dvantage of the Participating C
ountries," W

IFO
 

M
onographien (July 2013). http://w

w
w

.w
ifo.ac.at/

p
u

b
lik

a
tio

n
e

n
/

m
o

n
o

g
r

a
p

h
ie

n
?

d
e

ta
il-

view
=yes&

publikation_id=46864 (accessed on 11 June, 

2014).

）。

（
26
）T

obin, "A
 Propose for International M

onetary 
Reform

," p. 159.

　
　
　

な
お
、
の
ち
に
ト
ー
ビ
ン
は
、
か
つ
て
自
身
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界

銀
行
と
い
う
管
理
者
を
示
唆
し
た
の
は
、
貧
し
い
発
展
途
上
国
へ

の
融
資
補
助
と
し
て
税
収
を
国
際
的
目
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（Jam

es T
obin, "A

 Currency 
T

ransaction T
ax, W

hy and H
ow

," O
pen E

conom
ics 

R
eview

, V
ol. 7 (1996), pp. 496-497

）。こ
れ
に
対
し
、当
時
ト
ー

ビ
ン
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀
行
の
主
導
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
条
約
変
更
に
よ
っ
て
取
引
税
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い

た
と
指
摘
す
る
論
考
も
あ
る（H

eikki Patom
äki, D

em
ocratising 

G
lobalisation: T

he Leverage of the T
obin T

ax (London: 
Zed Books, 2001), p. xxi

）。

（
27
）U

N
D

P, H
um

an D
evelopm

ent R
eport 1994, pp. 69-70.

　
　
　

な
お
、
ト
ー
ビ
ン
も
本
報
告
書
へ
コ
ラ
ム
を
寄
稿
し
、
税
収
は

自
身
の
提
案
の
第
一
義
的
動
機
で
は
な
い
に
せ
よ
、
国
際
的
な
目

的
の
た
め
に
国
際
機
関
が
税
収
を
活
用
す
る
こ
と
に
支
持
を
表
明

し
た
（Ibid., p. 700

）。

（
28
）Patom

äki, D
em

ocratising G
lobalisation; 

ジ
ュ
タ
ン『
ト
ー

ビ
ン
税
入
門
』。

　
　
　

他
方
で
、
開
発
資
金
調
達
の
目
的
に
し
ぼ
っ
て
新
た
な
税
構
想

を
模
索
す
る
研
究
領
域
も
派
生
的
に
誕
生
し
た
。
そ
の
税
構
想
は
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一
般
に
「
国
際
連
帯
税
（International Solidarity Levy: 

ISL
）」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
以
降
の
議
論
の
延
長

線
上
に
あ
り
な
が
ら
も
、
実
際
の
国
際
社
会
で
も
、
二
〇
〇
〇
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

D
Gs

）
の
達

成
に
向
け
て
新
た
な
資
金
源
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
呼
応
し

た
議
論
で
も
あ
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
ト
ー
ビ
ン
税
は
唯
一

の
解
決
策
で
は
な
く
な
る
。
貧
困
、
気
候
変
動
、
感
染
症
、
戦
争

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
地
球
規
模
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
資
金
調

達
手
段
と
し
て
、
炭
素
税
、
航
空
券
税
、
武
器
取
引
税
と
い
っ
た

広
範
な
選
択
肢
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
航
空
券
税
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
六
年
、
自
国
に
離
発
着
す
る
国
際
航
空
券
に
一
定
額

を
上
乗
せ
す
る
形
で
徴
税
し
、
そ
の
税
収
を
感
染
症
対
策
に
活
用

す
る
「
航
空
券
連
帯
税
」
の
実
施
が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
六
カ
国
間
で

合
意
さ
れ
、
実
施
・
運
用
さ
れ
て
い
る
（
田
中
徹
二
「
国
際
連
帯

税
な
ら
び
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題
」『
公
共

研
究
』
第
三
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
））。
ト
ー
ビ
ン
税
か

ら
派
生
的
に
発
展
し
た
国
際
連
帯
税
は
、
一
部
す
で
に
実
現
の
日

の
目
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
う
し
た
国
際
連
帯
税
の
議
論
を
背
景
に
、「
ト
ー
ビ
ン
税
で

は
な
い
」
取
引
税
と
し
て
、
取
引
抑
制
を
目
的
と
せ
ず
、
開
発
資

金
調
達
の
み
を
目
的
と
し
た
税
構
想
も
新
た
に
考
案
さ
れ
た
。
通

貨
取
引
開
発
税
（Currency T

ransaction D
evelopm

ent 
Levy: CT

D
L

）
と
称
さ
れ
た
そ
の
構
想
は
、
通
貨
取
引
を
阻
害

し
な
い
程
度
に
税
率
を
極
め
て
低
く
（
〇
．
〇
〇
五
％
）
設
定
す

る
こ
と
で
、
課
税
回
避
を
起
こ
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
一
国
で
も
実

施
可
能
な
こ
と
を
特
徴
と
す
る
（D

avid H
illm

an, Sony 
K

apoor &
 Stephen Spratt, "T

aking the N
ext Step: 

Im
plem

enting a Currency T
ransaction D

evelopm
ent 

Levy, " 2006. http://w
w

w
.steuer-gegen-arm

ut.org/
fileadm

in/D
ateien/K

am
pagnen-Seite/U

nterstuetzung_
W

issenschaft/06_H
illm

an__K
apoor_Spratt.pdf (accessed 

on 27 O
ctober, 2015.)

）。
こ
の
構
想
に
対
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
が
も
た
ら
す
問
題
を
正
す
た
め
に
ト
ー
ビ
ン
税
の
実
施
を
訴
え

た
パ
ト
マ
キ
は
、「
新
自
由
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
屈
服
」
し

て
い
る
と
強
く
批
判
し
た
と
い
う
（
金
子
文
夫
「
解
説　

ト
ー
ビ

ン
税
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
運
動
」、
二
五
五
頁
）。

（
29
）
上
村
雄
彦
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
の
可
能
性
─
持
続
可
能

な
福
祉
社
会
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
め
ざ
し
て
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
七
三-

一
七
八
頁
。

（
30
）Ross P. Buckley, "0.05%

 as an Instrum
ent of Global 

Justice and M
arket Effi

ciency," U
niversity of N

ew
 South 

W
ales Faculty of Law

 R
esearch Series (W

orking Paper 
42, 2013); C

am
illa Buzzacchi, "Levies for extra fiscal 

purposes: taxing financial transactions as 'a fair and 
substantial contribution' clim

ate protection and 
developm

ents" (presented at Social Justice Conference 
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2014). http://w
w

w
.socialjustice2014.org/papers/ 

(accessed on 1 D
ecem

ber, 2014).

（
31
）K

ern A
lexander, "International Financial Regulatory 

Reform
 and Financial T

axes," Journal of International 
E

conom
ic Law

, V
o.13, N

o. 3 (2010), pp. 893-910; Gabriel 
W

ollner, "Justice in Finance: T
he N

orm
ative Case for 

an International Financial T
ransaction T

ax," Journal of 
Political Philosophy, V

ol. 22, N
o. 4 (D

ecem
ber, 2014); 

伊

藤
恭
彦
「
正
義
を
実
践
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
と
国
際
公
共
政

策
」『
貧
困
の
放
置
は
罪
な
の
か
─
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
と
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
八
一-

一

九
七
頁
。

（
32
）T

obin, "A
 Propose for International M

onetary 
Reform

," p. 158.

（
33
）Patom

äki, D
em

ocratising G
lobalisation, Ch. 7.

　
　
　

さ
ら
に
パ
ト
マ
キ
は
「
通
貨
取
引
税
機
構
（Currency 

T
ransaction T

ax O
rganization: CT

T
O

）」を
創
設
す
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
通
貨
取
引
税
条
約
草
案
（D

raft T
reaty on Global 

Currency T
ransaction T

ax

）」
を
作
成
し
、
具
体
的
な
条
約

文
言
案
を
提
示
し
て
い
る
（H

eikki Patom
äki &

 Lieven 
D

enys, "D
raft T

reaty of Global Currency T
ransactions 

T
ax," con LA

 D
enys, D

ocum
ento de discusión de N

IG
D

, 
V

ol. 1 (2002), pp. 185-203.

）。

（
34
）
ジ
ュ
タ
ン
『
ト
ー
ビ
ン
税
入
門
』、
一
三
一-

一
四
一
頁
。

（
35
）
同
右
、
二
〇
八-

二
一
五
頁
、Patom

äki, D
em

ocratising 
G

lobalisation, Ch. 6.

（
36
）
そ
の
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
的
議
論
の
様
相
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
上
村
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
の
可

能
性
』、
一
九
八-

二
〇
六
頁
。

（
37
）
た
と
え
ば
小
川
は
、
ト
ー
ビ
ン
税
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

諸
国
間
協
調
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
実
際
に
Ｇ
20
で
「
協
調
の

失
敗
」
が
起
き
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
小
川
英
治
「
金
融
取
引
課

税
「
ト
ー
ビ
ン
税
」
は
世
界
経
済
の
劇
薬
で
あ
る
」『
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
』
四
七
巻
二
八
号
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
四
日
）、
一
二

七-

一
二
九
頁
）。

（
38
）Y

annis K
itrom

ilides &
 A

na Rosa Gonzalez, "T
he EU

 
Financial T

ransaction T
ax: A

ntecedents and Current 
D

ebate,".Paneconom
icus (M

arch, 2013), pp. 311-321.

（
39
）
諸
富
徹
『
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
納
め
る
の
か
─
租
税
の
経
済

思
想
史
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
三
年
）、
第
五
章
。

（
40
）Pablo A

. H
ernández G

onzález-B
arreda, "O

n the 
European W

ay to a Financial T
ransaction T

ax under 
E

nhanced C
ooperation: M

ulti-speed E
urope or 

Shortcut?," Intertax, V
ol. 41, N

o. 4 (2013), pp. 208-229.
（
41
）
望
月
爾
「
国
際
連
帯
税
の
展
開
と
そ
の
法
的
課
題
─
Ｅ
Ｕ
の
金

融
取
引
税
を
中
心
に
」『
租
税
法
研
究
』四
二
巻（
二
〇
一
四
年
）、
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四
三
三-

四
六
六
頁
。

（
42
）B

art V
an V

ooren, "T
he G

lobal R
esearch of the 

Proposed E
U

 F
inancial T

ransaction T
ax D

irective: 
C

reating M
om

entum
 through Internal Legislation?," 

E
U

I W
orking P

aper, R
obert Schum

an C
entre for 

A
dvanced Studies (R

SC
A

S) (N
o.28, 2012). http://

cadm
us.eui.eu/bitstream

/handle/1814/22559/
RSCA

S_2012_28.pdf? sequence=1 (accessed on 1 June, 
2014).

　
　
　

な
お
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ー
レ
ン
は
、
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
法
案
が
公

表
さ
れ
る
前
に
も
論
考
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
金
融
取
引

税
の
導
入
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ジ
ー
ム
設
立
が
求
め
ら
れ
る
と

論
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
実
現
に
向
け
た
三
つ
の
選
択
肢
─

─
政
府
間
協
調
モ
デ
ル
、
新
機
構
設
立
モ
デ
ル
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
条
約
改

訂
モ
デ
ル
─
─
を
検
討
し
、
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
に
せ
よ
、
Ｅ
Ｕ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
取
引
税
の
導
入
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
だ
と
結

論
づ
け
る
（V

an V
ooren, "T

he EU
 as a Global Robin H

ood: 
Proposal for a M

ultilateral C
onvention on a G

lobal 
Financial T

ransaction T
ax," Centre for the Law

 of E
U

 
E

xternal R
elations (C

L
E

E
R

) W
orking P

apers (N
o.4, 

2011). http://w
w

w
.asser.nl/upload/docum

ents 
/992011_104937cleer2011-4w

eb.pdf (accessed on 1 June, 
2014).

）。

（
43
）
諸
富
『
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
納
め
る
の
か
』、
二
二
五-

二

二
七
頁
。
引
用
は
、
諸
富
「
Ｅ
Ｕ
金
融
取
引
税
の
制
度
設
計
と
実

行
可
能
性
」、
三
二-

三
四
頁
、
よ
り
。

（
44
）V

an V
ooren, "T

he Global Research of the Proposed 
EU

 Financial T
ransaction T

ax D
irective," p. 21. 

（
45
）
諸
富
『
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
納
め
る
の
か
』、
二
二
七-

二

二
八
頁
。

（
46
）Schulm

eister, "T
he struggle over the financial 

transactions tax," pp. 32-49. 

（
47
）Lisa K

astner, "D
elayed Industry Capture: A

 Lobbying 
A

nalysis of the E
U

 F
inancial T

ransaction T
ax," 

A
m

erican Institute for Contem
porary Germ

an Studies 
(A

ICGS), Johns H
opkins U

niversity. http://w
w

w
.aicgs.

org/publication/delayed-industry-capture/ (accessed on 
22 January, 2016).

（
48
）
芝
田
秀
幹
「
第
六
章　

政
治
過
程
の
概
説
」
秋
山
和
弘
編
『
現

代
政
治
過
程
』（
三
和
書
籍
、
二
〇
一
一
年
）、
八
五-

八
六
頁
。

（
49
）
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ル
ピ
ン
（
古
城
佳
子
訳
）『
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本

主
義
─
危
機
か
繁
栄
か
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

六
〇
頁
。

（
50
）Susan Strange, T

he R
etreat of the State: T

he 
D

iffusion of Pow
er in the W

orld E
conom

y (Cam
bridge: 

Cam
bridge U

niversity Press, 1996), p. 4. 

（
＝
ス
ー
ザ
ン
・
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ス
ト
レ
ン
ジ
（
櫻
井
公
人
訳
）『
国
家
の
退
場
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
新
し
い
主
役
た
ち
─
─
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）、

一
八
頁
。）

（
51
）Ibid., pp. 62-63. 

（
＝
日
本
語
訳
、
一
〇
八
頁
。）

（
52
）
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
国
際
的
な
相
互
依
存
を
分
析
し
て
き
た

多
く
の
論
考
は
、
国
際
機
関
や
多
国
籍
企
業
、
ま
た
市
民
運
動
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
人
び
と
の
つ
な
が
り
に
着
目
し
て
き
た
。
リ
ア

リ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
、
非
国
家
主
体
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
も
の

も
い
る
。
た
と
え
ば
Ｓ
・
ホ
フ
マ
ン
（Stanley H

offm
ann

）
は
、

伝
統
的
な
「
国
家
間
」
の
レ
ベ
ル
に
加
え
、「
国
家
を
拘
束
し
て

押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
も
う
一
つ
の
レ
ベ
ル
」
と
し
て
存
在
す

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
経
済
」、
そ
し
て
国
境
を
超
え
て
人
び

と
が
国
際
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
る
「
人
び
と
」
の
レ
ベ
ル
が

あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
相
互
作
用
か
ら
「
国
際
シ

ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
拘
束
と
機
会
」
に
つ
い
て
分
析
す
べ
き
だ
と

指
摘
す
る
（
ス
タ
ン
レ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
「
国
際
政
治
に
お
け
る
リ

ア
リ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ィ
ア
リ
ズ
ム
を
超
え
て
」中
本
義
彦
編
訳『
ス

タ
ン
レ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
国
際
政
治
論
集
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一

一
年
）、
一
三
三-

一
三
五
頁
）。

（
53
）Susan Strange, States and M

arkets: A
n Introduction 

to International P
olitical E

conom
y (London: Pinter, 

1988), pp. 24-25. 

以
下
も
参
照
し
た
。
田
中
宏
明
「
ス
ー
ザ
ン
・

ス
ト
レ
ン
ジ
の
国
際
政
治
経
済
学
─
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
の
リ
ア
リ

ス
ト
」『
宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
紀
要
』
第
十
八
巻
第
一
号
（
二

〇
一
一
年
）、
八
二
頁
。

（
54
）Stephen G

ill &
 D

avid Law
, T

he G
lobal P

olitical 
E

conom
y: P

erspectives, P
roblem

s and P
olicies (Johns 

H
opkins U

niversity Press, 1988), Ch. 6 

を
参
照
。

（
55
）Strange, T

he R
etreat of State, p. xv &

 pp. 23-25. 

（
日

本
語
訳
、
九
頁
お
よ
び
四
八-

五
一
頁
。）

（
56
）Ibid., pp. 21-23 &

 p. 25. 

（
＝
日
本
語
訳
、
四
四-

四
八
、

五
一
頁
。）

（
57
）Strange, States and M

arket, p. 22.

（
58
）Gill &

 Law
, T

he G
lobal Political E

conom
y, p. 73.

（
59
）Ibid., pp. 77-78.

（
60
）Strange, T

he R
etreat of the State, Ch. 9, 10 &

 12.

（
61
）
金
融
シ
ス
テ
ム
が
も
つ
構
造
的
権
力
を
「
金
融
権
力
」
と
総
称

し
た
も
の
と
し
て
、
本
山
美
彦
『
金
融
権
力
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
と
リ
ス
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
な
お

構
造
的
権
力
は
、金
融
の
問
題
に
の
み
関
連
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

ス
ト
レ
ン
ジ
は
、国
際
政
治
経
済
に
は
安
全
保
障
、生
産
、金
融
、

知
識
の
四
つ
の
基
本
構
造
が
あ
り
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
構
造
的

権
力
が
そ
の
他
の
広
範
な
主
題
（
た
と
え
ば
貿
易
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
）
に
対
し
重
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た

（Strange, States and M
arket; 

田
中
「
ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
レ
ン

ジ
の
国
際
政
治
経
済
学
」）。
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（
62
）A

lasdair R.Y
oung, "T

he European Policy Process in 
Com

parative Perspective," H
. W

allace, M
. A

. Pollack &
 

A
. R

. Y
oung (eds.), P

olicy-M
aking in the E

uropean 
U

nion (O
xford: O

xford U
niversity Press, 2010), p. 46. 

（
63
）Ibid., p. 50. 

（
64
）Ibid., p. 48; Jerem

y Richardson, "Policy-m
aking in the 

E
U

: Interests, ideas and garbage cans of prim
eval 

soup," J. Richardson (ed.), E
uropean U

nion: pow
er and 

policy-m
aking, third edition (A

bingdon: Routledge, 2006),  
p. 7.

（
65
）
閣
僚
理
事
会
はCouncil of European U

nion

と
い
う
条
約

上
の
正
式
名
称
以
外
で
は
、Council of M

inisters

と
も
呼
ば

れ
る
。
日
本
語
で
は
Ｅ
Ｕ
理
事
会
と
も
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

閣
僚
理
事
会
と
い
う
表
記
で
統
一
す
る
。

（
66
）Fritz W

. Scharpf, "Introduction: the problem
-solving 

capacity of m
ulti-level governance," Journal of 

E
uropean Public Policy, V

ol. 4, N
o. 4 (1997), pp. 520-538.

（
67
）Y

oung, "T
he European Policy Process in Com

parative 
Perspective." 

（
68
）
多
く
の
場
合
、
実
施
や
評
価
の
段
階
を
経
た
政
策
結
果
は
、
さ

ら
な
る
改
善
や
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
を
示
す
よ
う
な

形
で
、
次
な
る
政
策
過
程
の
最
初
の
段
階
（
す
な
わ
ち
、
議
題
設

定
）
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
段
階
モ

デ
ル
」
は
し
ば
し
ば
「
政
策
サ
イ
ク
ル
・
モ
デ
ル
（policy 

cycle m
odel

）」
と
も
呼
ば
れ
る
。W

erner Jann &
 K

ai 
W

egrich, "T
heories of the Policy Cycle," F. Fischer, G. J. 

M
iller &

 M
. S. Sidney (eds.) H

andbook of Public Policy 
A

nalysis: T
heory, P

olitics, and M
ethods, (Boca Raton: 

CT
C Press, 2007), p. 44.

（
69
）
Ｐ
・
Ａ
・
サ
バ
テ
ィ
エ
は
、
段
階
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
を
四

点
に
集
約
し
て
い
る
。
ま
ず
、
段
階
モ
デ
ル
は
政
策
過
程
に
内
在

す
る
因
果
関
係
を
何
ら
説
明
せ
ず
、
段
階
間
移
動
に
関
す
る
一
貫

し
た
理
論
的
説
明
が
示
さ
れ
な
い
。
二
点
目
に
、
多
く
の
場
合
、

政
策
過
程
は
直
線
的
に
段
階
を
前
進
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
既
存

の
政
策
案
が
議
題
設
定
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
、
議
題
設

定
の
次
に
政
策
形
成
の
段
階
が
続
く
と
い
う
連
続
的
な
段
階
モ
デ

ル
の
説
明
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
点
目
に
、
段
階
モ

デ
ル
は
法
的
過
程
あ
る
い
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政
策
過
程
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
実
際
に
起
こ
る
段
階
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
互
作
用
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
後
に
、
段
階
モ
デ
ル

は
主
に
法
律
の
制
定
を
通
じ
た
単
一
の
政
策
サ
イ
ク
ル
を
描
い
て

い
る
が
、政
策
過
程
は
立
法
に
よ
っ
て
の
み
進
む
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
政
策
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
間
違
い
な
く
政
策
過
程
に
影
響

を
与
え
る
が
、
段
階
モ
デ
ル
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
明
ら

か
で
は
な
い
。
ま
た
、
政
策
案
検
討
が
国
家
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず

地
方
レ
ベ
ル
で
も
同
時
に
進
む
場
合
、
ど
の
よ
う
に
段
階
ご
と
に



研究ノート

北法66（6・154）1898

整
理
で
き
る
の
か
不
明
瞭
で
あ
る
（Paul A

. Sabatier, 
"Introduction: T

he N
eed for B

etter T
heories," P. A

. 
Sabatier (ed.), T

heories of the P
olicy P

rocess (Boulder: 
W

estview
 Press, 2009), p. 7.

）。

（
70
）
宮
川
公
男
『
政
策
科
学
入
門
』
第
二
版
（
東
洋
経
済
新
報
社
、

二
〇
一
〇
年
）、
一
八
三
頁
。

（
71
）Y

oung, "T
he European Policy Process in Com

parative 
Perspective," pp. 47-48.

（
72
）
宮
川
『
政
策
科
学
入
門
』
一
八
二
頁
。

（
73
）
同
右
、
二
一
〇-

二
一
二
頁
、Jann &

 W
egrich, "T

heories 
of the Policy Cycle," pp. 45-46.

（
74
）
同
右
、
二
一
五-

二
一
六
頁
。

（
75
）Y

oung, "T
he European Policy Process in Com

parative 
Perspective," p. 52; Sebastian Princen, "A

genda-setting 
in the European U

nion: a theoretical exploration and 
agenda for research," Journal of E

uropean P
ublic 

Policy, V
ol. 14, N

o. 1 (2007), p. 23.

（
76
）Peter H

aas, "Introduction: E
pistem

ic C
om

m
unities 

and International Policy C
oordination," International 

O
rganization, V

ol. 46, N
o. 1 (1992), p. 3 &

 12.

（
77
）
宮
川
『
政
策
科
学
入
門
』
二
一
二-

二
一
三
頁
、Jann &

 
W

egrich, "T
heories of the Policy Cycle," p. 46.

（
78
）Y

oung, "T
he European Policy Process in Com

parative 

Perspective," p. 53.

（
79
）Princen, "A

genda-setting in the European U
nion," p. 

27.

（
80
）B

. G
uy Peters, "A

genda-setting in the E
uropean 

com
m

unity," Journal of E
uropean Public Policy, V

ol. 1, 
N

o. 1 (1994), p. 11 &
 20.

（
81
）
宮
川
『
政
策
科
学
入
門
』
一
八
二
頁
、Jann &

 W
egrich, 

"T
heories of the Policy Cycle," p. 48.

（
82
）Ibid., p. 48.

（
83
）Y

oung, "T
he E

uropean P
olicy P

rocess in 
Com

parative Perspective," pp. 53-54.

（
84
）Ibid., p. 54.

（
85
）Ibid., pp. 54-55.

（
86
）Jann &

 W
egrich, "T

heories of the Policy Cycle," p. 50.

（
87
）Paul Caireney, U

nderstanding Public Policy: T
heories 

and Issues (N
ew

 Y
ork: Palgrave M

acm
illan), p. 33.

（
88
）Jann &

 W
egrich, "T

heories of the Policy Cycle," p. 50.

（
89
）H

ellen W
allace, "A

n Institutional A
natom

y and Five 
Policy M

odes," H
. W

allace, M
. A

. Pollack &
 A

. R. Y
oung 

(eds.), P
olicy-M

aking in the E
uropean U

nion (O
xford: 

O
xford U

niversity Press, 2010), pp. 76-78.
（
90
）Y

oung, "T
he E

uropean P
olicy P

rocess in 
Com

parative Perspective," p. 61.



「車輪に砂」（１）

北法66（6・155）1899

（
91
）http://ec.europa.eu/taxation_custom

s/taxation/
other_taxes/financial_sector/index_en.htm

 (accessed on 
20 January, 2016).

（
92
）
伊
藤
正
直
『
金
融
危
機
は
再
び
や
っ
て
く
る
：
世
界
経
済
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、二
〇
一
二
年
）
八-

九
頁
。

た
と
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
系
金
融
機
関
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に

は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
カ
国
が
一
一
二
億
ユ
ー
ロ
を
、
ま
た
ベ
ル

ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
系
大
手
金
融
機
関
デ
ク
シ
ア
に
は
ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
三
カ
国
が
約
六
四
億
ユ
ー
ロ
を

救
済
の
た
め
に
投
入
し
た
。
な
お
デ
ク
シ
ア
は
そ
の
後
も
一
部
国

有
化
な
ど
追
加
救
済
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
会
計
検
査
院
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
同
行
救
済
の
た
め
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
納

税
者
が
負
担
し
た
金
額
は
六
六
億
ユ
ー
ロ
に
も
の
ぼ
る
と
い
う

（N
oem

ie Bisserbe

「
デ
ク
シ
ア
救
済
、
フ
ラ
ン
ス
納
税
者
の

負
担
は
六
六
億
ユ
ー
ロ
以
上
」
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
九
日
）。

　
　
　

他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
も
と
無
尽
蔵
な
公
的
資

金
の
投
入
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
大
手
不
動
産
金

融
会
社
ヒ
ポ
・
レ
ア
ル
・
エ
ス
テ
ー
ト
の
危
機
的
状
況
に
対
し
、

二
〇
〇
八
年
九
月
、
政
府
保
証
と
資
本
注
入
を
通
じ
て
救
済
し
た

（
渡
辺
富
久
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
再
編
基
金
法
の
制
定
─

銀
行
税
の
導
入
─
」『
外
国
の
立
法
』二
四
八
号（
二
〇
一
一
年
）、

三
八
頁
）。

（
93
）
知
原
「
金
融
取
引
税
〈
ト
ー
ビ
ン
税
〉
の
課
題
」、一
四
〇
頁
。

（
94
）
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
れ
ま
で
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
合
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｇ
20
と
は
異
な
り
、二
〇
カ
国
の
首
脳（
十

九
カ
国
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
）
が
集
う
初
め
て
の
首
脳
会
合
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

（
95
）
外
務
省
「
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合　

宣
言
（
仮

訳
）」
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
五
日
、
項
目
八
。http://w

w
w

.
m

ofa.go.jp/m
ofaj/kaidan/s_aso/fw

e_08/sks.htm
l

（
二
〇

一
四
年
一
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
96
）A

dair T
urner, "H

ow
 to tam

e global finance," Prospect, 
27 A

ugust, 2009. 

（
97
）G

eorge P
arker, "F

SA
 backs global tax on 

transactions," Financial T
im

es, 27 A
ugust, 2009; T

he 
G

uardian, "R
eform

ing finance: D
aring A

dair," 28 
A

ugust, 2009; Libération, "Le gendarm
e de la City se 

prononce pour la taxe T
obin," 28 A

ugust, 2009. 

（
98
）BBC, "Sarkozy to press for 'T

obin T
ax," 19 Septem

ber, 
2009. 

（
99
）E

m
ilie Lévêque, "Le com

e back raté de la taxe 
T

obin," L'E
xpansion, 18 Septem

ber, 2009. 
（
100
）Phillip Inm

an, "M
iliband supports T

obin tax, claim
s 

French foreign m
inister," T

he G
uardian, 17 Septem

ber, 
2009. 



研究ノート

北法66（6・156）1900

（
101
）Le M

onde, "Lagarde contredit K
ouchner et précise 

que la taxe T
obin n'est pas à l'étude, " 20 M

ay, 2009. 

（
102
）
二
〇
〇
三
年
、
時
の
大
統
領
シ
ラ
ク
（Jacques Chirac

）
の

命
に
よ
る
開
発
資
金
調
達
の
調
査
を
皮
切
り
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
二

〇
〇
六
年
、
パ
リ
で
「
革
新
的
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
国
際

会
議
」
を
開
催
し
、「
開
発
資
金
の
た
め
の
連
帯
税
に
関
す
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（Leading Group on Solidarity Levies 

to Fund D
evelopm

ent
）」
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
中

旬
に
は
航
空
券
連
帯
税
の
実
施
を
開
始
し
て
い
る（
上
村『
グ
ロ
ー

バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
の
可
能
性
』
第
10
章
）。

（
103
）L

eading G
roup on Innovative F

inancing for 
D

evelopm
ent. 

右
脚
注
で
言
及
し
た
二
〇
〇
六
年
創
設
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
第
六
回
パ
リ
総
会
に
て
改
名
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

（
104
）
金
子
文
夫
「
金
融
取
引
税
か
ら
国
際
連
帯
税
へ
」『
世
界
』
八

二
四
号
（
二
〇
一
一
年
）、
二
一
二
頁
。

（
105
）BBC, "Sarkozy to press for 'T

obin T
ax."

（
106
）
ブ
ラ
ウ
ン
は
二
〇
〇
〇
年
に
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に

て
採
択
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
策
定
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
開
発
資

金
調
達
の
手
段
と
し
て
ト
ー
ビ
ン
税
を
強
く
求
め
る
立
場
に
あ
っ

た
と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
北
沢
洋
子
「
欧
州
が
目
指
す
「
ト
ー
ビ

ン
税=

通
貨
取
引
税
」
と
は
何
か
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
八
一
巻

五
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
八
〇
頁
）。

（
107
）Reuters, "M

erkel sees no deal on "T
obin tax" at G20," 

21 Septem
ber, 2009. 

（
108
）T

az, "Steinbrück für Finanzsteuer," 2009. 

（
109
）
の
ち
に
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム

ズ
紙
に
て
、
同
国
の
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ア
ー
外
務
大
臣
（Frank-

W
alter Steinm

eier

）
と
共
に
「
Ｇ
20
諸
国
が
〇
．
〇
五
％
の

金
融
取
引
税
の
実
施
へ
向
け
た
具
体
的
な
一
歩
を
踏
み
出
す
」
べ

き
だ
と
主
張
す
る
論
説
を
発
表
し
た
（Peer Steinbrück, T

ax 
trades to share the costs of the crisis, Financial T

im
es, 

24 Septem
ber, 2009

）。
な
お
、
同
記
事
で
は
具
体
的
な
税
率

や
税
収
試
算
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
は
本
稿
で
も

す
で
に
多
く
言
及
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
研
究
所
の
ア
ナ

リ
ス
ト
、
シ
ュ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
研
究
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

（
110
）Lévêque, "Le com

e back raté de la taxe T
obin."

（
111
）
ユ
ン
カ
ー
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
よ
り
、
バ
ロ
ー
ゾ
の
後
任
と

し
て
欧
州
委
員
会
委
員
長
に
就
任
す
る
。

（
112
）Reuter, "Eurogroup's Juncker: no clear w

ay out of 
crisis, " 15 A

pril, 2009. 
（
113
）Lévêque, "Le com

e back raté de la taxe T
obin."

（
114
）George Parker, "FSA

 backs global tax on transactions."

（
115
）
ラ
ガ
ル
ド
は
二
〇
一
一
年
六
月
よ
り
Ｉ
Ｍ
Ｆ
専
務
理
事
に
就
任



「車輪に砂」（１）

北法66（6・157）1901

す
る
。

（
116
）Le M

onde, "Lagarde contredit K
ouchner et précise 

que la taxe T
obin n'est pas à l'étude."

（
117
）Parker, "FSA

 backs global tax on transactions."

（
118
）European Council, "Inform

al M
eeting of EU

 H
eads of 

State or Governm
ent. Brussels, 17 Septem

ber 2009 = 
A

greed Language for the Pittsburgh G-20 Sum
m

it =."

　
　
　

一
方
で
「
金
融
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
責
任
あ
る
報
酬
の
促
進
」

と
い
う
項
目
は
盛
り
込
ま
れ
、「
変
動
的
な
報
酬
に
対
し
、
金
融

機
関
の
報
酬
や
利
益
の
一
部
分
を
抑
制
す
る
手
法
を
模
索
す
る
」

べ
き
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。つ
ま
り
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、金
融
セ
ク
タ
ー

の
責
任
追
及
に
つ
い
て
「
報
酬
規
制
」
の
観
点
か
ら
取
り
組
む
べ

き
と
い
う
方
針
に
つ
い
て
は
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

（
119
）
外
務
省
「
首
脳
声
明
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
サ
ミ
ッ
ト
（
仮
訳
）」（
二

〇
〇
九
年
）、
本
文
一
六
項
。http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
gaiko/g20/0909_seim

ei_ka.htm
l

（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一

日
閲
覧
）。

（
120
）Reuters, "G20 tasks IM

F to probe "T
obin tax": G20 

source," 25 Septem
ber, 2009. 

（
121
）H

eather Stew
art, "Brow

n urges business leaders to 
accept T

obin tax," T
he G

uardian, 23 N
ovem

ber, 2009. 

（
122
）
山
口
和
之
「
ト
ー
ビ
ン
税
を
め
ぐ
る
内
外
の
動
向
」『
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
』
七
四
五
号
（
二
〇
一
三
年
）、
四
九
頁
。

（
123
）
金
融
取
引
税
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
ル
ッ
ク

独
財
務
相
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
直
後
の
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
選
挙
に
て
所
属
政
党
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
が
大
幅
に
議
席
を

減
ら
し
内
閣
を
去
っ
て
い
た
。

（
124
）
外
務
省
「
Ｇ
20
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
（
仮
訳
）」（
二
〇

一
〇
年
）、
項
目
二
一
。http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/
g20/toronto2010/sengen_ky.htm

l

（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一

日
閲
覧
）。

（
125
）Ian T

raynor, "B
row

n and Sarkozy m
ove to fund 

clim
ate aid w

ith global banking tax," T
he G

uardian, 11 
D

ecem
ber, 2009. 

（
126
）E

uropean C
ouncil, "C

onclusions," 10/11 D
ecem

ber, 
2009 (E

U
C

O
 6/09), p. 6, para. 15; T

ony B
arber &

 
G

eorge Parker, "E
U

 leaders urge IM
F

 to consider 
T

obin tax," Financial T
im

es, 11 D
ecem

ber, 2009. 

（
127
）E

uropean P
arliam

ent, E
uropean P

arliam
ent 

resolution of 10 M
arch 2010 on financial transaction 

taxes －
m

aking them
 w

ork (P7_T
A

(2010)0056).

（
128
）Ibid., para. 6.

（
129
）Schulm

eister, "T
he struggle over the F

inancial 
T

ransaction T
ax," pp. 33-34.

（
130
）Reuters, ""Robin H

ood" tax cam
paign launched," 10 

February, 2010. 



研究ノート

北法66（6・158）1902

（
131
）Schulm

eister, "T
he struggle over the F

inancial 
T

ransaction T
ax," pp. 33-34; K

astner, "D
elayed Industry 

Capture."

（
132
）EurA

ctiv, "M
erkel, Sarkozy renew

 call for tougher 
regulation ahead of G20," 22 June, 2010. 

（
133
）E

uropean C
ouncil, "C

onclusions," 17 June, 2010 
(EU

CO
 13/10), pp. 6-7, para. 17.

（
134
）Reuters, "EU

 urges G20 to explore global transaction 
tax," 23 June, 2010. 

（
135
）International M

onetary Fund, A
 Fair and Substantial 

C
ontribution by the Financial Sector: Final R

eport for 
the G

-20 (June, 2010). 

金
融
セ
ク
タ
ー
課
税
の
諸
構
想
に
つ
い

て
は
、
以
下
も
参
照
し
た
。International T

ax Review
, 

"Proposal for new
 financial taxes split opinion" (June 

2010), p.48; 

渡
辺「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
再
編
基
金
法
の
制
定
」

三
九
頁
、
油
布
志
行
「
最
近
の
金
融
証
券
税
制
に
つ
い
て
：
欧
州

の
金
融
取
引
税
構
想
を
中
心
に
」『
租
税
研
究
』
七
五
一
巻
（
二

〇
一
二
年
）。

（
136
）IM

F
, A

 Fair and Substantial C
ontribution by the 

Financial Sector: Final R
eport for the G

-20, pp. 7-8.

（
137
）Ibid., pp. 19-21.

（
138
）International T

ax Review
, "Proposal for new

 financial 
taxes split opinion," p. 48.

（
139
）H

M
 T

reasury, "Bank Levy," 2010. http://w
ebarchive.

nationalarchives.gov.uk/20130129110402/http://w
w

w
.

hm
-treasury.gov.uk/d/junebudget_bank_levy.pdf 

(accessed on 12 D
ecem

ber, 2014).

（
140
）H

M
 T

reasury, "Joint statem
ent by the French, U

K
 

and Germ
an Governm

ents on bank levies," 2010. http://
w

ebarchive.nationalarchives.gov.uk/20130129110402/
http://w

w
w

.hm
-treasury.gov.uk/d/junebudget_joint_

statem
ent.pdf (accessed on 12 D

ecem
ber, 2014).

（
141
）International T

ax Review
, "Proposal for new

 financial 
taxes split opinion," p. 48.

（
142
）EurA

ctiv, "M
erkel, Sarkozy renew

 call for tougher 
regulation ahead of G20." 


